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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき＋解説













超まえがき






「ここに九枚のコインがある。

　コインの重さは一枚一〇グラム。

　ところがその中には一枚だけ、本物より１グラムだけ軽いニセのコインが混ざっているという。

　そこで問題だ。

　天秤を二回だけ使い、ニセのコインを特定するにはどうしたらいいだろうか？」




　……と、今回はわりと定番のコインクイズネタで始めてみた。

　ネタに困ると定番のクイズをひっぱり出してくるのはきっと気のせいだ。

　しかし今回のリプレイはある意味で、〝クイズ回〟でもある。

　由緒ある定番のクイズで始まるのは……………




　うん、やっぱりネタに困ってる証拠だな。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　では今回も元気よく『アリアンロッド・サガ・リプレイ（以下、無印）』いってみよう！

　前回、合衆国大統領……そして統一帝としての地位をスリスに譲り渡して地上より去ったピアニィたち。そして動き出すヒューバードの陰謀……っ！

　これまでの流れからもうおわかりかとは思うが、この『無印』シリーズはクライマックスエピソードへと突入する。この第一〇巻は『無印』の……ひいては、『サガ』リプレイシリーズ全体の最終幕を上げるエピソードとなるだろう。

　二〇〇八年より始まった戦記も、残すところはあとわずかだ。

　竜輝石による支配というルールを失い、真の意味で戦乱の時代を迎えたアルディオン大陸―――その行く末に待っているものはなにか。

　おのれの正義のために、もしくは生きるために、そして信念を貫くために……この大地の上で戦い続ける人々はいかなる未来へと向かうのか。

　戦いの終わりは近い。

　では、これより―――




　今回の物語を始めよう……っ！











前回までのあらすじ






　アルディオン大陸を統一したピアニィは、統一帝に即位するその儀式においてさらなる事件に巻き込まれることとなった。その身に〝神しん竜りゆう王おうセフィロス〟と〝邪神の御子〟を宿し、周囲のあらゆる生命を吸い尽くすという制御不能の力を手に入れてしまったのだ。

　これにより、世界のルールを決めてきたエストネル王国は崩壊。アルディオンは真の意味で戦乱の世界へと突入することとなる。

　すべては、ピアニィの実兄ヒューバードの計画によるものだった。彼は、このアルディオンを世界より切り離して異界へと転移……神にも魔にも干渉されない理想郷を作り上げようとしていた。しかしその計画は、多くの力なき人々を死に至らしめる、大きな犠牲をともなうものだった。そのために邪魔な〝神竜王セフィロス〟〝邪神の御子〟をピアニィの中に封じ、彼女ごと殺すこと……それが、計画における重要なシークエンスのひとつだったのだ。

　襲ってきたヒューバードの配下を退け、その不要の力を除去すべく。彼女らが辿り着いたのは、幽界にたゆたう世界〝アヴァロン〟。ここで〝パワー〟を手に入れ、神喚者となった四人は再び地上へと舞い戻り、スリスたちに地上を託し、いずこかへと去ったのだった。

　そして時は移り、帝紀八一五年、秋―――。






































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆ある夜の小話




「菊きく池ちさん、タスラムって……ものすごく懐なつかしいですね……（笑）」




　それは、前ぜん巻かん（第九巻「妖よう精せい郷きようのピルグリム」）のセッションが終わり、イラストの発注資し料りようを佐さ々さ木きあかねに送った時のことだった。

　時じ刻こくは深夜の〇時前―――。

　資料の中にタスラムの名前を見つけ、スカイプでそんな話を振ふってきたのである。
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きくたけ：ほんと懐かしいわ。当初の予定では、ピアニィがフェリタニアを建国したあと、陰かげからこれを支ささえるキャラクターにしようと思ってたのにな。

佐々木：一巻からキャラ立ちまくってた変へん態たいだったのになあ（笑）。

きくたけ：変態って言うな。

佐々木：変人だったのになあ。

きくたけ：変わんねえっ！（笑）　……で、最初に馬ば鹿かやってキャンペーンの中ちゆう盤ばん～後半でシリアスに落とすはずが、出番がゼロという画期的な事じ態たいに。

佐々木：シリアスっ！（笑）

きくたけ：ほんとほんと。その伏ふく線せんも張はってあったんだって。

佐々木：伏線？

きくたけ：そう。タスラムって武ぶ器きの名前じゃない？　そしてバルムンクは武器のコードネームを持っているという設せつ定ていだったからさ、プレイヤーや読者に「こいつ、バルムンク？」と、敵てきである雰ふん囲い気きを匂におわせて……。

佐々木：でも、実はいい人だったと。

きくたけ：そうそう。「タスラムの動きがあやしい」と見せかけるイベントも用意するつもりだったんだ（笑）。たとえば、一巻でピアニィがレイウォールの城しろから脱だつ出しゆつする時、読み直すとわかるんだけど騒さわぎを大きくしてるの、タスラムなんだよ。

佐々木：謎なぞの《ファイアーボール》で（笑）。

きくたけ：（笑）。で、キャンペーン中盤にそれを気づかせ、「タスラムあやしい」って流れから、実は元バルムンクだけど足抜ぬけしてオーギュスト王に仕え、真にピアニィを陰から助ける役であることを明かすはずだった。
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佐々木：まさか出番がないなんて……。

きくたけ：そしてこれまで登場しなかったいいわけのためにアヴァロン送りになった……。

佐々木：きっともう出番はない……。

きくたけ：不ふ憫びんな子……。

佐々木：ほんとに……。

きくたけ：で、だ。ここからが本題だ。

佐々木：お題があったんですか（笑）。

きくたけ：あったんだ。そろそろ「サガ」も終しゆう盤ばん戦せんじゃないか。ここで出だしておきたいってキャラがいないか聞きたかったんだ。

佐々木：います！（きっぱり）

きくたけ：俺おれもだ！（きっぱり）

佐々木：次の一〇巻はヒューバードと対決する回ですよね。それにぴったりな人物です。
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きくたけ：奇き遇ぐうだな。きっと同じキャラクターだ。

佐々木：へたれで、髪かみの毛けが大変なことになったあの人ですよね。

きくたけ：よし、想おもいは同じだ。ちょっと、あいつについて語ろうか。

佐々木：いくらでも出てきますよ！　まずですね、前の戦いが終わったあと、あの人は行方ゆくえ不明になってるんですが……っ！　

きくたけ：うん、国にも帰れず、どこぞの村で隠いん遁とん生活してるはずだ。

佐々木：ですよね！　それで、きっとその村では……っ！




　とうとうと語り始める佐々木あかね。




佐々木：（さんざん語ったあと）……あ、もちろん表紙にばばーんと描えがきましょうっ！

きくたけ：誰だれが喜ぶんだよそれっ!?

佐々木：わたし……！　わたしが喜ぶっ！

きくたけ：あんた……。




　彼かの女じよの、へたれと変態に掛かける情じよう熱ねつは本物である。

　話はやたらと弾はずみ、両者よりわき出る妄もう想そう・妄想・妄想。

　―――楽しいひと時が流れていく。




　そしてこの日、私わたしが終電を逃のがしたのは言うまでもない。







◆Preplay 02◆生いけ贄にえか、処しよ刑けい人か




　時は流れて、二〇一二年の秋―――。

　東京は秋葉原の片かた隅すみにある、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に五人の男女が集まっていた。

　当然、『無印』第一四話のセッションのためだ。

　前回のセッションより、半年……ピアニィは地上で三分しか戦えない身体となり、もっぱら「ウルトラマン」と呼よばれるようになった（半分ウソ）。

　もちろん、地上に三分しかいられないのではゲームにならない。

　それをどう解かい決けつするか……そんな不安な気持ちをはらんでのセッションであった。




大おお竹たけ：いやー、ピアニィどーなっちゃうんでしょーねー、あははは。




　どう解かい決けつするか……そんな不安な気持ちをはらんでいないセッションであった。

　…………。




　さ、さて、ではここで例によって集まっている面々を紹しよう介かいしよう。




きくたけ

　本名は、菊きく池ちたけし。

『アリアンロッド』を始めとして『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命を懸かけており、毎日、いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くかを考えている。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




大竹みゆ（使用キャラ：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア）

　フリーの女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　常つねににこにこしているが、その笑え顔がおの陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　殺意も潜んでいたのだが、最近ではネタにし続けたためか潜めることすらしなくなった。

　秋葉原の街中を歩けば「あ、殺意様だ」と呼ばれることもあるという。




大竹みゆblog*primlog+*　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




鈴吹太郎すずふき・たろう（使用キャラ：ナヴァール）

　またの名を中島純一郎なかじま・じゆんいちろう　―――すなわちＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。




クレバー矢や野の（使用キャラ：アル・イーズデイル）

　本名は矢野俊策やの・しゆんさく……言わずと知れたＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナー。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを突つかずにはいられない。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。




Ｏはた（使用キャラ：ベネット）

　本名は大畑顕おおはた・あきら　―――Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]が誇ほこる最強の三さん下した属ぞく性せいを持つ男。

　社内ですれちがいざまに「ていっ！」とチョップを繰くり出だすと「げばあ、ば、馬鹿なっ!?私はあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。いや、ほんとに。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担たん当とうするＴＲＰＧ作りになくてはならない男だ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ（以下、ＧＭ）：ではさっそく、今回予告からいこう！　えー……―――。




「……今回予告！

　ピアニィらが地上よりその姿すがたを消して、ひと月という時が流れた。

　幽ゆう界かいにたゆたう都市のひとつ・ラピュータにて、四人はピアニィにかけられた呪のろいに抗うべく〝試練〟という名の戦いに身を投じていた」




Ｏはた：ラピュータは本当にあったでやんすっ！

鈴吹：「見ろ、人がゴミのようだ……っ！」（笑）

ＧＭ：やかましいっ!?（笑）

矢野：これは仕方ない。その地名は特定のなにかを想そう像ぞうさせてしまう（笑）。




伍ご番ばん都市ラピュータ

　前巻に登場したアヴァロンと同じく、幽界にたゆたう防衛都市。

　くわしくは、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　超上級ルールブック』を参照だ。




ＧＭ：ええと、続き（笑）。えー―――……。




「そんなおり、地上から報しらせが届とどいた。




　―――ヒューバード、動く。




　向かう先にあったのは、歴史に伏ふせられた真実だった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

　第一四話『愚者のサクリファイス』




　―――竜りゆうの石は散り、新たなる戦せん乱らんの時代へ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




大竹：……サクリファイス？

ＧＭ：生け贄、って意味ですな。

大竹：生け贄……つまり、ピアニィのこと……？

鈴吹：どうかな。〝愚者〟がヒューバードを指すのか、ピアニィを指すのか、それとも人類すべてを指すのか……それによっていろんな意味に取れるぞ。ダブルミーニングかもしれん。

大竹：おお、深い。

Ｏはた：いいタイトルですな（笑）。

ＧＭ：でもね、タイトルはもう一案あったんだ。

鈴吹：もう一案？

矢野：どんな？

ＧＭ：『宿命のエクスキューショナー』

一同：〝処刑人〟かよっ!?（大爆笑）

大竹：しょ、けいにん……？

ＧＭ：そう。宿命により兄を倒すことを強いられたピアニィが、斧を持ってヒューバードを襲う的なニュアンスで……。

矢野：なんで斧ですかっ!?

Ｏはた：でも、そこはかとなく違和感がないのはなぜだろうっ!?（一同爆笑）

大竹：たしかに違和感がないですっ!?

矢野：自分で言ってどーすんですかっ！（笑）

ＧＭ：まあ、どっちのタイトルでいくかは、リプレイを書く時までに決めておこう、うん。

矢野：今回予告どおりのにしときましょうよっ！（笑）

Ｏはた：でないとピアニィが斧持ってうひひひひひ。

ＧＭ：では、それで。んでは、個こ々このハンドアウトいきまーす！　まずは、ピアニィ！

大竹（以下、ピアニィ）：は～い！




▼ピアニィ用ハンドアウト

コネクション：ヒューバード　　　関係：兄きよう妹だい

　アキナたちにフェリタニアを託たくしてのち、キミは伍番都市ラピュータで戦っていた。

　こうしている間にも、ヒューバードは自らの計画を進めているはず。

　兄を止めなければならない。

　だが、キミの脳のう裏りに浮うかぶのは兄妹たちとの思い出の日々だった。




ピアニィ：きましたね～、やっぱり回想シーンですよね～（笑）。

鈴吹：あとから作られる思い出（笑）。

ＧＭ：次はアル。アルは前回、いろいろ話を片付けたんで、今回はネタハンドアウトだ。

矢野（以下、アル）：はいはい（笑）。




▼アル用ハンドアウト

コネクション：とある親友　　　関係：友人

　幽ゆう界かいで戦うキミの元に、その男はやってきた。

　かつてのおしゃれな彼からは想像できぬほど、その出いで立たちはひどいものだった。ここに来るまでの苦労がうかがえた。

　そこまでして彼がアルに伝えたかったこととは―――。




アル：…………………………親友（笑）。

ＧＭ：なんだその微び妙みような笑顔は。

ピアニィ：親友ってどの親友？　アルの親友って、いっぱいいるじゃないですか。

アル：い、いっぱいというほど、いたかなあ……？（笑）

ＧＭ：なに言ってんだっ!?　い、いるだろうっ、あれとかそれとか！

鈴吹：誰なのかはこの時点では明かせないのか（笑）。

ＧＭ：明かせないことはないけど、ここで明かしてもつまんないなと……。

Ｏはた：それよりコネが「親友」、でも関係は「友人」ってのが……（笑）。

アル：もう嫌いやな予感しかしない……助けて……（笑）。

ＧＭ：では、次はナヴァール！




▼ナヴァール用ハンドアウト

コネクション：ステラ　　　関係：ちょっといい雰ふん囲い気き

　ヒューバードのこと、ピアニィのこと、この世界のこと―――。

　アルディオンの行く末を案じれば、キミが考えるべきこと、成すべきことは多い。

　だが、キミの心を依い然ぜん、大きく占しめるものがある。

　それは、夢ゆめに見るほどのものだった。

　そう、いまだ行方がわからないステラのことだ。




[image: ]




アル：ああ、ステラって今、行方がわからないままだっけ（笑）。

ＧＭ：忘れるなよ！（笑）　〝大崩壊グレートデイストラクシヨン〟後は行方不明のままだね。

鈴吹（以下、ナヴァール）：そのへんは『レボリューションガイド』の巻かん頭とう漫まん画がに載のってる。（２ページを開いて）ここに載っている人は、死し亡ぼうしたか行方不明になった人なのだ。

ピアニィ：行方不明になった人、多い……（笑）。

アル：ステラ、哀れ……。

ナヴァール：とにかく私は気がかりだ、実に気がかりだ。うん、なにするかわかった（笑）。

ＧＭ：では、次はベネットにいこうか。




▼ベネット用ハンドアウト

コネクション：ガーファー　　　関係：知り合い




Ｏはた（以下、ベネット）：………………ガーファー……。

アル：ガーファー？　ベネットの知り合いにそんな名前の奴、いたっけ？

ベネット：昔から隣となりにいた……というのは冗じよう談だんで、酒場のマスターでやんす。『超ちよう上じよう級きゆうルールブック』でとうとう名前が付けられたという……。
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アル：ああ、なんでも知ってるあいつか！（笑）

ＧＭ：では続き！




　キミはもうあきらめていた。

　このラピュータにおいても「同じだった」のだ。

　今、キミの目の前では酒場のマスターがグラスを磨みがいていた。




ピアニィ：ラピュータにも酒場があるんですか？

ナヴァール：きっと、どこの街に行っても、同じ酒場があるのだ。

アル：セーブポイントみたいな場所だな、おい（笑）。

ナヴァール：それだと、ベネットが主人公ってことになるぞ。セーブポイントである酒場にいつも寄よっているのは、ベネットだからな（笑）。

アル：本当だ！（笑）




　地上のことが気になっていたキミに、マスターはいつものように落ち着いた笑えみをもって……新聞を差し出した。




ベネット：ラピュータにまで新聞があるでやんすか……。

ＧＭ：幽界に新聞くらいあったっていいじゃないか。

ベネット：ま、まぁ、そうでやんすが……（笑）。

ＧＭ：ハンドアウトは以上。では、リビルドやレベルアップに入ろうか！

一同：はーい！




　そして騒さわぐこと三〇分ほど……無事にレベルアップは終しゆう了りようしたのだった。




ＧＭ：よし、それではひとりずつ紹介してもらおう！　最初はピアニィ！

ピアニィ：はーい！




▼ピアニィ（23レベル）の場合

ピアニィ：えーと、23レベルになりました！　リビルドして、称しよう号ごうクラスをメンターからルーンマスターに変えてます。

ＧＭ：ルーンマスター？　どんなスキルを取ったの？

ピアニィ：《フォーチュンルーン》《ウォータールーン》《ブライトルーン》《アビリティルーン》などです。《フォーチュンルーン》のために、【幸運】を11まで上げたんですよ～。

ＧＭ：《ウォータールーン》と《ブライトルーン》……〈水〉属性と〈光〉属性の魔ま法ほう攻こう撃げきが５点ずつダメージが上がったのか……（笑）。

ピアニィ：はい（笑）。合計でダメージが10点上じよう昇しようしました。さらに、《アビリティルーン》で【知力】を２点上昇させたので、《インクリーズデバイス》の効こう果かが上昇です。

ＧＭ：さらにダメージを上昇させたのか！

ピアニィ：もちろんです！　……それから、前にリビルドしてからなくなっていた《マジックフォージ》を取り直して、パワーの《神しん域いきの魔ま術じゆつ》を新しん規き取得しました。これで、スキルやアイテムの効果によって、ダメージ軽けい減げんを行なえず、ダメージを０に変へん更こうすることもできない魔法攻撃を撃うてるようになりました！

アル：鬼だ。

ＧＭ：こ、攻撃以外になにか変へん更こう点てんはないの…………？（笑）

ピアニィ：んー……《ファミリア》のレベルを上げたので、使い魔が一匹ぴき増ふえましたよ！　名前はチャムチャムって言って、ヤンヤンの彼女です♪
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ＧＭ：ふむ。ヤンヤンの彼女か。それは、ほのぼの……。

ピアニィ：使い魔が二匹になったので、《ガーディアン》が二回使えるように！

ＧＭ：ほのぼのじゃねえっ！（笑）　そういうオチかよっ！

ピアニィ：あと、装そう備びで月光の腕うで輪わを購こう入にゆうしました。以上です♪

ＧＭ：り、了解。つ、次はアルいこうか。

アル：うっす（笑）。




▼アル（23レベル）の場合

アル：レベルが23になりましたが、基き本ほん的てきにはほとんど変わってないんですよね（笑）。

ＧＭ：あれ、そうなのか。スキルはどうしたの？

アル：《不ふ屈くつの闘とう志し》のレベルを上げて終わりです。あ、でも、フェイトは増やしました。８だったのが11になってますよ。

ＧＭ：装備も変わりなし？

アル：補ほ助じよ防ぼう具ぐがフォースバックラーだったのが、マーブルポイントアーマーになったくらいですかね？　こっちは以上です。




▼ナヴァール（23レベル）の場合

ナヴァール：では、次は私がいこう。……ふっふっふ。フェイトが15点になった！

ＧＭ：相変わらずナヴァールはフェイトマンですな（笑）。スキルは？

ナヴァール：《異い才さい：パラディン》で《ワイドプロテクション》を取得したぞ。これで、《プロテクション》の対象が、範はん囲い（選せん択たく）になる！

ピアニィ：おお！

ＧＭ：装備の変へん更こうは？

ナヴァール：補助防具が聖せい紋もんのマントになった。ダメージ軽減やダメージ増ぞう加かの魔術の効果に＋１Ｄだから、《プロテクション》の効果が上昇したぞ。こっちはそんなところかな。




▼ベネット（23レベル）の場合

ベネット：では、最後はあっし！　23レベルになって《影かげ縫ぬい》を取得した！

ＧＭ：どんな効果だっけ？

ベネット：相手が判はん定ていで振ったダイスのうち、１個こを無む視しして結果を算出させることができるっす。これで出目が６なのを取とり払はらえば、クリティカルを崩くずすことも夢ゆめではない！

ＧＭ：なるほど（笑）。

ベネット：あと、フェイトを３点上昇させて合計８点に！

ＧＭ：装備に変更は？

ベネット：鷹たかの目をシューターガジェットに変更。こんなところ？

ＧＭ：ＯＫ。では、ギルドサポート関連を決めたら、本ほん編ぺんにいこうか！

ベネット：ちなみに、ギルドレベルが１上がって15になったでやんす。

アル：お、ギルドサポートをひとつ取得できるな。

ピアニィ：どれを取得しましょうか？（わくわく）

アル：（少し考えて）フェイトを回かい復ふくできる《最後の力》がいいんじゃないか？

ピアニィ：あー、パワーのコストでフェイトは使いますしねー！　では、《最後の力》で！

ＧＭ：ほいほい。では、持っていくギルドサポートは？

ナヴァール：《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《力の泉いずみ》《目め利きき》《ＧＨ：ギルドマンション》《再さい行こう動どう》《命の滴しずく》《限界突破Ⅲ》《最後の力》を持っていくのがいいだろう。

ＧＭ：では、最後に、《力の泉》で指定するスキルの選せん択たくをしてください。

ピアニィ：あたしは《フロストプリズム》です。

アル：《ディフェンスライン》だな。

ナヴァール：もちろん《プロテクション》。

ベネット：《ダブルショット》にするでやんす。

ＧＭ：よし、決まったな。それでは……本編に入ろうっ！
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◆Opening 01◆伍ご番ばん都市ラピュータ～幽ゆう界かいにて～




　そこは、アルディオンやエリンディルとは異ことなる世界―――。

　フェリタニアの人々と一時の別れを告げたピアニィたちは、来きたるべき戦いの日に備そなえ、この幽界にて過か酷こくな戦いに身を投じていた。

　目的は、ひとつ。

　世界の壁かべを越こえ、エリンへと侵しん入にゆうしてくる〝敵てき〟を打うち倒たおし、〝結けつ晶しよう〟を入手すること。

　そう、その結晶とは……。




ＧＭ：では、オープニングフェイズを始めよう！　最初のシーンは、ＰＣ全員登場となる。

ピアニィ：はーい。

ＧＭ：舞台となるのは―――の前に。前巻までのことはおぼえている？

ベネット：アルディオン大陸に降おり立たった魔ま獣じゆうを倒すために、アヴァロンで修行していたあっしらも大陸に降おりて……。

アル：で、魔獣を倒して、アキナたちにあとのことを任まかせた。最後に、俺らは巨きよ大だい化かしたヤンヤンの背せに乗って大空の彼方へと飛び去った（笑）。
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ナヴァール：で、今回のハンドアウトによれば……そのあと我々は幽界へと戻ったんだな。具体的には、ラピュータ……って、なんでラピュータなんだろう（笑）。ラピュータって、最前線だよね？　異世界からの敵と激しい戦いを繰り広げる神喚者たちの拠点だ。

ベネット：なにしに来たんだろう（笑）。

ＧＭ：うん。もちろん、この幽界の最前線に舞い戻ったのは理由がある。

アル：まあ、今のピアニィは地上に居続けられないから幽界に来たんだろうけど。

ＧＭ：ええ。でも、それ以前に大きな理由がある。

ピアニィ：大きな理由？

ＧＭ：前回のラストで、かっこよく大空の彼方へと飛び去ったのに、そのあとちょっと離れた地上のどこかにすたっと降りるのはかっこわるい。

アル：どうでもいいだろうっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：ほんとにどうでもいいよっ!?

ベネット：しかも最前線に来た理由になってね――――――っ！（笑）

ＧＭ：そして本当の理由はここからだ。

一同：…………（笑）。

アル：なんで最初からそれを言わないんだろう……（笑）。

ＧＭ：あらゆる生命を吸収するという忌まわしい能力を持ってしまったピアニィ。その能力は、地上では三分間しか抑えることができない。今後、世界の裏うら側がわに蠢く大きな陰いん謀ぼうと戦っていくには、その状じよう態たいではたいそう厳きびしい。

ピアニィ：そうですね……。

ナヴァール：というか、ゲームにならない（笑）。

ＧＭ：つまり、その状況を少しでも緩和するために今、この場所に来ている―――そう考えてほしい。

アル：でも、この能力を解除することはできないんじゃ？

ＧＭ：そう。ただし、解除できなくても能力を抑え込む時間を増やす手段があったなら？　その方法をフェルシアより聞かされたとしたなら―――。
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ピアニィ：おお！

ＧＭ：それは、異界より到来する外がい敵てき……〝来寇者マリジナント〟を倒すことによって、ピアニィが地上に滞在できる時間を延のばしていく、というものだ。















ピアニィ：なるほど！　つまり、どんどん来寇者を倒せばいいんですねっ！

アル：ま、待った！　なんで来寇者を倒すと地上にいられる時間が増えるんだ！（笑）

ＧＭ：ドロップ品だよ。

アル：ドロップ品？

ＧＭ：そう、都市の中や周囲の幽界に来訪する特定の種類の〝来寇者〟が、一定の確率でドロップ品〝圧縮された時間〟を落とすんだ。

一同：圧縮された時間っ!?

アル：なんだそれはっ!?（笑）

ＧＭ：その原理は不明だが、時間が個体化した結晶という実にまか不思議な品だ。なんでもこれをある技術で精錬すると、所持した者の時間を生み出すアイテムに変わるという。

ピアニィ：ほ、ほう（笑）。

ベネット：つ、つまり？

ＧＭ：この世のありとあらゆる存在は、ただそこに在るだけで時間というリソースを食いながら、未来へと向かっていく。が、このアイテムを所持していると、まずこれに内包された時間から食われていく。つまり、ピアニィが消費するはずの時間は、手つかずのまま残されるわけで―――。

ナヴァール：つまりアイテム内の時間を使ってる限りは能力を抑え続けられると……。

アル：なんか……わかったような、すっかりさっぱりわかんないような……。

ＧＭ：ふはは、考えてもしょうがない。来寇者はこのアルディオンが持つ常識とはちがったルールを持ってこのエリンへと到来するんだ。そう、考えてもしょうがないんだっ、うん。

ベネット：今、我々はダマされようとしているっ!!（笑）

アル：い、いや！　とにかくピアニィの能力を抑える時間が延びるサムシング！　それだけわかればいいじゃないか……っ！（笑）

ＧＭ：物わかりがよくて助かるぞ。

ピアニィ：（←爆笑している）

アル：……まあ、つまり俺らは、ヒューバードとの戦いに備えて、せっせと来寇者を狩かってその結晶とやらを集めておかないといけない、と。

ＧＭ：そういうことだ。そして今、キミたちは幽界の一画にたゆたい、〝来寇者〟の出しゆつ現げん予よ測そくポイント付近で待機している。

アル：出現予測ポイント……俺たち、どうやって調べたんだろう（笑）。

ＧＭ：フェルシアか、ラピュータの代表であるレムリアから情報をもらってるんだろう。

アル：ああ、それなら信しん頼らいできそうだ。

ＧＭ：出現予測点として指示されたその幽界の一画……空域は、ラピュータから少し離れた広大な空間だ。上も下もなく……全天は一面の闇。プレイヤーの知識として語っていいなら、宇宙空間のようなエリアと言えばわかりやすいか。

ナヴァール：我々はそこに漂ってるわけか。

ＧＭ：そうそう。四人は、眼下……まあ、便宜上の眼下だが……の一点を凝視している。

アル：もうすぐ、そこから敵が出現するんだな。

ベネット：ちなみに、あっしらがラピュータに来てから、どれくらいの時間が経ってるでやんすかね？

ＧＭ：地上での時間に変換しておよそ一ヶ月というとこかな。ただし、幽界と地上では時間の流れがちがうから、体感時間ではもう少し短いはずだ。

ナヴァール：……にしたってその間、我われ々われはひたすら来寇者と戦っているのか……（笑）。

ピアニィ：すみません、あたしのために……（笑）。

ＧＭ：―――さて。キミたちが待機すること一時間。〝どん……っ〟　ふいに、空間の一点が震え、周囲の空間に波紋となって伝播する。周囲の景色が、軋んでゆがみ……。

ベネット：お。

アル：……来たか。

ＧＭ：そのようだ。キミたちの直下七〇〇メートルほど……その空間に、円形の〝門〟が開いて光がほとばしった。外界より、最初にこの世界に突き入ったのは、その〝生物〟のものと思われる異常なまでに長い角だ。それはゆっくり、ゆっくりと侵入し……やがて、その角の根元―――どこか魚を思わせる頭部があらわになる。

ピアニィ：お魚……？

ベネット：あれは……邪じや神しんギルマン……っ！

アル：さらっとギルマンを異世界産のモンスターにするなよ！（笑）

ＧＭ：それに、どう見てもギルマンじゃないよ（笑）。たしかにその形状は魚を思わせるけど、目の場所にあるのは深く黒い穴が穿たれているのみ。皮膚がなく、ふるふるとした白い肉がそのまま体表面を覆っており……。

ピアニィ：細かく表現しなくていいですっ!?

ベネット：だが、魚には変わるまい。大漁じゃ―――っ！　と、突っ込んで釣りあげま……。

ＧＭ：ちなみにその魚のような来寇者、角だけで三〇〇メートルはある。

ベネット：ストップスト―――ップっ!?　でかすぎだろうっ!?（一同大爆笑）

アル：そ、想像よりもでかかった！（笑）

ＧＭ：魚と呼ぶには、あまりに醜悪なそれは、その長大な角で空間をこじ開けるようにこちら側へと這い出してくる。そして、頭部が出きったところでそこに穿たれた穴の奥……目玉らしきものが、ぎょろりとベネットを捉とらえ……。

ベネット：ヘヘヘェールプ！　ヘ―――ルプっ!!

ＧＭ：あ、この空域ではキミら以外にも神喚者ヴアリエンスたちが、あちこちで来寇者と戦せん闘とうを繰くり広ひろげているけれどそこは割かつ愛あいする（笑）。

アル：この状じよう況きようは日にち常じよう茶さ飯はん事じってことか。……よし、ベネット、あいつを狩るぞ。囮になってこっちに引っ張ってこい！

ベネット：オウ、シィーット！　挑ちよう発はつします。おしりぺんぺんでやんす。

ＧＭ：全長一五〇〇メートルは下らないであろうその巨きよ大だいな魚は、とうとう門をこじ開け、幽界へと躍り出る。尾ヒレを大きく揺らがせ、ベネットを食らわんと突っ込んできて……。

ベネット：ぱくり。

一同：あほか――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：食われてどうするっ!?（一同大爆笑）

ベネット：しかしあっしは嚙かみ砕かれてはいなかった。歯の隙間から這い出てピアニィ様の方に向かって超スピードで泳ぎます。ヘルプミ―――っ、ヘルプミ―――っ！

ピアニィ：戦せん闘とうですか、戦闘になるんですかっ!?（わくわく）




　燦さん然ぜんと瞳を輝かせる大竹さんのこの笑顔、みなさまに見せられないのが残念である。




ＧＭ：いや、ここは演えん出しゆつで処しよ理りするから（笑）。

ナヴァール：ともかく、ベネットが引っ張ってくるその怪物を冷静に見ながら……ふむ、なかなか型のいい個体だ。あれなら結晶を落とすやもしれん。

アル：そうだな、と相づちを打って剣けんを構かまえる。

ＧＭ：敵の速度は、逃げるベネットよりもあきらかに速い。再び、その巨大魚はベネットの背後でその顎を大きく開き……。

ベネット：へっ、紙かみ一ひと重えでかわして……（いきなりすっとんきょうな声で）か、身体が重いだとぅっ!?　ば、馬ば鹿かな！　この魚の近くでは、時の流れがちがう!?　いや―――っ、ヘルプミ―――っ!!（笑）

アル：お前はどうしてそんなに死にたがるんだ。

ＧＭ：（笑）。だが、ベネットが生命を落とすことはなかった。囮おとりのベネットに食らいつこうとした直前……魚はびくりと身体を震わせ、ベネットの遙か後方に意識を向けるからだ。

ベネット：お？

ピアニィ：あたしたち？

ＧＭ：そのとおり。後方に待機していた三人……その中でも、特にピアニィの存在に、意識を留める。そう、ピアニィから放たれる邪じや悪あくな気配に……。

一同：邪悪っ!?

ピアニィ：……に、にやり。

ベネット：いかん、違和感がない表現でやんす。

ＧＭ：いやいやいやっ、邪悪とはピアニィの中に在る〝邪神の御子〟の気配……そしてさらには、〝神竜王セフィロス〟の持つ神聖な気配に気づいたんだな。おそらく、〝危険〟である、と判断したんだろう。近づくことはせず、その身体の肉の下に潜ませていた数千本の触しよく手しゆを一斉に解き放った。〝びゅるびゅるびゅびゅびゅ……っ〟　異音を奏でながら、触手は我先にという勢いでピアニィのいる空間を捉えようとし―――。

ナヴァール：では、それを冷静に見て……《プロテクション》！

ＧＭ：ＯＫ。では、触手の大半はナヴァールの張った障しよう壁へきに弾はじかれ、軌道を逸らした。だが、残った数本は確実にピアニィを捉えようとする。

ナヴァール：む、突とつ破ぱされた。アル！

アル：じゃあ、ピアニィの前に立って適てき当とうに斬り裂きました（一同爆ばく笑しよう）。

ピアニィ：なんでそんなに適当なの～!?（笑）

アル：もう、毎度のことなんで慣れたということで（笑）。

ＧＭ：では、斬り裂かれた肉片が、三人の眼前に微み塵じんとなって散らばり……しかし、その隙間よりピアニィの視線は、確実にターゲットの存在を捉とらえていた。

ナヴァール：捉えるもなにも、敵がそれだけでかいなら視界いっぱいに見えそうだ（笑）。

アル：ピアニィ、と振り向かずに声を掛ける。

ピアニィ：はいっ、と応えて―――《フロストプリズム》っ！
















ＧＭ：では、風景がロングになったと画面を想像してほしい（笑）。ふいに、暗黒の空間の一点に青白く、鋭い光が閃いた。直後、ほとばしった冷光が奔流となってピアニィの直下に蠢く来寇者の巨体に撃ち降ろされる。

ベネット：は!?　その攻撃の軸線上にはあっしの姿が……っ。

ＧＭ：いなかった。いなかったんだ。

ベネット：は、いませんでした。光は、すぐ真横を通り過ぎて、あっしもぱりぱりと薄く凍り付きます。

ＧＭ：（笑）。そして、パワーの効果を付加された《フロストプリズム》は、来寇者の頭部を貫き……この巨体をびくりと痙攣させる。ややあって、動きを止めた来寇者は身体の内部から凍りはじめ……ものの数秒で破砕音と共に破裂した。

ベネット：うひー……。

ＧＭ：暗黒の空間の中、乱反射する光をまき散らし……その巨体は生命活動を終えた。……なんか内臓とかもそのへんに散らばっていそうだ。

ピアニィ：やめて――――――っ！（笑）

ベネット：ねとねとのぐちょぐちょが―――っ!?

アル：全長一五〇〇メートルの生物の内臓……（笑）。

ＧＭ：わはは。えー、そして塵と氷霧に霞む風景の中に、ひときわ強い光を放つ欠片かけらがあることにキミたちは気づいた。

アル：出た！　ドロップ品だ！（笑）

ベネット：お！　ではすかさずそれをキャッチして、袋ふくろにしまうでやんす。

ＧＭ：ではそんなところで、キミたちの眼前に現われる妖よう精せいさん。彼女は、アヴァロンで出会ったセブンシスターズと同じような立場の妖精だ。きっとラピュータ所属で、キミたちのガイド役。「……おめでとうございます、これで五個目の結晶を手に入れましたね！」

アル：五個目なのか。ちなみに俺たち、これまでに何匹倒してるんだろう。

ＧＭ：「んー……六八匹目ですね」

一同：六八匹も倒してたったの五個かっ!?

ナヴァール：想像以上にドロップ率が低い（笑）。

ＧＭ：「平気でしょう。五つもあれば、たぶん１シナリオくらい保ちますよ！」

ピアニィ：なんてメタな助言！（笑）

ＧＭ：妖精さんは、懐から手帳を取り出して確認し……「んー……ここから四八時間ほどは来寇者の出現はなさそうです。今夜はこれにてお休みください」

アル：んじゃ、ラピュータに戻もどって、寝ねるとするか。

ピアニィ：そうですね♪

ＧＭ：では、みんながラピュータへの帰還を決めたところで、シーンを終了しまーす。







◆Opening 02◆ベネットに歴史あり




「人に歴史あり」―――。

　ベネットはその男と言葉を交かわしながら、自分の過か去この足そく跡せきを思い出していた。

　これまでの栄光の日々と、




　そして、脳のう内ないからきれいさっぱり消去したい恥はずかしきサムシングを。




ＧＭ：次のシーンに移ろう。シーンプレイヤーはベネットだ。他のキャラクターは登場不可ね。先ほどの戦せん闘とうのあと、ラピュータに帰還したベネットが、寝ねる前に軽く一いつ杯ぱい……というシーンだ。

ベネット：おお、酒でやんすな。アルコール、アルコール！

ＧＭ：シーンの舞台は、ラピュータにある〝聖せい杯はいの導みちびき〟亭ていという酒場ね。

ベネット：ほうっ、〝聖杯の導き〟！　そいつあいい名前だ！　なんだか知らないけど今こ宵よいの酒もうまそうでやんすなあっ!?

ＧＭ：お、おう（笑）。とにかく、キミが酒場に入ると、いつものマスターがグラスを磨きながら、バーボンと、つまみに……えー…………みたらし団だん子ごを用意して待っている。

アル：なんでだよっ!?（笑）

ベネット：はっはっは、あっしももうオトナでやんすからな？　酒の味もわかるってもんでやんすよ。

ナヴァール：バーボン飲むのに、みたらし団子を肴さかなにするという異常性に言及はないのか。

ベネット：わかってないでやんすなあ！　この組み合わせがいいでやんすよぅ！　……いや、ありえんな（笑）。

ＧＭ：「……ベネットさんは、特とく殊しゆな組み合わせがお好きですね。さすがです」

ベネット：え、さすが？　えー……そう。クラン＝ベルの四英えい雄ゆうとなれば、常じよう人じんとはちがう感性を持ってなくてはならない―――そういうことでやんす。そうでないと、世界法ほう則そくに乱みだれが生じやすからな。

アル：また適当なことを……（笑）。

ＧＭ：「―――ほう、それは知りませんでした。さすがは四英雄さん」

ベネット：ははは、それほどでも。団子をバーボンで流し込むでやんす。……………ううっ、バーボンもみたらし団子も、それぞれ単体ならうまいのに……。

アル：だったら、最初からそうしろよっ！（笑）

ピアニィ：変な見栄を……（笑）。

ベネット：それにしても、マスター。あんたどこでも出しゆつ没ぼつするでやんすなあ。

ＧＭ：「なにをおっしゃいます。私はここ数年、ラピュータから出たことはありませんよ」きゅっきゅ、とグラスを磨きながら落ち着いた声。

ベネット：…………。

ＧＭ：「…………」　きゅっきゅ。

ベネット：でも、例によってなんでも知っているんでやんしょう？

ＧＭ：「実はわたくし、ガーファーの中でも一番の小物でして。兄たちから少々の話を聞いている程てい度どで、ベネットさんについてはなにも知らないんですよ」

ベネット：ホワッツっ!?　知らないっ!?　ミーをっ！　四英雄のこのミーをっ!?

ＧＭ：「ええ」

ベネット：ばかなっ、知ってる！　知ってるはず！

ＧＭ：「ははは、いえね？　この『無印』ももう一〇冊目。ベネットさんがたどってきた足跡を振り返り……その視点から、これまでのあらすじを楽しく紹介していこうというのがこのシーンの目的でしてね」

アル：なんだそれはっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「いや、そろそろリプレイのこれまでの流れを忘れてる人も多いだろうな、と」

ベネット：だからといってあっしを知らないなんておかしいおかしいっ!?

ＧＭ：マスターがベネットを知ってたら、会話を引き出せねえだろうがっ!?

ベネット：た、ためしに２Ｄ６振ふってご覧らんなさい？　クリティカルだったら、あっしのことをよく知っててもいいのよ？（笑）　ほんとに知らないと証明されれば、その体ていで話すでやんすわよ？

ＧＭ：（笑いをこらえながら）し、しょーがねえ……（笑）。んじゃ……（ダイスを振る）。




　軽い気持ちで振ったふたつのダイスは、テーブルの上を転がり―――。




アル：うあ……っ!?

ピアニィ：えぇ――――――っ!?

ＧＭ：………………………………………ク、クリティカル（一同爆ばく笑しよう）。

ナヴァール：（←大爆笑している）

アル：本当にクリティカルしたっ！（笑）

ナヴァール：なんだよこのやらせはっ!?（一同大爆笑）

ベネット：ほ、ほら、あっしのことをよく知ってるじゃないですか。

ＧＭ：どーすんだよっ、これ！（笑）　ベネットをなにも知らないマスターに語る形で今までのおさらいをするって言ったろうっ!?　全部知ってるんなら、説明いらんじゃないか！

ベネット：あっしのせいじゃね――――――っ！（一同爆笑）

ＧＭ：……えー……「ふふ、ベネットさん」

ベネット：な、なんでやんすか。

ＧＭ：「実は、私はあなたのことをなんでも存ぞんじ上あげているんです」（一同大爆笑）

ベネット：っ!?

ＧＭ：「直接、お話ができて光栄ですよ。そう、ベネットさんはアルディオンとは別の大陸からやって来たという触ふれ込こみでしたねえ―――」

ベネット：触れ込みじゃねえっ!?　じ、事実！　事実でやんす！　ほら！　……と、『アリアンロッド』最初のリプレイ本『銀の輪の封印』を取り出し―――。

アル：な、なんでそんなもん持ってるんだ……（笑）。

ＧＭ：「ベネットさん、それ登場してないじゃないですか」

ベネット：そのとおりだった！　即そく座ざにしまうでやんす。

ＧＭ：「たしか番ばん外がい編へんに一度だけ登場するキャラクターとして生まれたんですよね？」

ベネット：ああ。防ぼう具ぐを着ないというのも、一回だけだと思っていたからこそやったネタでねえ……一回こっきりと思ったんで、名前もてきとーに付けたでやんすよ―――。

ＧＭ：「ほう、それは興味深い。それで？」とマスターは聞き役に徹てつします。ほら、客を気持ちよくさせるのも商売を上う手まくやっていく手しゆ段だんのひとつだからね。

ベネット：あっしはいい気になってベラベラ喋しやべるでやんす。その後は、『ルージュ』という作品にＮＰＣで登場しやしてねえ……。

ＧＭ：ていうか、そっからかよ！（笑）　ええと……「ニンジャでしたね、あの頃ころは」

ベネット：そう。あの頃は、フェルシア様の下僕でやんした……。

ＧＭ：「フェルシアさんは、今やアヴァロンの統とう治ち者しやです。光栄なことじゃないですか」

ベネット：あの頃は、そんな設せつ定ていもなくてね……（一同爆笑）。しかも、モブを連れてＰＣたちに襲しゆう撃げきをかけたら、モブに裏うら切ぎられ、こてんぱんにやられ……。

ＧＭ：「『我々をベネット様と一緒にしないでいただこう』……でしたね」

ベネット：ああ、懐なつかしい……。

アル：自分で演えんじたわけでもないのに、懐かしいのか（笑）。

ベネット：そして、一気に飛んで、『無印』シリーズの話へ！　〝旅人の石〟なんてものに関かかわってしまったせいであっしは……っ！　くそっ、お前がすべて悪い、と〝旅人の石に怒ど鳴なりつける。

ＧＭ：〝旅人の石〟はなにも返事しない。物に八つ当たりしないでほしいものだ。

ベネット：ファンブックではさんざん喋ってただろお前―――っ!?（笑）　お前を持って帰れば、悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活を送れるはずだったのに、けっきょく、エリンディルに帰らせてくれない原げん因いんになりやがって……っ！（笑）

ＧＭ：「ベネットさん、絡からみ酒はよくないですよ」

ベネット：絡みたくもなるでやんす。一巻かんで船が沈しずんでアルディオンに流れ着き、二巻で大陸最強のひとりリシャールと対たい峙じし、三巻でメルトランドに行ってようやく〝旅人の石〟を取とり戻もどしたのに……。
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アル：三巻ではベネットの宿しゆく敵てきだったはずのモンドーラとの戦闘シーンがリプレイでは飛ばされたという……（笑）。
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ベネット：そう。なんとも表ひよう現げんしがたい達成感のなさったらもうっ!?（笑）




　もともと、エリンディルにあった〝旅人の石〟がモンドーラに奪われ、ベネットはそれを追ってアルディオンに来たのである。




ナヴァール：こうしてみると、ロクな目に遭あっていないな。

ベネット：ほんとだ―――っ!!（笑）　だが、あっしの苦く難なんはまだまだ続くでやんす。

ナヴァール：三巻は、『ブレイク』パーティとＰｖＰもしたよな（←『ブレイク』の著ちよ者しや）。

ピアニィ：そう！　ベネットちゃんが50メートルもバックダッシュしてた！

ベネット：それを思い出させるな―――っ!?（一同爆笑）

アル：……俺おれは個こ人じん的てきに、あれは悪い手ではなかったと思ってるぞ。

ベネット：《エンカレッジ》さえ使っておけば、なんも後こう悔かいしなかったでやんすよ……ただ、完かん璧ぺきな戦術からは、ズレていただけ……（肩かたを落とす）。

アル：《エンカレッジ》を使ったとしても、結果は変わらなかったさ。ゼパは硬かたかったから。

ナヴァール：ＰｖＰ、すごく盛もり上あがったなあ。

ピアニィ：楽しかったですね～♪

ナヴァール：『ブレイク』パーティに聞くと、「『無印』パーティには勝てない」と言い……でも、『無印』パーティに聞くと「『ブレイク』パーティに勝てない」って言ってたのが、印象的だった（笑）。

ＧＭ：どっちも「相手には敵わない」って思ってたんだよね。

ナヴァール：実じつ際さいＰｖＰしてみると、『ブレイク』パーティは和わ気き藹あい々あい、『無印』パーティは超ちよう真しん剣けんに相談してた（笑）。

ＧＭ：『無印』パーティの真剣な眼まな差ざしは忘わすれられない（笑）。

ピアニィ：あたしまだおぼえてますよ。矢野さんから「ここ、フェイト全部突つっ込こんでいいから、クリティカルしてください」って言われたの。クリティカルしなかったら、矢野さんに殺されるかと思って、がんばりました（笑）。

アル：ピアニィが倒たおされたらこっちが負けになっちゃうからねえ……（笑）。

ＧＭ：四巻では、メンバーシャッフルがあったな。俺、『無印』シリーズの著者なのに、担たん当とうしたのは主役級ＰＣがひとりもいないぽんこつパーティの方だった……。

ベネット：なにをおっしゃる！　あの時ほどあっしが輝かがやいていた時はなかったでやんすよ？　なにせ、あっしがパーティ内で最大火力を誇ほこるという異常事態！

ピアニィ：自分で言う……（笑）。

アル：五巻では、グラスウェルズを救きゆう援えんするために、あえてレイウォールに奇き襲しゆうをかけて、オーギュスト王を救出した話だったな。

ＧＭ：そして、六巻はベルフトとの対決回だったか。

ベネット：ベルフト船せん団だんの帆ほ影かげを見た瞬しゆん間かん、あっしは子こ供どもたちを押おしのけて、我われ先さきにと逃にげようとしたでやんすなあ……（懐かしむ目）。
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ナヴァール：ピアニィ様は第三巻で「あたしなら、メルトランドに攻せめ込こみます」とおっしゃったが……ベルフト殿どのも同じお考えでしたな。グラスウェルズにいると見せかけ、こっちの本拠地であるノルウィッチに奇襲をかけてきたという（笑）。

ピアニィ：で、兄妹対決でベルフト兄様を退けて……捕まえて……。

ＧＭ：次の七巻では統とう一いつ帝ていになるべく、みんなでエストネルに行ったな。

アル：プレイヤー全員で、これでもかってくらい最終回ちっくなフラグを立てて……各シリーズからＧＭ陣が次々登場して……。

ベネット：『サガ』シリーズが終しゆう了りよう、みたいな雰ふん囲い気きになったのに……。

ナヴァール：ラストでピアニィ様が〝神しん竜りゆう王おう〟と〝邪じや神しんの御み子こ〟を吸きゆう収しゆう……周囲の生命すべてを吸い尽くすという特異体質に（笑）。

アル：八巻は、ピアニィのクローンを引き連れたヒューバードと対峙した回だっけか。
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ナヴァール：そうそう。最終的には、我わが師し匠しようサザーランドのところへ行って、ピアニィの特殊体質を直そうとあやしげな世界に旅立っておしまい（笑）。
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ピアニィ：そして、九巻でアヴァロンに到着、訓練を受けたんですよね。ここで〝パワー〟をもらって、地上にやってきた異世界の魔物を倒した。アキナちゃんやスリスちゃんに全部託して……で、終わり。

ＧＭ：おい、九巻ではある意味でもっと大きいトピックスがあるだろう。

アル：ああ……（笑）。

ピアニィ：なんでしたっけ（あっさり）。

ＧＭ：だ、そうだ。アル。

アル：しくしくしく。

ピアニィ：うそうそ！　おぼえてる、おぼえてます！（笑）




　ちなみに、そのイベントとは、アルがピアニィに告ったエピソードである。




ピアニィ：なんか思い返すと、遠くへ来ちゃったというか……一巻の頃が懐かしいですねー。

ベネット：（素の口調で）……たしかに、年を取ったなって思うでやんすなー（笑）。ここまでベネットを使い続けることになるなんて、プレイヤー自身は思いもしませんでした。

ＧＭ：「……ああ。ベネットさんは、他にも設定ありましたよね」

ベネット：記き憶おく喪そう失しつだったり、妖よう魔まの血を引いたりしていたり。

ＧＭ：いつか使おうと思って、けっきょく使う暇ひまがなかった設定……。

ナヴァール：妖魔の血とか、データとしては残ってるの？

ベネット：妖魔の血も、記憶喪失も、ライフパスや一般スキルで残っているでやんす。まあ、記憶なんてなくても今を生きていれば、明日は来るってもんでやんすよ。

ＧＭ：「ええ。ベネットさんはもはや〝世界を救きゆう済さいする英雄の塊かたまり〟と言っても過か言ごんじゃありません」

ベネット：むしろ大黒柱―――そう言っても過言ではないでしょう。

ナヴァール：自分で言う……（笑）。

ＧＭ：「……ですが、ベネットさん。あなたがいない間に、地上でなにが起こったか、ご存ぞんじですか？」

ベネット：へ？

ＧＭ：「『デスマーチ』の七巻と八巻で、けっこう大変なことになってましてね？」

ナヴァール：『無印⑨』と『無印⑩』の間にあったイベントの説明か（笑）。

アル：なんか大きなイベントが起こった？




　このセッション時、『デスマーチ⑦⑧』は発売前である。




ナヴァール：我われ々われが表おもて舞ぶ台たいから去ったあと……ピアニィが突如、フェリタニアに帰き還かんするという事件があってな。そして「自分が統一帝に返かえり咲ざいて大陸を平和にするので手伝いなさい」って、大陸中から軍ぐん勢ぜいを集めたという。

アル：俺らは地上に戻もどってないんだから、そのピアニィは偽にせ者ものだ（笑）。
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ＧＭ：そのとおり。だが、他の人々は気づけないからね。偽者のピアニィの言うがままに、意向を呑のまなかったアガルタ公国に攻め込むことに。

ベネット：見せしめとして、アガルタ公国が血祭りに？

ＧＭ：そんな感じだった。神しん聖せいアンリ帝てい国こくとかレイウォール・アライアンスとかはノリノリで、ゴルフォードやレイウォール中央政せい権けんなんかは統一帝の意向に従う形で、偽者のピアニィ様と一いつ緒しよにアガルタ公国に攻め込んで来たんだよ。しかも、軍ぐん師しはマルセル、総そう司し令れいはアキナ。
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アル：アキナがアガルタ公国に攻めてったのか!?

ナヴァール：そう。グラスウェルズやバウエス公こう領りようはアガルタ公国に味方したもんだから、あわや大陸真っぷたつに割われて大戦争という状じよう態たいに……。

アル：アキナたちは、ピアニィが見み抜ぬけなかったのか？　あいつらなら、見抜けると思うんだが。

ＧＭ：見抜いてたよ。ただ、アキナたちは、偽者のピアニィにスリスとイザベラを人ひと質じちに取られていたんで、言うことを聞かざるを得なかった。
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アル：なるほど。
















ナヴァール：まぁ、ドランやリージュたちがスリスたちを救出して、正体を暴あばくんだけどね。そして、リージュがピアニィに瓜うり二ふたつなところを利用して、「偽者のピアニィが宣せん言げんした、アガルタ公国への進軍をとりやめます。そして、スリスに統一帝を譲ゆずります」って場を収おさめた。
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ＧＭ：一方、アベルは[image: ]えん硝しよう石せき爆ばく弾だんでノルウィッチを壊かい滅めつさせようとしていたんだけど、アキナが阻そ止しした。結果的には、アベルが行方ゆくえを眩くらませたくらいで、世界の情じよう勢せいはさほど変わらずにすんだかな。
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ピアニィ：バルムンク・ノヴァの〝仮面マスクの〟グリンダが、実はあたしのクローンのひとりだったんですよね……。




[image: ]




ＧＭ：グリンダは、アキナに「あなたはヒューバード様の理想に近い人間だから、一緒に来ないか」って誘さそいをかけたりしてたな。もちろん、アキナは断ことわってたけど。

アル：う～ん……クローンだから仕方なかったとはいえ、あっさりとグリンダに成り代わられちゃうのは、マズかったんじゃないか？　その一件けんで、フェリタニアの信用はガタ落ちだろ？

ナヴァール：フェリタニアの権けん威いは若じやつ干かん落ちたな。一いち応おう、マルセルは今後、大だい統とう領りよう選挙をするつもりらしい。フィリップをフェリタニア合がつ衆しゆう国こく大統領にして、統一帝のスリスが任にん命めいをするのはどうかと。
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アル：……エストネルが崩ほう壊かいした今、統一帝なんて、お飾かざりみたいなモンだろ？　そうなると、グラスウェルズに吸収されてしまうようなモンじゃないか？

ＧＭ：そうなるかもしれないし、そうならないかもしれない。今後の『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』の展てん開かい次し第だいかな。

ベネット：つまり、ガーファーはあっしに対して、新聞という名の単行本を二冊さつ渡わたすでやんすな。「おお、これは面おも白しろい！　『デスマーチ』七巻、八巻、好こう評ひよう発売中でやんす！」（笑）

アル：思い切り宣せん伝でんを入れてきたな（笑）。

ベネット：さておき。彼かれらに負けてられない。なんかいい事じ件けんはないでやんすかね？

ＧＭ：なんでそんなに急ぐんだよ。とりあえず、ミドルフェイズまでは待て（笑）。

ベネット：わかったでやんす。

ＧＭ：では、そんなとこでシーンを終了しよう！（笑）







◆Opening 03◆夢ゆめの中で




　ステラと最後に言葉を交わしたのは、いつのことだろう？

　夜、みなが寝ね静しずまったあと、そんな考えがナヴァールの頭をよぎった。

　無事であることを確たしかめたい。

　……言葉を交わしたい。

　そんな願いを幾いく度ども反はん芻すうし、やがて彼はベッドの中で眠ねむりについた。




　その願いはすぐに叶うこととなった。




ＧＭ：では、次のシーンに移うつろうか。ナヴァールのオープニングに入ろう。舞台となるのは、先ほどの戦闘のあと……ベネットが酒場にいる頃かな。

ナヴァール：ちなみに私は下げ戸こだから、酒は飲まない。

ＧＭ：（笑）。ナヴァールは、このラピュータで借りている部屋へと戻り、すでに眠りについている―――そんな場面だ。

ナヴァール：では、眠っていよう。ぐー（寝ている）。

ＧＭ：では、ナヴァールが夢の世界に落ちて幾ばくかの時間が経った頃―――「ナヴァール……」と、ふいにキミを呼よぶ声が響いた。

ナヴァール：はっ！　その声は……ステラだな？

ＧＭ：そう、ハンドアウトに書いてあるとおり、ステラの声だ。

ナヴァール：声のする方へ顔を向けると……？

ＧＭ：すると、どこかの薄い闇に満たされたその場所……ふいに十字架の形が浮かんだ。

ナヴァール：……十字架？

ＧＭ：そう、だが目が慣れればわかる。……それは、両腕を開き、十字の形に貼り付けられている女性―――複雑な文様が刻まれた巨大なモノリスに[image: ]つながれている、ステラだ。

ナヴァール：モノリスに接せつ続ぞくされているのか？

ＧＭ：[image: ]がれている、というか磔はりつけにされている感じか。

ナヴァール：ステラ！　と、駆かけ寄よろうとするが―――。

ＧＭ：……当然、ナヴァールがいくら走ってもステラとの距きよ離りが縮ちぢまることはない。

ナヴァール：確かく認にんだが、ステラは生きている……よな？

ＧＭ：生きている。彼女は無数のコードに[image: ]がれ……瞳から光を失い、うなだれている。コードは、モノリスの背後にそびえる巨大な魔ま導どう装置へと伸びているようだ。

ナヴァール：魔導装置？　それ、どんな装そう置ちだかわかる？

ＧＭ：わからない。ここはあくまで夢の中で……その装置のあちこちで光が明滅している以外、シルエットになっている。ただ気になるのは……そのコードだ。ステラから装置に向かって断だん続ぞく的てきに、光が流れていくのが見て取れる。

ナヴァール：流れていく……？　ステラからなにかを吸収してるような感じか？　がんばってステラに近づこうとしてみるが……。

ＧＭ：ステラは少し顔をあげ、ゆっくり首を横に振る。リアルな悪あく夢むとでも言うか……。

ナヴァール：ふうむ。私は神話的存そん在ざいなので、これはなんかの予兆だと思ってるぞ。しかし、ステラはまだ生きていてくれたのだな……。

ＧＭ：生きてはいるが……間違いなく、幸せの中にあるとは言えない。今までの彼かの女じよの暮くらしぶりからは想そう像ぞうもできない光景だ。

ナヴァール：では、ハラハラと涙なみだを流しつつ……今すぐ助けてやる、と呟つぶやく。

ＧＭ：ステラは再び首を横に振る。「……これは、かつて父上が私に課した役目のひとつだ」

ナヴァール：兄妹に役目が割わり振ふられている、か。……ピアニィは死ぬ役、ステラは縛られる役……どーでもいいが、オーギュスト王は娘むすめに対して厳きびしくないか？（一同爆笑）　どうせヒューバードやベルフトはそんな役やく割わりじゃないんだろう？

ＧＭ：男にそんなことしても面白くないとは思いませんか。

ナヴァール：ああ、つまり、すべては菊池さんが悪い、と。

ＧＭ：そういう話じゃなくて！（笑）　と、とにかく、ステラはすがるような表ひよう情じようをナヴァールに向ける。「……ナヴァール。お前はかつて、いつだって私を守ってくれると言ったな。あれはまだ、有ゆう効こうか？」

ナヴァール：もちろんだ。

ＧＭ：すると、ステラは少し安心したような表情を見せたうえで、言う。「……だが、それはもう忘れてくれ」

ナヴァール：なにを言い出すんだ、ステラ。

ＧＭ：「私のことは、もういい。今はただ、兄上を止めることだけを考えてほしい。他のなにを犠ぎ牲せいにしてもかまわないから……」

ナヴァール：……。

ＧＭ：「約束してほしい。私を救うことより、兄上を止めることを優ゆう先せんする、と」

ナヴァール：……ヒューバードの陰いん謀ぼうは、絶ぜつ対たいに止める。だが、ステラ、お前も必ず助け出すと約束しよう。

ＧＭ：「……お前はそう言いつつも、いつも私のことを考えていてくれたな。だが、そのような甘あまい考えは、今回だけは捨すててほしい」

ナヴァール：ヒューバードはすごく強く、陰いん謀ぼうもとても恐おそろしいものだ。だから、ステラを救出しつつヒューバードも倒すということは無理だ、と？

ＧＭ：「そうだ。情に流されるな」

ナヴァール：……お前の望みはわかった。だが、今回は約束できん。

ＧＭ：「ナヴァール……」

ナヴァール：一度だけしか言わないから、よく聞け。いいか、例たとえなにを犠牲にしようとも、お前を助け出す。だから……待っていてくれ。

ＧＭ：その言葉に、しばらく無言になってのち……「本当に、お前は変わらないな」と、少しだけ嬉うれしそうに声をあげる。「ありがとう。でも……」と、なにか語ろうとするんだけど、そこでザザッと夢の風景にノイズが走る。

ナヴァール：ステラ？

ＧＭ：「……私のことはいい……だから、必ずピィを、守って……」と覚かく悟ごしたようなステラの微笑が、ノイズの中に消えていく。

ナヴァール：では、あらためて手を伸のばすが……ステラに触ふれることなく、夢から目覚めようか。……ステラっ！　と、叫さけんではね起きる。

ＧＭ：そこは、静寂に包まれた部屋の中。気がつけば窓の外はまだ暗く、差し込む月の光が部屋の床を四角く照らし出している―――。と、これでシーンは閉じられるが……。

ナヴァール：では、最後にぽつりと言葉を吐いてシーンを終わろう。




「―――私はな、ステラ。いつだってお前のことを考えている。だから……」







◆Opening 04◆来らい訪ほうした者、呆あきれた者




　人は生きていく中で、少なからず影えい響きようを受ける人物がいる。

　それは両親であったり、

　師し匠しようであったり、

　好こう敵てき手しゆであったり、それから―――

　……………………そう、親友であったり。




　そしてアル・イーズデイルは、ため息をついた。




ＧＭ：次は、アルのシーンにいこうか。先ほどの戦いのあと、宿へとひとりで帰ろうと、ラピュータの路ろ地じ裏うらをひとりで歩いているところだ。

アル：なんで路地裏……いや、いいんですが（笑）。

ＧＭ：人通りの少ないその場所。ふいに、キミは背はい後ごに気配を感じた。そして、次の瞬しゆん間かん、すべての視し界かいが閉とざされる。そして、聞こえてくるのはこんな声。

アル：…………。

ＧＭ：「……だーれだ」（←脳天気な声）

アル：いきなり背後の奴に肘ひじ鉄てつ。

ＧＭ：だが、アルの背後を取った男は、アルの動きを見通していた！　その軌道を予測していたかのように身体を反らし―――。

アル：そうか。なら、俺もその動きを察知して、流れるように剣けんを抜ぬくか。

ＧＭ：その行動に、背後の男はすっとんきょうな声をあげた。「……ま、待て！　ヒントだ！　それを聞けば、お前はその攻撃的な行動をやめようという気持ちになるぞ!?」

アル：……言ってみろ。

ＧＭ：「―――ヒント①。僕ぼくはお前の親友だ」

アル：ヒント②は、いらない。……と、剣を抜きます。

ＧＭ：「待て、待つんだっ!?　落ち着け！　ヒント②を聞けばもう確実だ、これで僕が誰だか鈍いお前でもかんっぺきにわか……っ」

アル：サイラスだろっ!?　わかってるんだよそんなことっ!!（笑）




[image: ]




ＧＭ：せっかくネタを用意してたってのにもうわかっちゃうのかよっ!?

アル：ハンドアウトの時点で推すい測そくつきましたよっ！（笑）

ＧＭ：そんなあっさり。ほら、最近さ、アルは親友と呼べる人間が増ふえたじゃない？

アル：アンソンと親友になったおぼえはない（きっぱり）。

ＧＭ：冷たい奴だな。
















アル：で！　なんの用っ！（笑）　腕を払いのけて振り返ります。

ＧＭ：おそらくアルは、そこまで力を込めたわけではないだろう。だが、サイラスはその場にあっさりと崩くずれ落おちる。

アル：え？　

ＧＭ：アルが振ふり向むくと、いつもの余よ裕ゆうしゃくしゃくなサイラスではない。いったいなにがあったのか……着ている衣服はボロボロで、乾いた血のあとすら見て取れる。だが、彼は笑顔を作って―――「……よお、アル」

アル：……そんなボロ雑ぞう巾きんみたいになってるなら、ふざけたことしないで普通に登場しろよ、お前……（笑）。

ピアニィ：アルにかまってほしかったんじゃないですか？

アル：なんでだ……（笑）まあ、いいや。……で、どうしたんだよ、そんなボロボロになって―――と助け起こす。そもそも、なんでお前がラピュータに……。

ＧＭ：「お前に伝えたいことがあって、ずっと探さがしていたんだよ」

アル：最後に会ったのは〝大崩壊〟の前だっけ？

ＧＭ：「〝四宝の試み〟以来かな」

アル：そうか。〝大崩壊〟でも死んじゃいなかったか。お前のことだから、そう簡かん単たんにはくたばらないとは思ってたけどな……と、ちょっとホッとする。

ＧＭ：「ははっ、生いき延のびちまったよ」と、サイラスは苦く笑しようした。

アル：それはそれとして……本当に、どうしたんだ？　こんなところまで来るなんて。

ＧＭ：「地上で起こったことで……どうしても、お前とピアニィ様に伝えたいことがあってな、各地を回っていたんだよ」

アル：それにしたって、幽ゆう界かいまで来るなんてな。そう簡単に来られる場所じゃないぞ。どうやってきたんだ？

ＧＭ：「ノーデンスの秘ひ密みつだ」

アル：…………。

ＧＭ：「…………」

アル：まあ、ノーデンスはエストネルの秘密組そ織しきだからな……（笑）。その一員なら、多少は知ち識しきがあってもおかしくはない、か。

ＧＭ：「そーゆーこと。……それにしても、アル。見違えたぞ。ずいぶんと強くなったみたいだな、お前」

アル：……そんなに変わってないだろ。

ＧＭ：「そんなことはないさ。身体から発される気がちがうというか……力の根本の質が変わったとわかる」

アル：パワーを取得したことを言ってるのか。見ただけでわかるって（笑）。

ＧＭ：「……ともかく、ピアニィ様のところまで、連れて行ってくれないか？　どうしてもお前たちに話したいことがあるんだ」

アル：なにを話したいのか、少しくらい説明しろよ。連れて行くのは、それからだ。

ＧＭ：「……ヒューバードが本格的に動き出した。これだけでわかるな？」

アル：さっと顔色を変えよう。……わかった。すぐにみんなを集める。

ＧＭ：では、サイラスは痛みをこらえるようにゆっくりと起き上がる。だが、その表情はまだなにか言いたげだ。

アル：……あ？

ＧＭ：「……三巻ぶりに登場した僕に、もっといろいろとかける言葉はないのか？」

アル：無事だったかって聞いただろうが。それで十分だ（きっぱり）。

ＧＭ：「相変わらず冷たいな」

アル：どうしてほしいんだお前はっ！（笑）　ともかくみんなと話をするのが先だろうっ!?

ＧＭ：「わかったよ」　不満げにぶつぶつと呟き……。

アル：（その言葉を遮って優しげに）―――まあ、お前だけでも無事でよかったよ。

ＧＭ：「やれやれ、相変わらずツンデレだな、お前」

アル：誰がツンデレだよっ!?　変な属性つけんなよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：……と、アルの絶叫が路地裏に響き渡ったところでシーンを終了しよう（笑）。







◆Opening 05◆平へい穏おんと騎き士しの誇ほこり




　赤い荒こう野やが広がっている。

　吹ふく風は同じ色の砂さ塵じんを巻まき起おこし、その小さな村を景色の中に霞かすませていた。

　人影もまばらで、見るからに貧まずしいとわかる村。

　だが、わずかに見える禿はげた牧草地を駆かけ回まわる子供たちの表情は明るい。

　……ふいに、子供たちが〝男〟に気づいた。

　遠くで手を振り、笑顔を見せる少年たちに微び笑しようで応こたえながら……




　〝男〟は、今ある幸せを[image: ]かみしめた。




ＧＭ：さて、オープニングフェイズの最後は、マスターシーンといこう。えー……そこは、荒野の中にぽつんと存在している、小さな村だ―――。

ナヴァール：小さな村？

ピアニィ：誰のマスターシーン……？

ＧＭ：それはのちほど（笑）。そこは、地図にも載らないようなとても貧しい村だ。だが、村の子供たちは元気に走り回り、その笑顔は明るい―――そんな光景を想像してほしい。

ピアニィ：……想像しました。

ナヴァール：うむ。世界がこうも大変な状況だが、子供たちの笑顔は実に無む垢くで明るい。

ＧＭ：そう、未来に[image: ]がる子供たちの笑顔。村の大人たちも、ふと仕事の手を止めて子供たちが駆け回る姿を微笑ましそうに見ている。

ベネット：なんでやんしょう、このいい雰囲気（笑）。

ＧＭ：さて、そんな光景の中……走り回っている子供のひとりが、村の入口に置かれた古びた木の椅子に座るその男に気づいた。そして、めいっぱいの笑顔を見せて、大きく手を振る。「おじちゃーん！」「あ、おじちゃんだ！」「いっしょにあそぼー！」　その男の元に、子供たちが一斉に駆け寄ってくる。

アル：おじちゃん……？

ベネット：誰だれ……。

ＧＭ：……その男は、年ねん齢れいにして三〇歳ほどか。その村の人たち同様、お世せ辞じにも小こ綺ぎ麗れいとは言えない服に身を包んでいる。が、服の上からでもわかるのだが、男は相当、自分の身体を鍛きたえているようだ。子供たちがその腕に絡みつくと、男は楽しげに、そしてさほど力を込めるわけでもなく彼らを持ち上げて一緒に笑う。

ベネット：なにこのナイスガイ。

ピアニィ：それ、今までに出てきたＮＰＣ？

ＧＭ：もちろん。キミたちも、これまでの物語の中で、幾度か顔を合わせている。

アル：三〇歳……三〇……？　三〇くらいで子供に好かれる男……？

ピアニィ：それでそれで？

ＧＭ：男の身体をよじのぼって遊ぶ子も現われ……口々に、遊びに行きたいという子供たちの誘いを無む碍げに断ることもできず、男は笑顔で、しかし困った表情を見せている。が、その時―――「こら、おじさんが困ってるでしょ」　男の背後から、救世主となる女性が声をかけた。その出で立ちからして、神官らしい。

アル：女性神官と知り合っている三〇歳の男……（笑）。

ＧＭ：その女性の登場に、子供たちは男からあわてて降り始める。男は少しばかりほっとした表情を見せ、彼女に向かって礼を言った。「ははは、助かったよ、マリア」

一同：…………。

ＧＭ：「……もう。あなたはもう少し、毅き然ぜんとした態度を取るべきです。……子供たちばかりかまって」　どこか拗すねるような口調で彼女は男に言う。

ナヴァール：あたしもかまってほしい、的な……？

ベネット：おい、子供に人気がある上にリア充な三〇歳でやんす。

ＧＭ：「そんな顔、するもんじゃないぞマリア―――」と、言いかけて。ふいに、男の表情が引き締まったそれになる。そう、村の方に近づく幾人かの人影に気づいたからだ。近づいてくるのは三人。赤い甲かつ冑ちゆうに身を包み、どこかけわしい表情をする男たちだ。

ナヴァール：赤い甲冑？　レイウォール関係者か？　騎士？

ＧＭ：おそらくはそうだ。そのどこか殺気だった気配に、男はマリア、そして子供たちを手でかばうような仕し草ぐさをする。「……マリア、子供たちを連れて村へ戻もどれ」

ナヴァール：だが、子供たちは不安げに男を見上げるのみだ。

ＧＭ：（笑）。「ははは、大丈夫。心配することはないぞ？　あとで遊んであげるからな」男の言葉に、子供たちはようやく安心したのか笑顔を見せ、マリアと共に村へと戻る。それを見届けてのち、男は騎士たちに向き直った。「……なぜ、今になって俺の前に現われる」

アル：やっぱりレイウォールの関係者か。

ＧＭ：どうやらそのようだ。それどころか、騎士たちは一斉に礼を尽くした態度を取って、言う。「……こんなところにいらしたのですね。お捜しいたしました」

ピアニィ：この男の人、けっこう身分が高いっぽい？

ベネット：騎士の方が配下な感じでやんすな。

ＧＭ：うん。騎士たちの言葉に、男はため息をついて視し線せんを逸そらす。「もはや俺は剣を捨て、隠いん遁とんした身だ。今さら戦いの舞台に上がるつもりはない」

アル：剣を捨てた……？　剣士らしい。

ＧＭ：男は、とりつく島もない、といった様相で騎士に背を向けて村へ戻ろうとする。が、次の騎士の言葉が、男の足を止めた。「……ヒューバード殿下が動かれました」

一同：ヒューバード関係か！

ナヴァール：まあ、レイウォール関係ならそうなってもおかしくない。

アル：って、あれ。こいつまさか……（笑）。

ナヴァール：男の様子は？

ＧＭ：騎士の言葉に一瞬、身体を震わせて……幾ばくかの沈黙ののちに、たったひと言だけ告げた。「……そう、か」　騎士たちは、次の言葉を待つけど男は沈黙を保ったままだ。

アル：まさか……まさか……（笑）。

ＧＭ：彼はやがて、青い空を仰あおいだ。そしてこれまでずっと心の奥おく底そこにしまい込こんでいたであろうその想おもいを[image: ]かみしめ、告げた。「―――一日、待ってもらえないか」　その言葉に騎士はなにも応えず、ただ一礼するのみ。

ベネット：そして騎士は去って行く、と。

ＧＭ：そうだ。男は騎士たちの姿が見えなくなるまで、その場に立ち尽くし―――「……行かれるのですか」　いつのまにか、背後に立っていたマリアの哀しげな言葉で我に返る。

ピアニィ：なんかいいシーンに……（笑）。

ベネット：男が誰かもわからないまま……（笑）。

ＧＭ：ともかく。男はマリアの質問には応えず、その横を通り過ぎて決意の言葉を発した。




「―――やはり俺は、あの方の騎士なのだ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……てなセリフと共に、このマスターシーンは終えようか。

アル：待って（笑）。ちゃんとその男が誰か明かしましょうよ！（笑）

ＧＭ：ＯＫ。では、最後に演えん出しゆつを入れよう。えー……（シリアスな口調で）仰いだ空より、降り注ぐは冬の日差し。陽の光は、この世界の誰にも等しく降ふり注そそぐ。―――キラリ。マリアを置いて立ち去る男の……そう、中央だけがつるりと禿げあがった頭に照り返った。

一同：キンバリー――――――っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ピアニィ：キンちゃんだったのぉっ!?（笑）




キンバリー・ボレスワフ

　〝迅じん雷らいのキンバリー〟の異名を持つ、元レイウォール王国の将軍でハンマー使い。

　実力は決して低くはないものの、ヒューバードの腰こし巾ぎん着ちやく的ポジションであり続けた。

　本シリーズの第二巻において、仕えているはずのヒューバードに利用され、怪物化された。だが、その力をもってしてもピアニィたちを打ち負かすことはできず、逆に彼女にその生命を救われるに至る。

　以後、言及はされていないがレイウォール王国を出しゆつ奔ぽんし、そのまま姿を消している。

　なお、彼の最大の特徴はその髪型にある。

　物語のさなか、ピアニィの使い魔であるヤンヤンのブレスが彼の頭をかすめた際、その頭部中央の髪が縦に一列、消失―――以後、キンバリーは〝逆モヒカン〟なる不名誉な称号を得ることとなった。




[image: ]




アル：や、やっぱりか！　やっぱりお前か……っ！（笑）

ベネット：なんでいきなり渋くなってるでやんすかっ!!（大爆笑）

ナヴァール：しかも、子供に人気があって、リア充（笑）。

アル：ていうか髪かみの毛けっ、生えてないのかよ、いまだにっ!?（笑）

ＧＭ：誠に遺い憾かんながら……。

ピアニィ：ご、ごめんね、その頭……っ！（笑）　ヤンヤンを叱しかっておくねっ!?

ＧＭ：いや、あれはどう見てもピアニィの故意としか……。

ピアニィ：ヤ、ヤンヤンですっ、あれはヤンヤンです……っ！

ＧＭ：では、そんなピアニィのいいわけが響き渡ったとこでシーンを終えよう！（笑）











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆ 追憶




　サイラスのもたらした情じよう報ほうに、ピアニィたちは大きな驚おどろきを見せることはなかった。

　すべては、わかっていたこと。

　いや、覚かく悟ごしていたことだ。

　時が満ちた……それだけのことだった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。場所は、ラピュータの中央……ラピュータの統とう治ち機関であるエリクシル協会本部の一室だ。治ち療りようを受けたサイラスを囲み、みんなで彼かれの話を聞くシーンね。

一同：はーい。

ＧＭ：今、室内にいるのはキミたち四人とサイラス、それから、エリクシル協会の代表であるレムリア・アエマリアだ。

ピアニィ：（『超ちよう上じよう級きゆうルールブック』を見て）レムリアさんは褐かつ色しよくの肌はだをした、ネヴァーフのお姉さんですね～。




[image: ]




ＧＭ：ですな。……さて、サイラスはキミたちに一礼したあと、口を開く。「お集まりいただき、誠にありがとうございます。ノベル版ばんとは性せい格かくが全然ちがうと名高いサイラスです」

アル：誰だれがどこでそんな噂うわさをしてるんだよっ!?（一同爆笑）　……ていうかお前、今はなにやってるんだ？　ノーデンスも壊滅状態だろ？

ＧＭ：「……だが、完全に壊滅したわけじゃない。僕は今、諸国を回ってノーデンスやセインの生き残りを探し、また出現した妖魔たちの動向を探っている」

ピアニィ：生き残り……生き残っている人はそれなりにいるのですか？

ＧＭ：その声に、サイラスはあらためてピアニィに向き直る。「……お久ひさしぶりです。相変わらずお美しいですね、陛へい下か。……いや、もう陛下とお呼びするのはおかしいでしょうか」

ピアニィ：そうですね、と苦く笑しようします（笑）。

ＧＭ：「困こまりましたね、なんとお呼よびしましょうか」

ピアニィ：もう女王ではなくなったのですから、あたしのことは、名前で呼んでください。

ＧＭ：「では、親愛の意を込めて、ピアニィさんと呼ばせていただきます」

ピアニィ：はい♪　それにしても、よくご無事で。あたしのせいで起こった、〝大崩グレートデイスト壊ラクシヨン〟に巻まき込こまれたかと……。

ＧＭ：「たしかに恐るべき破は壊かい力りよくでしたが、少なくない数のセインやノーデンスは生き残っています。そしてまだあの地にて、戦いを繰くり広ひろげているのです」

アル：妖よう魔ま側がわにも生き残りはいたしな。セインやノーデンスが生いき延のびていもおかしくない。

ＧＭ：そういうこと。さて、そんなところでサイラスは地上の現げん状じようを説明してくれる。おおざっぱに話すと―――。




　現げん在ざい、エストネル王国の跡あと地ちを中心に、妖魔が湧わき出し、近隣諸国に少なくない被害を与えている。これに対し、周辺の国家は軍を組そ織しきし、個々に妖魔に応おう戦せんしている状況である。

　また、ちりぢりになったセインやノーデンスたちは、本拠地たるエストネル王国を失ったものの、生き残った者が個々に連絡をとって終結しつつあり、ある程てい度どの力を維い持じしている。行方ゆくえ不明の仲間を探さがしたり、窮きゆう地ちに陥おちいっている村を助けたりと、活動自体は小しよう規き模ぼではあるが……。




ＧＭ：……と、そんな感じ。

ピアニィ：サイラスの手を握にぎります。……申もうし訳わけありません。すべては、あたしの存在から始まったこと。謝あやまることしかできません……。

ＧＭ：「いいえ、あなたのせいではありませんよ。それに、今となってはこの事じ態たいを解かい決けつできるのはあなただけと僕は考えます」

ベネット：あ。ここでオープニングで手に入れた新聞をみんなに見せておくでやんす。他にも、ピアニィ様を騙かたった奴が現あらわれたりしたみたいでやんすよ？

アル：『デスマーチ』七巻と八巻の内ない容ようが書かれた新聞か。では、その話も俺たちは認識したということで（笑）。

ナヴァール：だが、その新聞には、アヴェルシアやエストネル付近については、書かれてないんじゃないかな。どのくらいの数のセインが活動してるんだろうか。

ＧＭ：「くわしい現状はさすがにわかりません。個別に組織を作って活動をしているグループがいくつかあることは確定していますが。実は、僕もそのグループのひとつから情報提供を受け、ここに来たしだいで―――」と、ピアニィをじっと見み据すえる。

ピアニィ：……ヒュー兄様が、動き始めた。

ＧＭ：サイラスはこくりと頷うなずいた。「……ヒューバードの配下と思われる者たちが大陸各地で動いている痕こん跡せきがあります。我われ々われが把は握あくしているよりも多くの者たちが、組織だって動いていると考えてください。そして、この動きを把握している国は、おそらくありません」

ピアニィ：具体的になにを……。

ＧＭ：「我々もくわしい情報を求めて動いてはいますが、どうやら向こうが一いち枚まい上手のようです。なかなかしっぽを[image: ]ませてくれません。詳しよう細さいは不明のままです」

ピアニィ：（少し考え込んで）んー……ヒュー兄様が危険な計画を実行しようとしているって、サイラスさんに教えてしまってもいいでしょうか？

アル：いいと思う。なるべく多くの人に伝えておく必要がある話だ。

ナヴァール：特に、サイラスはノーデンスです。教えておいた方がよいかと。

ピアニィ：では、コネリーに教えてもらったヒュー兄様の計画を、サイラスさんにお話ししましょう。

ナヴァール：あくまで知ってる範はん囲いで。こちらも、手順まで知っているわけでもないし。

ピアニィ：ヒュー兄様の計画を話します。アルディオンを結界みたいなもので覆おおって、この世界から切きり離はなそうとしていることと……それが実行されれば、多くの死者が出る話も。

ＧＭ：その話を聞いて、サイラスは呆あつ気けにとられた表情を見せる。「……そ、そんな大それたことが、ただの人間にできるものなのでしょうか？」

ナヴァール：ヒューバードが、ただの人間と言えるかどうか。

ＧＭ：その言葉にレムリアが頷く。「……加えて、古代兵器を使用すれば可か能のうでしょうね。アルディオンの地下には、相当な量の古代兵器が埋うまってます」

ナヴァール：……あるいは、神具のたぐいを利用すればいい、か。そもそも竜りゆう輝き石せき自体が神具の一種だ。知識さえあれば不可能なことではない。

ＧＭ：なるほど、といった面持ちでサイラスは少し考え込む。「……今、地上の各国は連れん携けいがロクに取れていない状じよう況きようです。ヒューバードの動きを[image: ]んでいる者も、対たい抗こうしうる者もいません。現在、それができるのは―――」

ベネット：なるほど、すぐに動ける体勢にあるのはあっしらだけ。

ＧＭ：「―――はい。ゆえに僕は、事態をお伝えするべく、ここへ来ました。もっとも、ヒューバードがそこまでのことを企たくらんでいるとは、思いもしませんでしたが」

ピアニィ：ヒュー兄様は本気で実行しようとしています。

ＧＭ：サイラスは再び考かんがえ込こんでのち、真しん剣けんな面おも持もちでピアニィを見つめる。「ピアニィ様、僕ぼくはノーデンスの一員として、あなたにお願いがあります」

ピアニィ：はい。

ＧＭ：「ヒューバードの野望を止めることは、あなたたち四人しかできないこと。アルディオンのために、それをお願いしたい」

ピアニィ：……はい。

ＧＭ：そしてサイラスは、表ひよう情じようを曇くもらせる。「……ただ、血の[image: ]つながった兄をその手にかけるは、人の道に反すること。お願いしていいものなのかと、悩なやみます」

ピアニィ：気を遣つかってくださってありがとう、サイラスさん。でも……あたしは、兄と戦う覚かく悟ごはできています。

ＧＭ：「ですが……あくまで僕個人の意見ですが……ピアニィさんは、地上のいざこざをすべて忘わすれ、ここで静かに過すごされてもいいとも考えるのです。……きっと！　おそらくは！　アルだって同じことを考えているはずだ」

アル：俺おれは、「それはもう言ったよ！」……って顔をする（笑）。

ピアニィ：あの……（笑）。

ＧＭ：サイラスは、なにか言いたげなふたりを華麗にスルーし、名調子で続ける。「ははは、なにを隠そうアルとは長い付き合い。考えていることなんて手に取るようにわかります！　ピアニィ様のためならばアルは剣けんを折る覚悟だってできているはず……っ！　なあ、そうだろうアル！」（一同爆笑）

アル：うるせえっ！（笑）　前巻の話を蒸むし返かえしやがって！　どうしてくれよう……（笑）。

ピアニィ：え～と……それに関しては、もう解決ずみですよ～（笑）。

ＧＭ：「えっ!?　そ、そうなのか!?　アル、いったいなにがあったか説明しろ！　くわしく！　前巻を読んでない人がわかるようにだ……！」　目をらんらんと輝かがやかせるサイラス。

アル：お、お前は……（笑）。お前が言ったようなことを言って、ピアニィを引ひき留とめようとしたんだが……ダメだった。そんだけだ。

ＧＭ：「……それだけ？」

アル：それだけだ。

ＧＭ：「本当の本当に、それだけ～？」　にやーりと、素敵な笑顔を顔面いっぱいに……。

アル：それだけだよっ！（笑）　他になにを期待してんだっ！（一同爆笑）

ＧＭ：「……やれやれ。ま、いいか」　死ぬほど残念そうな表情を見せる。……なんというか、しょーもないことを言い合うふたりを見ていると、ふと微笑ましさすら感じる。ピアニィは、そんな光景を見て―――ふと自分の子供の頃のことが脳裏をよぎる。

ピアニィ：あたしたち兄妹もあんな感じだったと……。

ＧＭ：そう、それはまだキミが小さかった頃ころ。ノルドグラム城じようの中庭で、ベルフトやステラに稽けい古こをつけてもらっていたキミを見守るヒューバードは、とても優やさしい顔をしていた。

ピアニィ：え!?　ヒュー兄様って昔はそんなに優しかったの!?

アル：一巻の頃から、うさんくさい演えん出しゆつばかりだったような気がするんだが（笑）。

ＧＭ：でも、ピアニィを愛するオーラは出してたじゃないか。ピアニィが幼おさない頃には、手作りのお菓か子しを作ってくれたり―――。

ピアニィ：ベルフト兄様は手芸で、ヒュー兄様は料理が趣しゆ味み……っ!?（笑）

ナヴァール：手芸のバウエス家に、料理のアーネル家……っ！（笑）

ベネット：ベルフト手て製せいのかわいいエプロンを着て、ピアニィのためにせっせとお菓子を作るヒューバード……っ！

ピアニィ：そ、そうなんです。レイウォール王家は、男は乙おと女め度どが高くて、女はサバイバル能のう力りよくが高くて……（一同爆笑）。

ナヴァール：レイウォールって……。

ピアニィ：そう、あれはまだあたしが五歳くらいの頃でした……。

ＧＭ：と、回想シーンに入っていくと（笑）。よし、では―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　それは、もはや失われた過去の風景。

　しかしその時の想いは、兄妹たちの笑顔の記憶は……今なお、ピアニィの心の中に鮮せん明めいに生きていた―――。




ＧＭ：……そう、キミは今でも憶えている。あれはそう……まだピアニィが五歳さいくらいの頃だ。ノルドグラム城の一室……王家の者が集う居間にて、キミは上機嫌で歌いながらクレヨンで落書きをしている―――。

ベネット：その横では、ベルフトがセーターを編み……（一同爆笑）。

ＧＭ：（笑）。そんな時、ふと鼻をついたのは甘い香りだ。そう、これは……。

ピアニィ：じゃあ、クレヨンを放りだして厨房を覗のぞきにいく！（笑）　きっといつも楽しみにしてるんですよ。たまに、お城の人の目を盗んで、ヒュー兄様がお菓子を焼いてくれるのを……。

ＧＭ：そうそう（笑）。ピアニィがあわてて部屋を飛び出していくと……〝―――ぼふん〟。すぐ部屋の外に立っていた人物に顔面から追突する。「……っとと。危ないぞ、お姫さま？」それは、エプロンを纏まとってその両手にミトン……調理用のプレートを手にしたうら若きヒューバードだ。

ピアニィ：（幼い声で）ヒュー兄様、今日のおやつはなぁに……？

ＧＭ：エプロンをつけた若わかきヒューバードは、ピアニィに笑え顔がおで答える。「今日はシンプルにクッキーだ。だが、そのへんで売っている市販品と一緒にするなよ？　ははは」

ピアニィ：（幼い声で）おー……。

ＧＭ：なお、ヒューバードの背後にはぶすっと不機嫌そうな顔のステラが立っている。兄と同じようにプレートを両手で持っているが……その上に乗っているのは、黒い残骸。ぶすぶすと断末魔の黒煙をあげ、その存在意義が始まる前に終わってしまったであろうなにかだ。

一同：…………。

ナヴァール：ス、ステラ……。

ピアニィ：（子供っぽくも憐れんだ声で）お姉さま……。

ＧＭ：「……ふ。兄上のようにはなかなかできないものだな」

ベネット：それ以前のレベルでやんす。

ＧＭ：掛ける言葉もなく、困ったような笑顔でステラから視線を逸らし、ヒューバードは腰をかがめてピアニィと目を合わせる。「……他になにか食べたいものはあるか？　大事なお姫様のためなら、なんでも作るぞ？」

ピアニィ：う～んと……じゃあ、マカロンが食べたい！

ＧＭ：「ほう、なかなかに難易度が高い。しかし、わかった。明日にでも作ろう」

ピアニィ：あと、ざっはとるてー！

ＧＭ：「いいチョイスだ。私の七つある得意なお菓子のひとつだ。明後日にでも作ろう」

ピアニィ：やった～！　と、幼いあたしは素す直なおに喜びます（笑）。

ＧＭ：ヒューバードは、はしゃぐピアニィの頭を笑顔でなでながら、言う。「……ベルフト。明日までにミトンを新調してくれ。少々、くたびれてきた」「わかったよ、兄貴。明日の昼までには届けよう」「―――頼む」

アル：こ、こいつら……（笑）。

ＧＭ：「では、お茶にするとしよう。ああ、ジュリアナに見つかるとうるさいからな、おとなしく……な？」　ヒューバードは、ピアニィにウィンクしながら微笑んだ。

ピアニィ：……っ!?

ベネット：ヒューバード、キャラがちげ――――――っ！（笑）

ＧＭ：そして、思い出に浸るピアニィの見ている風景は、ふいに遠ざかり……彼らの笑顔がセピア色の中に滲んでいく。過去にあったはずの兄きよう妹だいたちの時間。弟妹が美お味いしそうに菓子を食べる姿すがたを、ヒューバードは優しげに見守る。そんな幸せな光景が……。




　―――ピアニィの心の中で、はじけて消えた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、回想は終わり、顔をあげたピアニィの前には今の仲間たちの顔がある。

ピアニィ：……。

ナヴァール：……レイウォール王家の兄妹は、仲がよかったのですな。

ピアニィ：でも、あの時の兄様はもういません。と、ぐっと堪こらえます。ヒュー兄様がやっていることは、やはり正しいことではありません。そうでしょう、ナヴァール。

ナヴァール：は……。

ＧＭ：「たしかにピアニィさんの覚悟は、本物のようですね」　サイラスが得心がいったという表情を見せる。

ピアニィ：はい、ヒュー兄様はあたしが討ちます。だから……って、ええと。サイラスさんに兄様の計画をすべて教えて、地上にいるみんなに伝えてもらってもいいんですよね？

ナヴァール：そうですね。では、私わたしが書をしたためて、サイラスに渡わたしましょう。……ここに、ヒューバード殿の計画のおおよそが書かれている。

ＧＭ：「……このサイラス、たしかにお預かりいたしました」

ピアニィ：これ以上、ヒュー兄様の計画のせいで、アルディオンの人々にひどい目にあってほしくない。この事実を信しん頼らいのおける人々にお伝えてください。

アル：マルセルには教えてるとして……アンソンとか、信頼できそうな上じよう層そう部ぶの人間に、な。
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ＧＭ：では、サイラスはナヴァールの書を受け取ると共に、自らも手紙らしき封書を差し出す。「―――これを」

アル：受け取ろう。これは？

ＧＭ：「あるノーデンスのグループからのものだ」　内容を簡かん単たんに説明すると……「ヒューバードの動きについて些さ少しようながら情報あり。直接、渡したい」　そんな内容だね。

アル：なるほど。そのグループに接触すれば、情報が手に入るんだな。

ＧＭ：うん。そのグループはエストネル近きん郊こうで動いているらしい。「そのグループによると、ヒューバードはエストネル近郊で動いおり……あまり時間も残されてはいない。手紙に詳しよう細さいが書かれていないのは、情報が途と中ちゆうで漏もれるのを防ふせぐためらしい」

ピアニィ：すぐ向かいましょう。あたし、１シナリオは地上にいけるみたいだし（笑）。

ＧＭ：（笑）。手に入れた五つの来寇者マリジナントの結晶は、精製されて宝石のような形状となり、ピアニィのペンダントかなにかにはめ込んでいるとしよう。

アル：ああ、時間が経たつごとに結晶が変色して、五つとも黒く濁にごったら終わり、みたいな。

ＧＭ：そうそう（笑）。

ピアニィ：では、ペンダントを握にぎりしめて……言います。参りましょう、地上へ！

一同：おう！

ＧＭ：では、ピアニィの声に全員が応えたのを見て、レムリアが言う。「目的の場所までは、わたくしが送おくり届とどけましょう」

ピアニィ：ありがとうございます！

ベネット：久ひさしぶりに、地上へ！

ピアニィ：ヒュー兄様のもとへ……！

ＧＭ：では、ピアニィが決意を胸むねにしたところで、シーンを終しゆう了りようしよう！

ピアニィ：……ヒュー兄様。




　―――今、兄ヒューバードとの想い出を胸の内へと押し込め、ピアニィは地上へと向かう。







◆Middle 02◆まどろみの中で




　それは懐なつかしくもあり、楽しくもあり、そして今となっては哀かなしい記き憶おくだった。

　かつて四人の兄妹は、たしかな信しん頼らいと愛あい情じようで結ばれていた。

　その想おもいは、ヒューバードにとっても―――。




ＧＭ：ここでマスターシーンを挿そう入にゆうしよう。先ほどのシーンと時を同じくして、ピアニィが見ていた回想を夢ゆめとして見ている男がいる。

アル：ヒューバードか。

ＧＭ：そのとおり。灯りの消えたその部屋……ベッドの上でヒューバードがうなされている。彼が見ているのは、懐かしき風景。クッキーの甘あまい香かおりが漂ただう、優やさしい過か去こ。

ピアニィ：や、優しい過去なのにうなされている（笑）。

ＧＭ：うむ。そして……「ヒューバード様、いかがなされました!?」　激しいノック音と共に、扉の向こうから聞こえるのはくぐもった、そして焦るような少女の声だ。その声に、ヒューバードは目を覚まし……ベッドから上体を起こす。

ピアニィ：兄様……。

ＧＭ：その上半身は、裸。

一同：だからなんだよっ!?（大爆笑）

アル：裸はどうでもいいだろう、裸はっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：うむ、どうでもいい。えー……ともかくだ。ヒューバードは安堵するかのように大きく息を吐くと……「―――入れ」　外の少女に入室を促うながす。入ってきたのは、ピアニィによく似にた容よう貌ぼうを持つ少女がふたりだ。

ナヴァール：ピアニィ・クローンか。

ＧＭ：そのとおり。ふたりは「……ヒューバード様、どうされましたっ!?」と、心配そうに声をかけるが、彼は振り向くことすらせず、言う。「―――久しぶりに、夢を見た」

ピアニィ：（クローンになって）　「……夢、ですか？」

ＧＭ：「……なに、くだらぬ過去のことだ。それより、あれの状況はどうか」

アル：あれ？

ナヴァール：この計画に使ってる古代兵器かなにかだろう。

ＧＭ：「……報ほう告こくいたします。大陸を包む〝囲い〟は問題なく作動しており、アルディオン諸国もこれに気づいた様子はありません。装置の方も臨りん界かいまで四八時間ほどかと」

ベネット：なるほど、どこかに装置があって今回はそれを止めるって話でやんすな（笑）。

ナヴァール：ちなみに、ヒューバードが重ちよう用ようしている部下は七人いたよね。ずいぶんと数が減へったな。

ＧＭ：減ったもなにも……そのうち三人を倒たおしたのはあんたらだ。残りは三人だよ。ここにはふたりしか出てないけど。

ナヴァール：我々が倒した三人と……今、ヒューバードの側にいるふたり。そして、グリンダで六人、あとひとりはまだ謎というわけか。なるほど。

ＧＭ：そういうこと。報告してのち、少女たちは不安げな表情でヒューバードを見つめ……「ヒューバード様、この計画で人は救われるのでしょうか」「正直に言えば、あたしたちがしようとしていること……怖こわくないと言えば[image: ]になります」

アル：こいつらも、そんなこと思うのか。

ＧＭ：彼女らの弱気な言葉に、ヒューバードは微笑みを浮かべて近くにいたひとりの[image: ]をなでる。「―――大だい丈じよう夫ぶだ、お前たちが不安に思うことはなにもない。私のことはいい。……今日はもうお休み。四八時間後、本格稼働へ入る」

ピアニィ：四八時間……。

ＧＭ：稼働してすぐにどうこうはないけどね。で、クローンたちは落ち着いたのか、一礼して部屋を出て行く。それを見送り、薄暗い闇の中でヒューバードが呟つぶやく。「父より受け継いだこの使命、必ずや果たす。もはや……」　表情を引き締め、決意と決別の言葉を口にした。




「……もはや、私に戻もどる道はない」
















◆Middle 03◆再さい会かい




　久しぶりに降おりた地上は、前となにも変わらないように見えた。

　だがどこか、なにかがちがう。

　ともすればそれは、見み逃のがしてしまいそうな小さな違い和わ感かん。

　しかし異い変へんは、確かく実じつにこのアルディオン大陸を蝕むしばみつつあった。




ＧＭ：さて、再びここでシーンはキミたちの視し点てんへ。舞ぶ台たいはエストネルの一角だ。キミたちはレムリアに転送してもらい、地上へと降り立った。

ベネット：まさか、生きてエストネルの地を踏ふむことができようとは……！

ピアニィ：もう地上へは降りられないかと思ってました。

アル：ま、時間制せい限げんはあるけどな。

ＧＭ：降り立ったキミたちは、まず違和感を覚えた。風がまったく吹ふいておらず、どこか空気がよどんでいるように感じる。まるで狭せまい密みつ室しつに閉とじ込こめられたような感じだ。

ピアニィ：空気が圧あつ縮しゆくされているような……。

ＧＭ：圧縮というか、妙みような圧あつ迫ぱく感だね。手紙にて指し示じされた場所へと向かうために歩き出して以降も、それは変わらない。

ピアニィ：なんなんでしょうね……？

ＧＭ：さて？（笑）　やがてキミたちは、旧エストネル王国領内のとある森の中へ辿り着く。それが、生き残ったノーデンスの一部が使う、アジトの場所だ。

ベネット：どんな建物でやんすか？

ＧＭ：うん、よく見えない。

一同：へ？

ＧＭ：なぜなら、そのアジトとなっている建物に無数の妖よう魔まが群むらがっているからだ。

一同：襲われてるじゃんっ!?（大爆笑）

ＧＭ：その妖魔の群れの向こうから最初に聞こえてくるのは、悲痛な少年の声だ。「くそっ、こいつら……！　なんでこの場所が！」

ピアニィ：しょ、少年ですか……？　知ってる声？

ＧＭ：いや、聞き覚えはないね。なぜなら、読者投稿キャラだからだ（一同爆笑）。

ベネット：それは知らない（笑）。いったいどんな人で？

ＧＭ：それは次のセリフの応酬でわかる。「くそっ、キリがないよ！　ここは俺が抑えるから脱出してください、エルザ先生！」

一同：エルザ先生っ!?
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ＧＭ：「先生が生徒をおいて逃げられるわけないでしょうがっ！　アセナこそ、退がって！　負傷者と他の生徒を守りなさい！」

アル：なるほど、エルザ姉が受け持ってる生徒か（笑）。

ピアニィ：シェルドニアン学園の生徒さん！（笑）




アセナ・テリーオ


（一三歳／男／ヴァーナ　投稿者：東京都　天狼さん）



　ちょっと生意気な狼族のシーフ。大崩壊後、妖魔に襲われそうになっていたところをエルザによって助けられ、シェルドニアン学園の生徒となった。まだまだ力不足だが、ノーデンスに協力しているエルザの護衛を（無理矢理）買って出た。
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アル：そうか、シェルドニアン学園は〝大崩壊〟後も残ってるんだったな。

ＧＭ：残っているとはいえ、もともとあった校舎は危険な地域にあるゆえに現状では放棄。アヴェルシアのバーランド近くに臨時校舎を作ってそこで授業を行なっている。

ベネット：しかし、エルザと実戦に参加するとは命知らずな生徒でやんす。

ＧＭ：ほんとに……。ともかく、アジトの防衛をエルザが買って出たわけだが、戦況が思わしくないことは彼女の絶叫でわかる。「なによ、この妖魔っ!?　魔法が効かないじゃない！」

ベネット：エルザの魔法攻撃が効かないって、妖魔たちはパワーを使ってるでやんすかね？

アル：みたいだな。演出でパワーを使うなら、こっちも演出パワーを使うのみ！（笑）

ナヴァール：ささ、ピアニィ様。

ピアニィ：じゃあ、ヤンヤンとチャムチャムにがんばってもらいます。……《精せい霊れい招しよう来らい》！　と、叫さけんでファミリアを召しよう喚かん。《フロストプリズム》の演出として、ヤンヤンから氷、チャムチャムは光のブレスを吐はいてもらいます。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。ヤンヤンとチャムチャムから放たれたブレスは螺ら旋せん状じように絡み合あい、妖魔へと襲おそいかかる。うん、妖魔の群れは瞬時に凍結し、砕け散った。

一同：はやっ！（笑）

ピアニィ：やりましたっ♪

ＧＭ：妖魔が消え去った向こうで、なにが起こったかわからず立ち尽くすエルザ。ややあって、キミたちに気づき、笑顔と共に駆け寄ってくる。「ピアニィ陛へい下か、アルくん……！」

アル：俺は特に出番なかったけどなー（笑）。

ピアニィ：エルザ先生、お久しぶりです。

ＧＭ：「本当に久しぶり…………でございます、ね」

ピアニィ：あ、あの、無理な敬語は使わなくていいです……。先生はどうしてここに？

ＧＭ：「ああ。とある人に頼たのまれてね。ノーデンスに協力してるの。……それにしてもよく戻ってきたわ……地上にいられなくなったって聞いたのに」

ピアニィ：……長時間はいられないんですけどね。

ＧＭ：「？　それってどういう……」

ナヴァール：……エルザ殿どの、申し訳ないのだが、我々にはあまり時間がない。用よう件けんが終われば、すぐにでも地上から去らねばならないのだ。

ＧＭ：「なんか複ふく雑ざつな事情があるのね。でも、これだけは道すがら聞かせて！」とアジトへと歩きつつも、ピアニィを引ひっ張ぱる。

ピアニィ：な、なんでしょう？

ＧＭ：（声を潜ひそめて）「ね、アルくんとはどんな感じ？」

アル：おいっ、お前もそこかよっ!?（笑）

ピアニィ：あ、アルのことですか？

ＧＭ：「そうよ～。なんか、妙みように落ち着きが出たみたいに見えるんですけど？」

ナヴァール：ふうむ。では、すすっとエルザ殿に近ちか寄よりましょう。……アルとピアニィ様は……ひと山越こえたようでして。

ＧＭ：「ひと山越えたっ!?　越えちゃったっ!?　も、もしかして!?」

ピアニィ＆アル：ちが……っ！

ＧＭ：「へえ……とうとう、あのアルくんが……ほほぉ……」　感かん慨がい深ぶかそうに唸うなる。

ピアニィ：な、なんか困る……っ！

ナヴァール：なにも困る必要はありません。エルザ先生の思いたいように思ってもらえれば、それでいいじゃないですか（さわやかな笑顔）。

ピアニィ：と、ともかく、いろいろあって、今は一いつ緒しよにいます！

ＧＭ：「一緒にいる……なるほど」　エルザは素す晴ばらしい笑顔になって、アルを見た。「……アルくん、オトナになったわね―――」（一同爆ばく笑しよう）

ナヴァール：エルザって、こんなキャラだったっけ？（笑）

アル：あくまで、菊きく池ちさん的エルザですね、これ……（笑）。

ＧＭ：鼻からなんか出さないだけマシと思え。

アル：……否定できない……（笑）。

ＧＭ：さて、そんな時だ。「エルザ、そんな話をしている場合か」　声の方に見入れば、そこには眼鏡をかけた無ぶ精しよう髭ひげの男が立っ……。

ピアニィ：ユンガーさんっ！（笑）
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ＧＭ：正解（笑）。彼はこくりと頷き……「挨拶はあとにしましょう。 まずはアジトの中に―――」　と、ユンガーにアジトに通されるところで、一いつ旦たんシーンを切ろう！







◆Middle 04◆姉と弟




　久しぶりにピアニィやアルと言葉を交かわし、エルザは嬉うれしくもあり……そしてどこか違和感のようなものを抱いていた。

　前とは、なにかがちがう。

　成長した―――ただそれだけでは言い表わせない雰ふん囲い気きを、ピアニィらは纏まとっていた。




ＧＭ：では、アジトでエルザとユンガーと話をすることになりました。

ナヴァール：時間がないので、単刀直入に。……我々はヒューバード殿を追ってきた。ノーデンスの方で[image: ]つかんでいる情じよう報ほうがあれば、お教え願いたい。

ＧＭ：「こちらもすべて[image: ]んでいるわけではないが、判明したことはいくつかある」　そう言ってユンガーは地図を差し出す。地図には大きな印しるしがひとつと、小さな印がいくつかついている。

アル：地図？　この印はいったい？

ＧＭ：「大きく印をつけた場所が現在、ヒューバードが潜ひそんでいると考えられる場所だ。ノーデンスが集めた情報を精せい査さした結果でな……数日前にここに入ったという目もく撃げき情報が寄よせられている」

ベネット：なんとわかりやすい！　ここに襲しゆう撃げきをかければ、圧あつ勝しようでやんすなぁ！

アル：場所は、具体的には、どこ？

ＧＭ：エストネルの王都だった、エル・ウィン・フリットだね。

アル：あそこは〝大崩壊〟で、更さら地ちになったんじゃ……？

ＧＭ：もとが水上都市だったから、都市は湖みずうみに沈しずんだような形になっているけどね。エル・ウォーデンの居きよ城じようだった〝白銀の館やかた〟グロースターの地下に、なんらかの古代遺い跡せきがあったらしい。ヒューバードがそれに気づいて、攻せめ入いったようだ、と。

アル：ノーデンスでも、その古代遺跡がなんなのかはわからないのか？

ＧＭ：セインの一部は知っているかもしれないが、ノーデンスではわからないようだ。

ナヴァール：この神話的存そん在ざいであるナヴァールですら、エル・ウィン・フリットの地下へは行ったことがない。人が知らずとも、仕方ないことだ。

ピアニィ：そんな場所へ、ヒュー兄様が……。

アル：なんか企たくらんでいるとしか思えないな。

ナヴァール：きっと、そこにはステラもいるのだろう。

ベネット：えっ、そうでやんすか？

ナヴァール：では、オープニングフェイズで見た夢の話を説明しておく。

ピアニィ：ステラ姉様が捕つかまっているのですか……。

ナヴァール：ああ。定められた役目のとおりに、なんらかの装そう置ちのエネルギー源げんにされていると思われる。

ＧＭ：そこで、ユンガーが口を挟はさむ。「ステラ様が連行されるところが、目撃されている。ヒューバードと一緒にいるのは間違いないだろう」

ピアニィ：ステラ姉様が捕まっているのならば、助けに行かなくては！

ＧＭ：「ステラ様を救出する余よ裕ゆうがあれば、ぜひともお願いしたい」

ベネット：あっしとナヴァールは、一度ステラを救出したことがあるでやんす。一度も二度も、同じようなものでやんすよ！

ナヴァール：一生に一度しか助けられないという運命だったらどうするのだ？

ベネット：そんな運命は蹴け飛とばしてやるでやんすよ。

アル：とにかく、目星がついたなら、さっさとエル・ウィン・フリットへ行きたいんだが……最後に、ひとつだけ確認しておきたい。

ＧＭ：「なんだ？」

アル：地上に降り立った時から、妙な圧あつ迫ぱく感かんがある。原げん因いんはわかるか？

ＧＭ：「さてな。数日前から、大陸中の風が凪ないでいる。我々にわかることは、その事実だけだ。あなた方がそれを気にするということは、ヒューバード絡みなのだろう？」

ナヴァール：……おそらくな。推すい測そく混まじりだが……この大陸全体が、結界かなにかに覆おおわれた―――そんなところではないか？

ピアニィ：ああ、だから風が吹いてない……？

ＧＭ：おお、そのとおりだ。

アル：ってことは、この大陸を切り離す準じゆん備びは、整ったってことか？　……ヤバい状じよう態たいなのはわかった。

ナヴァール：私から、ユンガーたちにヒューバードの計画をかいつまんで説明しておこう。

ＧＭ：ユンガーは納なつ得とくがいったような顔になる。そしてエルザは―――。




　魔法などに関する造ぞう詣けいが深い分、エルザはヒューバードの計画の恐おそろしさに気づいたようだった。アルの手元にある地図をひったくると、机つくえの上に広げて、じっくりと眺ながめ出す。

「そうすると……」

　小さくつけられた印を指先でたどると、大きく頷うなずいた。

「間違いない。きっと、これらの装置で大陸中を包むように結界を張はっているんだわ」




ＧＭ：小さい印はヒューバードの部下たちの目撃情報があった場所なんだけど、その場に魔ま導どう装そう置ちを仕掛けて、結界を張っているのではないかとエルザは主しゆ張ちようしている。

アル：俺らの話とノーデンスが[image: ]んだ情報を照らし合わせると、そういう結けつ論ろんになるのか。

ベネット：妖魔と戦いつつ、ヒューバードの動きも調べて……大変でやんすな、ノーデンス。

ナヴァール：まぁ、アヴェルシアへと妖魔が侵しん入にゆうしないように、エルザたちが積極的に協力してくれているだろうから、少しはマシだろう。妖魔に対する戦力としても、食料や武ぶ器きの補ほ給きゆう係がかりとしても、エルザは申し分ない（笑）。

アル：きっと、妖魔を倒たおして得たドロップ品で、ブルックス商会は潤うるおってると思う（笑）。

ベネット：妖魔を倒して、ドロップ品をゲット……いやぁ、懐なつかしい雰ふん囲い気きでやんすな！

ＧＭ：エリンディル大陸では当たり前だった光景だけど、アルディオン大陸では、アヴェルシアが初めてかもしれないね。……まあ、話を元に戻そうか。

ピアニィ：大陸中に結界が張られているという話ですよね。

ＧＭ：うん。まずは結界を張って、大陸は現在、世界から隔かく離りされた状態のようだ。移い動どうさせるための下した準じゆん備びだろうと推測できるよ。

アル：向こうは計画を動かし始めたようだが、計画の鍵かぎのはずのピアニィは、まだここにいるぞ？

ピアニィ：私が死なないと、計画が成じよう就じゆしないんでしたっけ。

ＧＭ：ヒューバードは、〝神しん竜りゆう王おう〟と〝邪じや神しんの御み子こ〟を消し、人の手による世界を求めているわけだ。だが、自分の力では敵かなわないから、ピアニィの中に両方を閉じ込めて、丸ごと滅ほろぼしてしまおうという作戦だね。

ナヴァール：アルディオンが異い次じ元げんへと行く前に殺さねばならないのか、それとも、切り離したあとでもＯＫなのか、詳しよう細さいはわからないが……。

アル：そうか。ともかく、具体的な行動に移うつったなら、残された時間は少ないってことだな。

ナヴァール：まあ、そうだな。いろんな意味で時間はない。カウントダウンは始まっているだろう。

アル：よし。さっさと地図の場所へ向かうぞ。

ピアニィ：そうですね、行きましょう。

ＧＭ：机の上に広げた地図を、ユンガーが渡してくれるよ。「我々はここから離はなれることができない。あとは任まかせる」

アル：ああ。あんたたちには、あんたたちの仕事があるだろうからな。

ナヴァール：今回の件けんは、ヒューバード殿を止める以外の方法はない。

アル：大陸がまるっと結界に覆われてるんじゃ、逃にげ場ばもないからな。

ベネット：とてもわかりやすくていいでやんすよ。

ナヴァール：では、我々はヒューバード殿を止めるために……。

ＧＭ：「待って、私も行くわ！」とエルザが声をかけます。

アル：こっから先は、俺らに任せろ。他の連中じゃ、相手になんかならねえよ。

ＧＭ：エルザは「……言ってくれるじゃない、アルくんてば」と言うけど、それ以上無理は言わない。先ほどの戦いで、自分には力およばないと理り解かいしたのかもしれないね。

アル：……役やく割わり分ぶん担たんってもんがあるだろ？

ＧＭ：「そうね。じゃあ、私はあんたたちを信じることにするわ」　アルの成長を喜ぶように目を細めたあと、「頼たのんだわよ」と真しん剣けんな表情で言う。

アル：無言で頷うなずく。

ピアニィ：あたしもこくりと。

ＧＭ：「…………」　では、そんなキミらをエルザはまじまじと見て―――。

ピアニィ：はい？

ＧＭ：「ほんと……なんかあんたたち、変わったわね」

ピアニィ：変わった？

アル：なんにも変わっちゃいねえよ。なに言ってんだ、エルザ姉。

ＧＭ：エルザは、ふっと息を吐いて笑顔を見せ―――「ううん、変わった。どこがどうってものじゃないけど……変わったわ。なにか、強い意い志しみたいなものを心に持ってる感じ」

アル：なにを言ってるのかさっぱりわかんないぞ。

ＧＭ：「ほめてんのよ」

アル：……エ、エルザ姉にほめられるとむずむずするぞ……（笑）。

ＧＭ：「素直じゃない弟だ。やれやれ」といった表情を見せたのち、彼かの女じよは拳こぶしを握にぎってアルとピアニィの前に差し出す。

アル：じゃあ、俺も拳を握ってコツンとやって―――（声を引き締めて）行ってくる。

ＧＭ：「まかせた」

ベネット：……なんかいいでやんすな、こういうの（笑）。

ナヴァール：ピアニィ様、本当は少しばかり休ませてあげたいところですが―――。

ピアニィ：いいえ、ナヴァール。すぐにここを発たちましょう。いつ、状況が大きく動くかわかりませんし―――なによりあたしがいつまで地上にいられるか……（笑）。

ベネット：ちなみに、あとどのくらい保もつんでやんすかね。

ＧＭ：うん、今はラピュータを出てから３シーン目か。ピアニィは、地上に来るまでに、五つの時間の結けつ晶しようを確かく保ほしている。今、ひとつ目を使い切って、ふたつ目の結晶が変色を始めているくらい。

一同：もうそんなにっ!?

ピアニィ：行きましょうっ、すぐ行きましょうっ！

ＧＭ：（笑）。それでは、エル・ウィン・フリットに向けて出立するところで、シーンを終了しよう！







◆Middle 05◆騎き士しゆえに




　隠かくしても、忘わすれようとしても、想おもいは常つねにキンバリーの心の奥おくでくすぶっていた。

　それは、騎士としての誓ちかい。

　すべてを捨すてたはずのこの想いを再ふたたび心に宿した時、認みとめた時―――。

　彼かれは、どこか心が軽くなるのを感じていた。




　それが、決して正しい道ではない……そうわかっていたとしても。




ＧＭ：ここで再び、マスターシーンを挟はさもう。舞ぶ台たいは、オープニングでも演出した、荒こう野やの中にぽつんとある小さな村だ―――。

アル：お、キンバリーのシーンだ（笑）。

ＧＭ：早朝、朝あさ靄もやの煙る村を背後に置いて、鎧に身を包んだ男がひとり歩き始める。その背には、巨大なハンマーを負うて……。

ピアニィ：キンちゃんが出発した！

ＧＭ：その鎧は、傷だらけだが手入れは行き届いているように見える。ところどころすすけているが、その色は赤。おそらくレイウォールの騎士団のものだろう、キンバリーは口もとを引き締め、振り返ることなく前だけを見て歩む―――そんな時だ。「……ねえ、どこにいくの？」　彼の背にかけられたのは子供の不安げな声。

アル：これは…………。

ＧＭ：そう。キンバリーは、誰にも告げずこの村を出ようとしていた。だが、どこか態度に出ていたんだろう。軍装に身を包んだ彼の背後には、子供たちが集まっていた。　「おじちゃん、いつもと格かつ好こうがちがうよ……？」　「どこか行くの？」　「今日、遊んでくれる約束だよ」彼の気持ちを留めようと矢や継つぎ早ばやに飛んでくる言葉に、キンバリーは優しげに苦笑する。

ベネット：な、なんか切ないでやんす。

ＧＭ：　「すまないな、でもすぐに帰るよ。遊ぶのは、また今度にしてくれるか？」　優しげにそう告げる彼の笑顔がこぼれ、朝の陽の光に……頭の中央が照り返る―――。

一同：こらっ！（笑）

アル：お、思うんだが……なぜ髪かみ型がたをマシなものに変えないのか（笑）。髪が生えてこないにしても、カツラとか、スキンヘッドにするとか方法はいろいろあると思うんだ……（笑）。

ＧＭ：キンバリーが頭をそのままにしているのは、前にやられた時の……。

ピアニィ：勲くん章しよう？

ＧＭ：なにが勲章なんだよっ!?（笑）　戒いましめだよ！　前に負けた時の無念を忘れないために、あえてこうしているの！　晴れて勝利を[image: ]つかんだ時、彼はようやく髪型を変えらるんだって！……髪の毛が生えてくるかどうかはしらんけど。たぶんダメだけど。

一同：…………。

ピアニィ：そうですか～、つらかったですね……。

ＧＭ：だからお前だ！　お前がキンバリーをこうしたんだっ！（一同大爆笑）

ピアニィ：ヤ、ヤンヤン！　ヤンヤンです……っ！（笑）

ＧＭ：……ともかく。　「さ、村の者が心配するぞ。みんな、家に帰りなさい」　そう言って、キンバリーは再び歩き始めようとするが……子供たちの表情から不安の色は消えない。確信があったわけではない。でも、キンバリーを引き留めようと必死だ。

ベネット：（子供になって）「なんでお外に行こうとするの！」

ピアニィ：（子供になって）「おじちゃん、どこ行っちゃうの？　おじちゃん！」

ＧＭ：どうやら、子供たちが離してくれそうもないとわかると再び振り返り、しゃがみこんで目線を合わせ……子供の顔をのぞき込む。　「お兄さんはね―――」

アル：待てぃっ！（笑）

ベネット：今さらそこに修しゆう正せいを入れるのぉっ!?（笑）

ナヴァール：せっかくかっこいい演えん出しゆつだったのに……（笑）。

ＧＭ：と、ともかく……っ！（笑）　キンバリーは、どこか落ち着いた微笑で諭すように言う。「……お兄さんはね、やはり騎士なんだよ。騎士となったあの日、このハンマーに誓いを立てたんだ。主を支え、これをお守りするが騎士としての使命。例えこの想いが幾度も裏切られようと、だ。それが俺の矜きよう持じなんだよ。わかるな？」

アル：わからんだろう。

ベネット：子供になんて難しいことを言ってるのか（笑）。

ＧＭ：そのとおりだ。だから、こんな声が掛けられる。「……ふふ、わかりませんよ」

ナヴァール：お？

ＧＭ：その声にキンバリーが振り返れば、そこに立っているのは女性の神官―――マリア。どこか切なそうに、しかし笑顔を浮かべて立っている。「マリア……」

ピアニィ：なんかいい話に……（笑）。

ＧＭ：あ、ちなみに。オープニングでは説明しなかったが、このマリアというのは読者投稿ＮＰＣだ。なんでも前の戦いで死にかけたキンバリーを助けた女性らしい（笑）。




マリア・パディーノ


（一七歳／女／ヒューリン　投稿者：愛知県　[image: ]伊織さん）



　〝純白の聖女〟と呼ばれる自称一七歳のアコライト。黒髪のおしとやかな女性。山奥で修行中、付近を彷徨さまよっていたキンバリーを発見した。




[image: ]




ＧＭ：マリアは、笑顔を絶やさぬままに子供たちを諭す。「さあさあ、キンバリーさんが困っているでしょう？　これからお仕事なんだから、邪魔しちゃだめよ？　お仕事が終われば、みんなと遊んでくれるから、ね？」

ピアニィ：う。

ＧＭ：「お仕事が終わったら、帰ってくる……？」　「戻もどってくるよね？」　マリアの言葉に、子供たちは口々に尋ねる。キンバリーは、マリアに小さく礼をして、子供たちと遊んでいた時の笑顔を見せた。そしてひとりの頭をなでながら―――「ははは、もちろんさ。遊ぶ約束をしただろう？」

ベネット：……ここで、小さい女の子が自分の首に巻いていたマフラーを差し出してキンバリーの首に巻くでやんすよ。（子供になって）「寒いからマフラー、貸かしてあげる。だから……ちゃんと返してね」

ＧＭ：おお。では一瞬の逡しゆん巡じゆんを見せてのち、キンバリーは言った。「……わかったよ。これは必ず返しに戻る」

ベネット：（子供なって）「……絶ぜつ対たいに返してね」

アル：念を押した（笑）。

ＧＭ：……Ｏはた、すごいわあ。シナリオで想定してたとおりの進行だ（笑）。

ベネット：マジっすか？　あっしはすごい！（笑）
















ＧＭ：（笑）。そしてキンバリーは立ち上がり、毅き然ぜんとした声で言う。　「……マリア、少しだけ家を空ける。その間、よろしく頼たのむ」　その言葉に、背の高い彼を見上げ、マリアは微笑を作り……答える。「―――はい」

ピアニィ：こ、これ、マリアさんは絶対にキンちゃんが帰ってこないって感じてるよね……。

アル：だ、だなあ……どうしよう。絶対、俺らに戦いを挑んでくるぞ……（笑）。

ＧＭ：「騎士としての本ほん懐かいを、お遂げくださいまし―――」　マリアの言葉に、キンバリーは大きく頷く。もはや騎士・キンバリーに迷いはない。村を、子供たちを、そしてマリアを二度と振り返ることはなく彼は出立する。少女に預かったマフラーを風になびかせながら。

ベネット：『無印』二巻から一〇巻までの間、この村できっとキンバリーなりの物語があったはず……それを思い出しつつ、彼は村から去っていくと―――。

アル：マリアとこの村の子供たちに、行き倒だおれていたところを助けられたり。

ナヴァール：子供たちと一いつ緒しよに、川で魚さか釣なつりを楽しんだり。

ベネット：子供たちに勉強を教えたり―――。

ＧＭ：そうだね。では最後に、その背中が見えなくなるまで見送り続けるマリアに、怪け訝げんな表情で子供のひとりが声を掛けたところでシーンを終了しよう。……その言葉は、こうだ。




「―――ねえ、なんでマリアお姉ちゃん……泣いてるの？」







◆Middle 06◆あるセインとの出会い




　ピアニィたちは、エル・ウィン・フリットを目指す。

　〝大だい崩ほう壊かい〟によって破は壊かいされた旧きゆうエストネル王国領りようは、今や妖よう魔まの出しゆつ没ぼつ地帯だ。

　ピアニィが統とう一いつ帝ていとなるべくやってきた頃ころとは、大きく様変わりしていた。




ＧＭ：ここで再び視し点てんはＰＣの側に戻る。場所はエル・ウィン・フリットへと向かう道中で、全員登場だ。ユンガーに示された目的地まであともう少しといったところだね。

ナヴァール：きっと、ここまでには妖魔との戦せん闘とうもあっただろうな。

アル：だろうな。以前、ここから逃にげた時とは様相もずいぶんと変わっただろうな。

ＧＭ：変わったね。人の気配はないし、街かい道どうも長く整備されていないとわかる。周辺の建物は廃はい墟きよと言っていいだろう。しかも、この地域を徘はい徊かいする妖魔や魔ま獣じゆうと出会うこともある。

ナヴァール：我われ々われは、転送石を使うか馬でも借りていけるところまで進み、そこからは徒歩でエル・ウィン・フリットに向かっていることにしよう。

ＧＭ：ＯＫ。エル・ウィン・フリットには、明日の朝には到とう着ちやくするだろう。

ナヴァール：そういえば、我々に残された時間はあとどれくらい？　ペンダントの様子は？

ＧＭ：んー……ふたつ目のコアがもうすぐ変色しきってしまう……そんな具合かな。

ピアニィ：もうそんなにっ!?

ベネット：地上にいられる時間の、半分近くが消費されたでやんすな……（笑）。

ピアニィ：急ぎましょう！

ＧＭ：では、ピアニィはそんな声をあげた時だ。先を急ぐキミたちの行く手に丘おかが見えてくるんだが……その向こうから剣けん戟げきが聞こえてくる。

ナヴァール：誰かが交戦している？

アル：俺おれが様子を見てくる。先を急いでいるんだ、面倒ごとは避さけられるなら避けたい。

ＧＭ：では、アルが先行してその丘おかへ向かってみると、そこでは立りつ派ぱな鎧よろいを着た騎き士しが妖魔たちと剣を交えている。

アル：状じよう況きようは？　場合によっては加勢をするが……。

ＧＭ：ああ、アルが加か勢せいするまでもない。見ればその実力差はあきらかだ。騎士が剣を一いつ閃せんするだけで数匹の妖魔は瞬時に斬きり裂さかれてドシャリと崩れ落ち……黒い煙けむりと化して消えた。

アル：おお、やるな。セインの生き残りか？

ＧＭ：そんなアルの視線に気づいたのか、騎士は振り向いてアルに声をかける。「おや？　こんなところに民間人がいたとは。キミ！　早く逃げた方がいい」

アル：いや、民間人ってわけじゃ……（笑）。

ＧＭ：「民間人ではない？」　そう言ってすぐに、騎士はアルの背に差されたそれに気づく。「……なるほど、たしかに。ただの民間人が、そのような剣を持っているはずがない。憤ふん怒ぬの剣とはな、久ひさしぶりに見た」

アル：この剣を知ってるってことは、あんたはセインか？

ＧＭ：その言葉に、騎士はくったくのない笑顔を見せる。「……おお？　キミはセインの存在を知っているのか！　そうかそうか！　ＨＡＨＡＨＡ！」

一同：ＨＡＨＡＨＡっ!?

アル：な、なんか変な奴が……っ！（笑）

ＧＭ：そんな笑い方をするって解説文に書いてあるんだよっ！

一同：読者投稿キャラか！（笑）




ジェード・リュック

　　　　　　（？歳／男／ヒューリン　投稿者：新潟県　新米さん）

　かつて、テオドールと共に一緒に戦っていたセイン。エル・ウォーデンが魔族の侵攻を隠蔽した際に、テオドールとは袂を分かった。

　邪神の御子を討つため眠りから覚めたが、〝大崩壊〟に巻き込まれた。現在は、旧エストネルの地で妖魔と戦っている。

　さわやかに「ＨＡＨＡＨＡ」と笑う。
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ＧＭ：「しかし、憤怒の剣はテオドールが持っていたはずだがな。キミはいったい……？」




[image: ]




ナヴァール：あー……そろそろ我々も近づいてもいいか？（笑）

アル：おっと、すまない。もうこっちに来ても大だい丈じよう夫ぶだ。

ピアニィ：じゃあ、あたしたちもアルたちのもとに行きましょう。

ＧＭ：すると、セインはピアニィを見て怪け訝げんそうな顔をする。

ピアニィ：え、警けい戒かいされてる？

アル：ピアニィは〝神しん竜りゆう王おう〟と〝邪じや神しんの御み子こ〟を吸きゆう収しゆうした状じよう態たいだからな。こいつは何者なんだ、と思われても仕方ない。

ＧＭ：もちろん、それもあるんだけど……くわしいことはあとにしよう。騎士は「お初はつにお目にかかる」と頭を下げると、しばらくキミたちを見て……「なるほど。私わたしにはわからない使命をお持ちのようだ」と、なにかを察した口調で言う。

ベネット：あっしらの実力を見み抜ぬくとは！　さすがセイン！

ＧＭ：ジェードはアルの方に向き直る。「ところで、テオドールはどうした？」

アル：テオは俺の師し匠しようだったが、数年前に死んだよ。憤怒の剣は、いろいろあって俺が師匠から受うけ継ついだんだ。

ＧＭ：ジェードは、アルの目をじっと見つめたあと、感かん慨がい深ぶかそうに呟つぶやく。「……なるほど。剣と目を継ついだか。懐なつかしい、昔はテオドールとウルフリック……それから、ウルフリックの妻つまである美しきエルダ……フェリタニア様と共に戦ったものだ」

ベネット：実はこのセイン、なんだかすごい人だった!?

アル：まさか、こんなところでテオを知っている人に出会えるとはな。

ナヴァール：私はフェリタニアという名に反はん応のうして渋しぶい顔になるが……気にせず続けてくれ。

アル：そういえば前回で明かされたナヴァールの設せつ定ていで、神竜王セフィロスとフェリタニアの間に生まれたってのがあったっけ（笑）。

ＧＭ：ジェードは語り始める。「ほふぅ……フェリタニア様は本当に美しい方だった―――」

ベネット：なんかこのセイン、変へん態たいっぽい感じが漂ただよってきた……（笑）。

ＧＭ：「私は彼かの女じよに愛あい情じようを抱いだいたと言ってもいい。が、ウルフリック様がフェリタニア様と深い愛情で結ばれているのを知り、私は一生彼女の騎士としてだけ生きようと誓ちかったのだ。そんな私にテオドールは苦笑していたものだ……」

ナヴァール：実らぬ恋こいってヤツか。

アル：テオだったらこう言ったんじゃないのか？　「そんなめんどくせぇことをしてないで、さっさと告白して振ふられてきやがれ」って。

ＧＭ：「……うむ、まんま同じことを言われた」（一同爆ばく笑しよう）。

ナヴァール：このセイン、なんだかすごくいい奴に見えてきた（笑）。

ベネット：いい奴でやんす（笑）。

ＧＭ：「私も一度は思いを伝えようかと思った。が、それがなされることはなかった。なぜならウルフリック様の死後、彼女も悲しみのあまり、あとを追うように亡なくなったからだ」

ピアニィ：……切ないお話ですね。

ベネット：待った！　考えてみればエルダっていうのは神を滅ほろぼすために邪神を呼よび込こんだ種族でやんす！　神に反はん逆ぎやくしたエルダが、セインの妻になるなんてありえないでやんすよ。それに、セインがいた時代に、エルダはいないはず……。

ＧＭ：「それはあくまでも表向きの歴史だ。たしかに、英えい雄ゆうと結ばれたという事実を知る者がいなくても仕方ないことだな。道義的にもあわないと思うかもしれない。だが」

ベネット：だが？

ＧＭ：「愛というものは、とても深いものなのだ……」

ベネット：……愛？

ＧＭ：「ウルフリック様との大だい恋れん愛あいの末、フェリタニア様は神への反逆をやめたのだ。エルダではあったが、フェリタニア様はよい皇こう妃ひであった。アルディオンの平和のために、我らと共に戦ったのだ」

ベネット：話が通じるエルダがいたって話でやんすか。まあ、それについては否ひ定ていはしないでやんすが。

ナヴァール：エルダであったがゆえに、皇妃フェリタニアの伝でん承しようは、アルディオンの歴史ではほとんど語られることがなかったのだろうな。

ピアニィ：エルダは邪神を呼び込んだ悪い存そん在ざいだと思っていました。でも、フェリタニアさんのような、いい方もいらっしゃるんですね。

ＧＭ：「きわめて珍めずらしい例ではあるが、彼女とウルフリックの愛は本物だった」

ピアニィ：なんだか、お父様とお母様のことを思い出します……。

アル：愛が人を変えたというところは似にてるかもしれないな。

ナヴァール：そうですね。お母上の愛が、オーギュスト王を変えたようですからね。

ＧＭ：それから、彼はピアニィの顔をしみじみと見てつぶやく。「似ている……」

ピアニィ：え？　あたし似てるの!?

ナヴァール：血が[image: ]つながっていますからな。なにせアヴェルシア王家は、ウルフリックの血をもっとも色いろ濃こく受け継いでいる王家ですから。

ピアニィ：あ、なるほど。

ナヴァール：少なくとも、エル・ウォーデン王もピアニィ陛へい下かのことをウルフリックの生まれ変わりだと呼よんでいましたから。

ピアニィ：でも、フェリタニアさんはナヴァールのお母さん？

ナヴァール：んー、この際さい、私のことはおいておきましょう（笑）。

ＧＭ：あんな設定持ち出すからややこしいことになるんだよ!!（一同爆笑）

ナヴァール：ともかく、ウルフリックとフェリタニアは陛下の八〇〇年前の祖そ先せんです。似ていると思われるのも、当然のこと。

ＧＭ：彼はこう思っているのだ。「実に忠ちゆう誠せいを誓いたくなるような顔だ」と（一同爆笑）。

アル：どんな顔だよっ！（笑）

ピアニィ：でも今はいっぱいいますよ、この大陸中に。

一同：本当だ!?

ナヴァール：ピアニィのクローンがいっぱいいるからなあ……リージュといい、グリンダといい……前に倒したクローンといい、今回出てきたクローンもだし……（笑）。

ピアニィ：このセインさん、ダマされそう……（笑）。

ナヴァール：ではジェードには、私が代わって答えよう。ピアニィ様は、正統なウルフリック殿どのの子し孫そんなのです。あなたが似ていると思われるのは当然のこと。

ＧＭ：「おお！　やはりそうであったか。私の直感は正しかった！」

ピアニィ：今は、使命のため道を急いでおります。

ＧＭ：「なるほど、私のような者には理り解かいもできない運命にしたがっておられるのか」

ベネット：あ、勝手に納なつ得とくした（笑）。

ナヴァール：そうだな。では、他ほかのセインたちが生きていることを伝えよう。

アル：それがいいですね。

ＧＭ：「おお！　すると拙せつ者しやは……っ！」　…………拙者？

一同：なぜ拙者っ!?

ナヴァール：いかん、この人は面おも白しろい人だ（笑）。

ベネット：ちょっと好きになっちゃいそうでやんす。

ＧＭ：まあ、もう拙者でいいや（笑）。「そうか、拙者の他にも生き残って戦っている者たちがいたのだな。では、それを捜して向かうことにしよう」

アル：ああ、気をつけてな。あんた、なんだかこう憎にくめないって言うか……いい奴だなあ。

ＧＭ：「そ、それほどでも」

ピアニィ：では、お気をつけてね。

ＧＭ：「ははっ、ありがたきお言葉！　この戦いの時代、再び会えるとしたらそれはまさに奇跡のような確率。しかし、拙者は信じておりまする。また、いずれどこかで会えると！」

ピアニィ：あ、はい……（笑）。

ＧＭ：「では、またいつか！」そう言って、彼はそのへんに[image: ]いでおいた馬に乗って駆かけていった―――。

ナヴァール：……去っていったか。なかなか気持ちのよい御ご仁じんだった（笑）。

ＧＭ：じゃあ、そんなところでシーンを終了しよう！







◆Middle 07◆夢ゆめの中の真実




　目指すは、エル・ウィン・フリット。

　すでに夜が訪おとずれ、野宿をすることになるが、明日には辿たどり着つくだろう。

　ピアニィたちは、焚たき火びを囲み身体からだを休めていた。




ＧＭ：それでは、次のシーン。ジェードと別れたあと、キミたちは夜どおし進んでエル・ウィン・フリットを目指した。目的地はもう目の前だが、疲ひ労ろうも極きよく致ちに達している―――。

ナヴァール：ではここで、最後の休きゆう憩けいを取るとしようか。焚き火を囲んで、話をしたり休憩を取ったり―――。

ピアニィ：エル・ウィン・フリット……統一帝になるための儀式からもう一年くらい経つんですよね。もう一年というか、まだ一年というか……。

ナヴァール：その頃ころは、まだ美しい街まち並なみがあったものですが。

アル：今はもう、見る影かげはないな……。

ＧＭ：そんな思い出話をしている中……ピアニィはコックリコックリと眠ねむり始めてしまう。

ベネット：あ、ピアニィ様が寝ねてるでやんす。

ピアニィ：……ごーっ。

一同：おい――――――っ!?（笑）

ＧＭ：そんな寝ね息いきかよっ!?

アル：もうちょっと、女の子らしい寝息はないのかっ！（笑）

ナヴァール：ここは、アルがそっとマントをかけてあげるところだろう。

アル：いや、でもその……寝息がごーっの女の子にマントをかけるのは……（笑）。

ピアニィ：……すやすや、すやすや～。

ベネット：変わった!?

アル：よ、よし。じゃあ、そっとマントをかけてあげよう。

ＧＭ：そして、ピアニィはまどろみの中で夢を見始めて―――。

ベネット：また夢のシーンがきた！（笑）

ＧＭ：うむ、今回は夢成分が多めでお送りしております。で……ふと気づけば、ピアニィはとある場所に立っている。そこはどこかの王宮のテラスだ。

ピアニィ：……あれ？　ここ見覚えは？

ＧＭ：見覚えはないね。まず、最初に言っておこう。キミはこれが夢だとすぐにわかる。夢の中の自分は、自分であって自分ではないような……そんな不思議な感覚だ。

ピアニィ：自分でありながら、客観的にも感じることができるみたいな？

ＧＭ：そう、そんな感じ。……その王宮のテラスの眼がん下かに街並みが広がっている。そこになにか無数の人々が押しかけ、あなた〝たち〟に向かって一斉に手を振っている。

ピアニィ：〝たち〟って誰だれ？　振り返ると……？

ＧＭ：うん、キミの横に立つ、もうひとり人物に気づく。

ピアニィ：もうひとり？　誰ですか？

ＧＭ：その人物は、とても美しい妙齢の女じよ性せいだ。彼女は、キミを信頼しきったような……そして幸せそうな笑顔で語りかけてくる。「……あなた、見て。今、アルディオン大陸は幸福と平和に包まれています。これは、あなたが成し遂げたことよ―――」

ピアニィ：……え？

ＧＭ：その言葉に、キミはこう答えるんだ。「……そうだな。だが、私ひとりの力がなしえたものではない。少なくとも、お前が傍かたわらにいてくれたからだよ、フェリタニア」

ピアニィ：えええええっ!?

ナヴァール：女性がフェリタニアといことは、陛へい下かがウルフリックの視点で見ている夢か。

ＧＭ：そういうことですな。




　英雄ウルフリック―――。

　フェリタニア帝てい国こくを建国し、アルディオン大陸を平定した偉い大だいな人物。

　その伝説の英雄として、今ピアニィは万ばん雷らいの歓かん声せいを受けている。




ピアニィ：あたし、ウルフリック！

ＧＭ：まあ、夢の中なので性せい別べつがちがっていてもなぜか納なつ得とくしているのだ。そして、フェリタニアと呼ばれた女性は、ピアニィのお母さんである、ティナにそっくりだ。




[image: ]




ピアニィ：お、お母様……？

ＧＭ：キミは、この女性をとても愛している。そして、彼女からも愛されているのを感じ、満ち足りているんだ。

ピアニィ：もしかして…………………………これは百ゆ合り的展てん開かい？

ＧＭ：いや、今は男だし。

ピアニィ：あ……。

ＧＭ：あ？

ピアニィ：……ア、アイアムメ―――ンっ！（一同爆笑）

一同：英語になった――――――っ!?

ナヴァール：しかもなぜか複ふく数すう形けい……っ!?

ＧＭ：というか言動おかしいぞ、大竹さん……っ!?（一同爆笑）

ピアニィ：い、いえ。なんとなく……混こん乱らんしたもので……。

ＧＭ：まあいい。えー……そして、フェリタニアはそっとあなたの手を握にぎる。

ピアニィ：ドキ……ッ（笑）。

ＧＭ：心の内に温かい感かん情じようが湧わき起こる。キミたちはお互たがいを信しん頼らいしている夫ふう婦ふだ。

ピアニィ：これが〝愛〟……。

ＧＭ：そう、それが実感できる。さっきのセインが言ったことは[image: ]うそではなかった。

ベネット：きっと観衆の中には、さっきのセインさんもいるんでやんすかね。

ＧＭ：いや、彼は夫婦のすぐうしろにテオドールと並んで立っているね。羨せん望ぼうのような嫉しつ妬とのような、それでいて祝福したい……そんな顔で彼はふたりを見守っている（一同爆笑）。

ピアニィ：な、なんか……ごめんなさい……（笑）。

アル：すっかり面白い奴に……（笑）。

ナヴァール：きっとテオドールは、ニヤニヤしているにちがいない。

ピアニィ：ともかくそんな夢を見ていると。

ＧＭ：うん。そして、ピアニィが夢を見ている一方……現実の世界では―――。

アル：俺たちが疲れて眠ったピアニィを微笑ましく見てい……。

ピアニィ：ごーっ。

ベネット：だからぁっ！　寝息ぃいいぃっ!!（一同爆笑）

アル：ぜんっぜん微笑ましくねえよっ！（笑）　起きろよピアニィっ！（笑）

ＧＭ：いや、実際は微笑ましいんだ！　眠りながらも、彼女はなにかこう幸せそうな笑顔を見せて―――。

ピアニィ：………………むふ（笑）。

一同：…………。

アル：す、少なくとも笑ってはいるが……なんだろう、どこか納得できない笑い方だ。

ベネット：こ、こいつ……っ、笑ってやがる……っ、と言いたくなる笑いでやんす。

ピアニィ：むにゃ……アイアムメーン……っ！

ベネット：今度は寝ね言ごとかっ!?

ＧＭ：そ、そろそろ起こしてやった方がいいぞ。ヒロイン性が崩ほう壊かいする前に。

アル：お、おう（笑）。肩かたをぽんぽんと叩たたいて……おい、起きろ。起きろって。

ピアニィ：…………むにゃ？

アル：起きたか？

ピアニィ：（がばっと起きて）……あ、愛ですねっ!!

アル：いきなりなんだよっ!?（一同爆笑）　ちょっと熱を測はかろうか……（←微妙な笑顔）。

ピアニィ：…………あれ？

アル：お前、疲つかれてんのか？　うん、疲れているんだよな……。

ピアニィ：……あたしの嫁よめは？

一同：…………。

アル：ピアニィ…………（笑）。

ベネット：もはやなにを言ってるのか……。

ＧＭ：と、そこでピアニィの意い識しきもはっきりとしてきまして―――気がつけば、キミの周囲にかわいそうなものを見るような目の三人が……。

ピアニィ：ちがうんですよっ!?

アル：いきなりいいわけか？

ピアニィ：……あれ、あ、いや……今の夢はなんだったんだろう？

ベネット：夢を見ていたんでやんすな。どんな夢でやんす？

ピアニィ：ええと……その……あえて言うなら―――。

ベネット：あえて言うなら？

ピアニィ：夫婦の愛を実感しました。

一同：…………。

アル：……起きてるか？　大だい丈じよう夫ふか？

ピアニィ：起きてます起きてますっ。あんな明めい確かくに愛を感じたのは初めてですっ！

ＧＭ：話がちっともかみ合ってない……（笑）。

ベネット：もう少し休んだ方がいいんじゃないでやんすかね……。

アル：時間はないが、この調子だとな……。

ピアニィ：え、ええとですね、フェリタニアさんとウルフリックに会ってきたんですよ！

ベネット：そ、そうですか、会いましたか……。

ＧＭ：もうなに言ってるかわかんないな（笑）。

アル：だ、ダメだっ、どう話しても生なま暖あたたかい笑顔になってしまう（笑）。

ピアニィ：うーん、感じたことを伝えたいんだけど……ど、どうやって言おう。

ナヴァール：では、ここは私がすべてわかったような顔でいよう。そうですか、かつての英雄の夢を見られたのですな。それは、決して偶然ではありますまい―――。

ピアニィ：さすがナヴァール！

ナヴァール：そうですか、ピアニィ様……おふたりはなにをおっしゃっていましたか？

ピアニィ：はい、愛と信頼について語り合っておりました。とても幸せそうに。

ナヴァール：ほう―――。

ピアニィ：そして、なぜかあたしがウルフリックでした。

ベネット：まあ、それはしょせん夢でやん……。

ナヴァール：……なんですとっ!?　と、私は大げさに声をあげる。陛下がウルフリック!?

ピアニィ：う、うん。あの、それが……？

ナヴァール：……かつて、エル・ウォーデン殿がそのようなことをおっしゃっていた。ピアニィ様は、英雄ウルフリックの生まれ変わりである、と。

ピアニィ：ではあの夢は、前世の記憶？　そこはあたしが思おもい描えがくような素す敵てきな風景でした……。

ナヴァール：たしかに、ウルフリックが統一帝であった時期は、アルディオンは戦争もなく平和な時代だったからな。

ＧＭ：そうだね。戦せん乱らんの時代は彼の死後からだ。

アル：まあ、夢の話はまた今度にしとこうぜ。今は、休息を取ることが大事だ。

ピアニィ：はい。でも、夢かもしれないけれど……あんな世界が、また迎むかえられるといいですね。

ナヴァール：もちろん、そういう時代が来ますとも。

ピアニィ：はい。あたしは未来に[image: ]つなぐ架かけ橋はしにならなくちゃ。がんばります！

アル：さ、ともかく今は休息を取ろうぜ。次はいつ休めるかわからないからな。

ピアニィ：……はい（笑）。

ＧＭ：そして、ピアニィはどこか仲間の笑顔に安堵を感じ……いつのまにか自分にかけられたマントに気づく。それでさらにどこか温かい気持ちになり―――。

ピアニィ：じゃあ、こてんと隣に座ってるアルの肩に頭を乗せて……（笑）。

アル：お、おい。

ＧＭ：そして、静かに時は過ぎていく。おそらくは、大きな戦いが起こるであろう明日を前にした、最後の幸せなひと時。……そんな雰囲気の中で、このシーンは終えよう―――。







◆Middle 08◆忠誠のために




　エル・ウィン・フリット―――。

　エストネル王国の王都にして、美び麗れいを極めたかつてその姿すがたも今は昔……あの華やかだった水の都はもはや廃はい墟きよとなっていた。

　この崩ほう壊かいの地になにが待つのか……四人はまだ知らない。




ＧＭ：では、ここで場面が変わってキミたちが王都エル・ウィン・フリットに到着したところから新しいシーンを始めよう。王都といっても、正せい確かくにはもはや廃墟だけどね。時刻は……そうだな、夕方としようか。

ベネット：街はどんな状況で？

ＧＭ：かつてエル・ウィン・フリットは水の都と讃たたえられた水上都市だった。が、〝大崩壊〟ののちは水もすっかり引いて、そこにあるのはがれきの山だ。いくつか、かろうじてその形状を保っている建物が、そこがかつての王都だと教えてくれる。方々に残された水たまりが、夕陽の光に反射して周囲をオレンジ色に染めており……。

ピアニィ：ああ……。

アル：ここらに、ヒューバードたちが来てるんだよな？　周囲を見回すと……？

ＧＭ：見回して気になったのは、かつて王城があった場所だ。地上の建造物は破壊されているのだが、その跡地に巨大な穴が穿うがたれている。

一同：穴？

ＧＭ：そう。それは、あきらかに〝大崩壊〟後に、人為的に破壊されてできたものだ。その巨大な穴に顔をのぞかせているのは、あきらかに建築様式のちがったなんらかの建造物だ。

ピアニィ：どういうこと……？

アル：王城の地下に、それを隠すように遺跡があったってことか？

ＧＭ：おお、そのとおり。王城跡の敷地に穿たれた大きな穴の向こう……影になっている場所に巨大な扉らしきものが見える。その扉も破壊され、無残にその口を開いているが……。

ナヴァール：ふうむ、おそらく城しろはこれを隠かくすように建てられたのだろうな。

ＧＭ：そのとおり。そして今、開かれた扉の向こうから漏れ出しているのは、漆しつ黒こくをイメージさせるどこか危あやうい気配だ。

アル：あれだな。俺たちの目的地は……。

ベネット：うおー、あっしが一番乗りでやんすよ。うっひょ―――っ！　と、駆け出します。

アル：ちょ、待てよベネット!?（笑）

ベネット：うおおおっ、あれが未来じゃ―――っ！

ＧＭ：では、真っ先に駆かけつけたベネットはまずは気づく。

ベネット：あ、はい（笑）。えー、なんに気づくので？

ＧＭ：……崩れ去った城の向こうに沈しずみゆく夕ゆう陽ひ。それを背負い、穿たれた穴の前にひとりの男が立っている。

ベネット：だ、誰でやんすか!?　

ＧＭ：「…………」　男は、なにも答えない。沈む夕陽を背に受けて立つその人物が持つのは、あきらかに巨大なハンマーっ！

ベネット：ハンマーっ!?　ま、まさかこの男は……！　しかしあっしは確信が持てない。

ＧＭ：だが次の瞬間にベネットはその確信とやらを得る。逆ぎやつ光こうにより、男の姿は影に落ちてよく見えはしない。しかし夕陽を浴びて、男の頭の中央一列だけが照り返って燦さん然ぜんと輝かがやいている……っ！（一同大爆笑）

アル：……ぶっ!?

ナヴァール：そ、そんな演出か……っ!?

ベネット：あああああっ、その頭部中央のテカリ……っ！　ま、まさか貴き様さまは……っ!?

ＧＭ：「……久しいな、お前たち」　そう、そこに立っているのはキンバリーだ……！

ベネット：うぉ―――っ、やっぱりか！

ＧＭ：「貴様のギャグにもう付き合う気はない」

ベネット：馬ば鹿かな!?　あっしとお前でこのアルディオンに笑いの嵐あらしを振ふり撒まこうと誓い合ったじゃないか―――っ!!

ＧＭ：「―――捏ねつ造ぞうすんな」（一同爆笑）

ベネット：は、どうやらあっしの勘かんちがいでやんした。

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

ＧＭ：お前、どうしても馬鹿な方向に持っていきたいんか（笑）。

ベネット：いや、あっしも勢いきおいで言って困こまってるでやんす。今まで、ちょっとシリアスな話だったんでいろいろ爆ばく発はつしているでやんす。

ナヴァール：お、おう……（笑）。

ベネット：こう、ギャグを言っていないとあっしの存在意義が……みんな、あっしのことを忘れそうで……ああっ、忘れないで、みんな。忘れないでください。あっしがベネットです。

ＧＭ：やかましいっ！（笑）




　もはやなにを言っているかわからないレベルである。




ＧＭ：もうベネットは無む視しだ（笑）。キンバリーはベネットの肩越しに、背はい後ごに立っている三人……特にピアニィに目を向ける。

アル：そして宿しゆく敵てきヤンヤンにも……！（笑）

ＧＭ：念のために言っておくが、キンバリーは自分の頭がこうなったことに関しては恨うらみに思ってないぞ。

ベネット：なん……だとっ!?（笑）

アル：もう乗のり越こえたというのかっ！　あんな辱はずかしめを……っ！（笑）

ベネット：なんと強い精せい神しんか……！

アル：今、初めてお前を尊敬した……っ！（一同爆笑）

ＧＭ：おい、アルまでギャグの世界に引きずり込まれているぞ。

アル：はっ!?　シ、シリアスに……（声を引き締めて）いつ以来かな、その頭を見るのは。

ＧＭ：どこか皮肉めいたアルの言葉にも、キンバリーは心を乱さない。「……アル・イーズデイルか。お前たちがここに来るのは、わかっていた」　その表情と瞳が湛たたえる光は、まるで波紋ひとつない鏡のごとき湖面を想わせる。憑つき物ものが落ちたような静かな表ひよう情じようだ。

アル：こいつ、変わった……と感じよう。

ピアニィ：キンバリー……お久しぶりです。

ＧＭ：その声に、キンバリーは真まっ直すぐにピアニィを見み据すえる。「……姫ひめ君ぎみ―――」

ピアニィ：アル以外に姫って言われるのもなんか久しぶりな……。

アル：まがりなりにも、あいつはレイウォールの騎き士しだからな。ピアニィは、あいつの中ではいつまでもヒューバードの妹であり、王国のお姫さんなんだな。

ＧＭ：そういうことだね。キンバリーは、戦闘態勢こそ崩しはしないもののピアニィに対して一礼し―――言う。「……姫。かつて生命を救っていただいたこと……このキンバリー、感かん謝しやしております」

ピアニィ：よく、今までご無事で……とても心配しておりました。あの、今はどちらに？

ＧＭ：「あの戦いのあと、小さい村に身を寄よせておりました」

ピアニィ：もうお身体は大丈夫ですか？

アル：怪物化していたからな、こいつ。

ＧＭ：「……はい。姫の力に救われて以後、私は人としての生活が送れました」

ピアニィ：あれは、あたしの力ではありません。

ＧＭ：「姫の力ですよ。〝ひとつの石〟の力を私に使うと決められたのは、他ならぬ姫君にございます」

ピアニィ：あたしはあの時、なにも考えず……ただ助けなきゃって……。

ＧＭ：「変わりませんな、姫ひめ様さまは……」　ふっ、と優しく微笑ほほえむキンバリー。「きっと此こ度たびもまた、自分ではなく大勢の誰かのためにここまで来られたのでしょうな」

ピアニィ：―――はい。

ナヴァール：ヒューバードのやろうとしていること、なんとなく理解はしているようだ。

ピアニィ：キンバリー、あたしはもうあなたに命令を下す立場にありません。だからお願いします。道を空けてください……いえ、それよりも、あたしたちと一緒に……。

ＧＭ：ピアニィは、その言葉を言い終えることはできない。〝……ガンっ！〟　キンバリーが右手に握るハンマーの柄を大地に打ち付け、決意と共に握にぎり込む！　「姫君！　今でも我が主はヒューバード殿でん下か！　殿下の征いく道を塞ふさぐ輩やからを看過することはできません……っ！」

ピアニィ：キ、キンちゃん……。

アル：……キンバリー。今さら、ヒューバードにつくだと？　

ＧＭ：「………そうだ」

アル：思い出せ、ヒューバードがお前をどう扱あつかったかを。ただ切られただけじゃない。妖魔化の実験にされたんだぞ？　使つかい捨すてのコマよりもひでえ。それでも、お前はヒューバードのためにそこに立つのか？

ＧＭ：「……それでもなお、だ！　俺はこの生命尽きるまで殿下の騎士！　あの方にどう思われようと、騎士たるもの主を助け、主のために難なん敵てきを排はいし、その道を切り開く！　それが私に課せられた使命……！」

アル：こ、こいつ……。

ＧＭ：「かつて、ヒューバード殿下と共に過すごした時間……あの方に忠ちゆう誠せいを誓った時の高揚感、充じゆう実じつ感かん―――殿下は私のすべてだった！　それを今さらながら思い出した……そうとでも思ってくれ」

アル：大した忠誠心だ。頭が下がる……いや、こういうべきか？　相当な頑がん固こ者ものだ、あんたは―――。

ＧＭ：「……かもしれん。だが、生き方を今さら変えることはできん。おそらくはあの方は私がここにこうしていることも知りはすまい」

ピアニィ：そんな……。

ナヴァール：騎士としての意地を通したい気持ちはわかる。だが、その前にお前は人間だ。ピアニィ様に人間として生きる機会をもらったのだから、人として天寿をまっとうすることを誰も咎とがめはすまい。

ＧＭ：「それも十分に考えたさ。そしてひと時の日にち常じようというものを手に入れた。そこで過ごした日々は穏やかで、俺にとっても忘れられないものだ。……しかし、自分の心の中心には常に騎士としてのなにかが燻くすぶっていた。それを忘れることはできなかった。そして……殿下を想う心が勝ってしまったのだ」

ピアニィ：キンバリー……あなたは変わっていません。レイウォール時代の、あたしの知っているキンバリーのままです。

ＧＭ：「―――その言葉、痛いたみ入いる」そう答えるキンバリーは、覚かく悟ごを決めたひとりの騎士だ。ここを自分の死地にするという気き迫はくすらある。

ピアニィ：……騎士とは、強いものですね。ちょっとアルのことを思いつつ。

アル：ちらっと視し線せんを返すよ。

ＧＭ：「……姫君にお願いしたい。私に、騎士としての本ほん懐かいを遂とげさせていただきたい」

ピアニィ：…………。

ナヴァール：ピアニィ様、もはやあなたの心のままにお答えするのがよいかと。

ピアニィ：じゃあ、それに頷うなずいて……キンちゃんに言います。　―――わかりました。全力で戦いましょう……っ！

ベネット：なんという雄お々おしい答えか！（笑）

ＧＭ：「ありがたい……っ！」　キンバリーは、満足げに笑みを浮かべ、その両の手でハンマーを構える……！

ナヴァール：だが、よいのかキンバリーよ。お前の力では、そのハンマーではもはや、ピアニィ様にかすり傷きずひとつ付けることはできぬ……っ！（一同爆笑）

ベネット：くっくっく、なんと言ってもあっしらは運命クラスでやんすからねえ！

ナヴァール：そうとも。運命クラス四人を相手に、いったいどう戦うつもりか……！（笑）

ＧＭ：そのセリフ、キンバリーに倒たおされるフラグじゃん！（笑）

ベネット：こ、これくらいのセリフは必要！　必要でやんす……っ！（笑）

ＧＭ：「……ならば、騎士の覚かく悟ごを見るがいい！」　キンバリーがマントを脱ぎ去るっ！　それにあおられ、首に巻いたマフラーがたなびく。そこに表わしたものは……っ！

ベネット：騎士の覚悟なんざ……ゲ―――ッ!?　まさかそれは―――っ!?

ＧＭ：はえーよっ！（笑）　えー……逆光となって立つキンバリーの人影……だがよく見れば彼の胸元や首筋、腕……素肌があらわになっている部分に、いくつかの妖しい光が見える。

一同：いくつかの光……？

ＧＭ：そしてキミたちはその光を知っている。あの輝きは間違いない……竜りゆう輝き石せきだ。

一同：なにいっ!?

ベネット：げげ―――っ、それは竜輝石―――っ！

アル：ダミーかなにかだ！　この大陸中の石を集めても三〇個に満たないんだぞ！

ＧＭ：そう、それは人の造り出したもの……〝疑似竜輝石〟だ。神喚者ヴアリエンスに届とどかない者としては、これがキミらに敵いうる唯ゆい一いつのパワーアップ方法だったのだろう。

ナヴァール：疑似竜輝石だと！　マルセルから聞いたことがある！　バルムンク・ノヴァの手により生み出されたあれが、高い戦闘力を持つゴーレムの量産を可能にしたと……！




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ④』を参照である。




アル：でもよ、その石の力は本物に劣るんだろ？　そんなのを五個や六個持ち出しても……。

ＧＭ：「……安心しろ、アル・イーズデイル！　この身体に埋うめ込こんだ疑似竜輝石は一〇〇と八……っ！」
















アル：なん……だと……!?　って、予想より全然多かった！（笑）

ナヴァール：……アルディオン大陸で一〇八にどんな意味があるんだろう……って、それはおいといて。正気か、キンバリー。そんなものを一〇八も身体に埋め込めば、その負荷に耐えられず肉体が崩壊する……！

ＧＭ：「ほう、さすがはナヴァール。気づいていたか―――」

ナヴァール：はい？

ＧＭ：「そのとおりだ！　この一〇八の竜輝石……一度灯を入れてしまえば我わが生命はあと２ラウンド……！」

ナヴァール：え!?　ほんとに死ぬのっ!?

アル：え。それ、戦闘を開始して２ラウンドの終わりに死亡するってこと？

ＧＭ：正解。

一同：なに――――――っ!?

ピアニィ：えぇええぇぇっ!?　あたし、キンバリーを助けたいですよっ!?　マリアさんとか村の子供とか……あんなの見せられたら倒せない……！（笑）

ＧＭ：あ。マリアや村の子供たちについて、キミたちはなにも知らない。あれはあくまでもマスターシーンだからな。

一同：そのとおりだ―――っ!?（笑）

ピアニィ：ひどい――――――っ！

アル：く、くそ！　子供たちがお前を待っているんだろう、とか言いて―――っ！（笑）

ＧＭ：「では、始めよう！　これが俺の最後の光だ！」　ドンっ、と再びハンマーの柄で大地を打つと……キンバリーに埋め込まれた竜輝石が呼こ応おうする。まるで、彼の生命を燃もやし尽つくすかの如く、身体中に光が灯ともり……彼の立つ場所を起点に突風が渦巻いた……っ！

ピアニィ：あああ、キンバリー―――っ！

ナヴァール：（シリアスな口調で）ぬう、あのキンバリーの姿すがたはまさに……人間クリスマスツリー……っ！（一同大爆笑）

一同：しゃちょ――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：シリアスなシーンにアホなこと言うな―――っ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：むう、このナヴァールともあろう者が気迫に押され、動揺しているようだ。

ピアニィ：もう止めることはできないんですか、キンバリー！

ＧＭ：「もちろんです。私は、あなたに感謝いたします。生命を救ってもらい、騎士として本懐を遂げることができるのですから―――」　そう告げる彼はあくまで笑顔だ。

ピアニィ：そんな……。

ＧＭ：「では、我が人生の最後の２ラウンド、付き合っていただこう……！」




●第一ラウンド

ＧＭ：それじゃ始めようか。ある意味、キンちゃんの人生のクライマックス。

ベネット：ある意味というか、本当にクライマックスじゃないですか！

アル：このままだと、死亡だからな。

ナヴァール：配置は？

ＧＭ：ＰＣ側は全員で一エンゲージだ。10メートル先に、キンバリーがひとりで立つ。では、セットアップだ！




▼行こう動どう値ち

ベネット　　　　　　　　　37

キンバリー　　　　　　　　26

ピアニィ　　　　　　　　　22

アル　　　　　　　　　　　12

ナヴァール　　　　　　　　７
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ＧＭ：【行動値】、キンバリーは26だからトップはベネットだな。

ピアニィ：あれ、キンちゃん……意外と遅おそい？

ベネット：それじゃ、あっしのセットアップ。まずは《陣じん形けい》？

アル：使っていいんじゃないか。速そつ攻こうで範はん囲い攻こう撃げきがくるかもしれないし。

ナヴァール：三回使えるし、問題ないでしょう。

ピアニィ：じゃ、使っておきます！




　この《陣形》による移い動どうで、アルがキンバリーにエンゲージ、他の三人はそれぞれエンゲージを分けた。




ナヴァール：うーむ、今回取った《ワイドプロテクション》がまったく役に立たない形になってしまった（笑）。

ピアニィ：仕方ないですね（笑）。

ＧＭ：あ、アルがエンゲージしたんでわかるがキンバリーは《脚止め》を持っているので、封鎖される。

アル：了解。俺は離脱しないしどうでもいいんだが……。

ナヴァール：引き寄せるスキルを持ってそうだな。

ベネット：あらためて、あっしの番でやんす。《マスターテイマー》《コールサーバント》。旅人の石を投げると、使い魔の猫ねこが取って呑のみ込こみ、巨大なサーバントに変身！

ＧＭ：………………。

ベネット：（動物をなでるジェスチャーをしながら）よーしよしよし。猫はこういう風になでると喜ぶんですねー。うわ、[image: ]かむんじゃない。て、怒おこっちゃいけないんですねー。

ＧＭ：…………。

ベネット：…………って、キンバリーそろそろ突つっ込こんで！

ＧＭ：だから、キンバリーはもうそんなギャグに惑まどわされないんだよ！

ベネット：くそう、ひとりでシリアスぶりおって！

ＧＭ：じゃあ、そのキンバリー。まずは《一〇〇の軍ぐん団だん》というパワーが自動発動する。これで、射しや程ていが「●●ｍ」となってるスキルやパワーの射程がすべて視し界かいに変へん更こうされる。

ベネット：いくら距きよ離りを取っても無む駄だってことでやんすね。

ＧＭ：そういうこと。ぐわっとキンバリーの気配が膨ふくれあがり、一〇〇の軍団に匹ひつ敵てきするほどのプレッシャーを放つ。その前には距離などどれだけあっても無意味。さらに、自分のセットアップで《迷まよいなき決けつ断だん》というパワーを使う。

ナヴァール：パラディンの運命クラス……クルセイダーのパワーか。

ＧＭ：そう。これで、《インペレイティブ》と「タイミング：セットアップ」のパワーをひとつ使用する。キンバリーに埋うめ込まれた竜輝石のひとつが、「バン！」と弾はじけ……。

ベネット：（セリフを遮さえぎり）弾ける美お味いしさ、キンバリー。

ＧＭ：……………おい（笑）。

ベネット：はっ、すみません。条じよう件けん反はん射しやで………（笑）。

アル：大畑君のは、なんかこう１テンポ遅おくれて笑いのツボに来るからずるいよね（笑）。

ＧＭ：しかも、スルッと人の心に入ってくるしな（笑）。まあいいや、とにかく《迷いなき決断》を使用。《インペレイティブ》で《フォーメーション：アサルト》。これで【行動値】＋15して、41。

ナヴァール：お、ベネットより速くなった。

ベネット：あっしより速いだと!?

ＧＭ：それと同時に、《ルアーリング》＋《デコイルアー》。

アル：やっぱり引き寄せ用のスキルを持ってたか！

ＧＭ：もちろん持ってないわけがないだろう。《ルアーリング》で［逆ぎやく上じよう］を与あたえて《デコイルアー》で自分のエンゲージまで転送！　さらに《トラッシュトーク》を持っているんで、［逆上］を与えると【行動値】が下がるという。

ピアニィ：ひどいコンボっ!?

アル：《トラッシュトーク》と《フォーメーション：アサルト》か。ふたつともジェネラルのスキルだっけ？

ナヴァール：だな。かつてレイウォールで一軍を率ひきいていただけはあるか。

ベネット：くっ、貴様。このジェネラルベネットを差し置いてジェネラルになるとは！

ＧＭ：お前にはそこのサーバントがあるからいいだろ。えー、対象はベネットね。

ベネット：ホワイ!?　なぜ、あっし！

ＧＭ：《インターフィアレンス》を封ふうじるために決まってるだろ。ベネットの回かい避ひはどれくらいだっけ？

ベネット：《ドッジムーブ》を考えると４Ｄ＋33でやんす。

ＧＭ：それだと厳きびしいな……。よし、ここでフェイトを４点使用。

ピアニィ：キンちゃん、フェイト持ってるの!?

ベネット：てか、そんなに使うのか！

ナヴァール：二桁けた持ってても不思議じゃないな、フェイト……。

ＧＭ：これで合計９Ｄ振るよ。固こ定てい値ちは＋16。

ベネット：あっしはいつでも、どんなものでもウェルカム。……でも、たぶんクリティカルするんじゃないか、これ。

ピアニィ：９Ｄも振るからねー。

ＧＭ：いいか、いくぞ？（と、ダイスを握り込む）

ベネット：いいでやんす、振ってくれ！

ＧＭ：それでは……それ！（ダイスを振る）うお、ひ、低い!!　めちゃくちゃ出目が低いが、かろうじて６は二個こある!!　クリティカルだ!!

アル：（ダイス目を見て）本当にひどいな、ふたつの６以外、全部３以下（笑）。

ベネット：ここは《影かげ縫ぬい》の使いどころでやんすかね。一シーンに一回だし。

アル：使っていいんじゃないか？

ＧＭ：ぶ、ちょっと待って、それタイミングは今？

ベネット：いや、振り直しのあとだから、先にフェイトで振り直せるでやんすよ？

ＧＭ：（少し考え）……そうだな、振り直す。《インサポート》！　（ダイスを振る）よし、出目はよくなったし、クリティカルもしてる。

ベネット：なら、そこで《影縫い》でやんす。「これぞパワー！　貴様との差だ―――っ！」と言って、６の目を一個除じよ外がい。

ＧＭ：んじゃ、達たつ成せい値ちは43。

ベネット：それなら余よ裕ゆう。新たなるベネット様の力の前には、塵ちり芥あくたも同然よ、うーっひっひっひ。《ドッジムーブ》と《ダンシングヒーロー》を使用。これで５Ｄ＋33でやーんす!!

アル：５Ｄで10以上だからたしかに楽勝だ。

ＧＭ：んじゃ、そこにこっちもスキルを使う。

ピアニィ：まだなにか持ってるの!?

ＧＭ：《ジャミングガード》を使って達成値にマイナス10。さらに、《ジャミングマスター》も使う。

アル：効こう果かはなんでしたっけ？

ＧＭ：その判はん定ていでは６の目が三つ以上にならないとクリティカルにならない。

ピアニィ：達成値にマイナス10された上、クリティカル封じですか……。

ベネット：それはキツイでやんす！

ナヴァール：回かい避ひするには純じゆん粋すいに５Ｄで20以上出さねばならんな。

ベネット：うーん、これ以上なにもできないか。ここは諦あきらめた方がよさげ？

アル：だね。ワンチャンスで振ってみるしかないんじゃない？

ベネット：そうします。（ダイスを振る）ぐお、出目18!!

ピアニィ：ベネットちゃん、惜おしい!!

ＧＭ：２足りずか。

ベネット：ですね。「これがジェネラルの力か、なんと恐おそろしい」と恐きよう怖ふしつつ、ゴロゴロとキンバリーの近くに転がっていく。［逆上］して【行動値】マイナス10。

ＧＭ：で、さらにパワーを一個使用。《穢けがれし束そく縛ばく》。対象は範囲（選せん択たく）なので、アルとベネット。ラウンド終了まで「タイミング：イニシアチブ」のスキルが使用不ふ可かとなる。

ベネット：な、なんやて。《カリキュレイト》が使えない!!

ナヴァール：やっかいなマネを。頑がん張ばってるな、キンバリー。

ピアニィ：すごいすごい！

ＧＭ：てなところで、キンバリーのセットアップが終わり。

アル：さすがクルセイダー。長いセットアップだった……。

ナヴァール：次はピアニィですね。

ピアニィ：あたしかあ。《スウィフトウェポン》……いや、《インクリーズデバイス》にしましょう。ナヴァール以外のダメージに＋20。

アル：俺のセットアップはなにもない。

ナヴァール：最後は私か。《マインドマスター》《コーデックス》《メンターアーツ》で指定はアコライト。で……ここは《ヘイスト》で、ベネットを先に動かすか。

ベネット：それはありがたいでやんす。

アル：ベネットが先に動いて、エンゲージから離り脱だつするのはかなり大きいな。

ナヴァール：ただ、フェイトを使わないと届かない。１点使おう。（ダイスを振る）よし19アップ。

ベネット：これで46！　先せん制せいを奪うばい返かえしたでやんす！
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ＧＭ：ちっ、これはどうしようもないな。イニシアチブで誰も動かないなら、ベネットのメインプロセスを開始しよう。

ベネット：まずはムーブアクションで《フェイドアウェイ》でやんす！

ＧＭ：封鎖されてるからキンバリーと【行動値】判定で対決だ。

ベネット：ぐえ、忘れてたでやんす！　でも、差は５。このままでもいけるでやんす。超ちよう余よ裕ゆうでやんす。

ピアニィ：相手はフェイトを使ってくるよ？

アル：フェイト２点で互ご角かく、ってところか。

ナヴァール：なら《カノン》を使おう。フェイト１点使って、ベネットの判定に＋１Ｄ。

ベネット：ありがとうでやんす。これで３Ｄ。……って、あっしはなんで《ストライダー》を持ってないんでやんすか！

アル：離脱の対決の時に＋１Ｄされる一いつ般ぱんスキルだな。

ベネット：次に機会があれば、必ず取るでやんす。（ダイスを振る）達成値57。これは逃げられないか……。

ＧＭ：こちらは《クローズオフ》を持ってるので基き本ほん３Ｄ。出目で16出さなくちゃいけないから……３点突っ込もう。（ダイスを振る）ぐわ、出目14!?

ナヴァール：さすが菊池たけし！（笑）

ピアニィ：すごーい（笑）。

ＧＭ：ち、ちくしょう、振り直すよ！　《インサポート》を使用。（ダイスを振る）よし、今度は出目20！

ベネット：やっぱり離脱失敗でやんす。

アル：相手のフェイトを削けずっただけでよしとしようや。

ベネット：そうでやんすね。「こんなところにいられるか、あっしは帰らせてもらうでやんす」と言ってバックダッシュしようとするけど、キンバリーに回まわり込こまれて終わり。

ＧＭ：マイナーとメジャーは？

ベネット：うーん、エンゲージしている時点であっしがやれることはない……（キャラクターシートを確かく認にんして）えーと、《クウェリィ》（笑）。

ナヴァール：ああ、《クウェリィ》はいいかも。キンちゃんの能のう力りよくを教えてもらえばいい。できる？

ＧＭ：そうだな……それなら基本的なところと、持っているパワーは教えてやろう。

ベネット：んー、なら使ってもいいか。《クウェリィ》。ほら猫、調べて来やがれ！

ＧＭ：じゃあ、猫がぴぴぴっとキンバリーを解かい析せきし、データを教えてくれる。キンバリー、人間、レベルは60。属ぞく性せいはない。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が高い。

ベネット：お、意外にレベルが低いでやんすな。[image: 100]ぐらいあるかなと。

ナヴァール：キンちゃん、ケセド級になるぞ（笑）。

ピアニィ：60は妥だ当とうだと思います（笑）。

ＧＭ：持っているパワーは、まずオリジナルの《一〇八の疑似竜輝石》。疑似竜輝石を埋め込み、それが力の源みなもとになっている。これでフェイトを18点所持。

アル：もう７点使ってるから残り11点か。

ピアニィ：おー、だいぶ使いましたね。

ＧＭ：あと、《広こう域いき殲せん滅めつ》というパワーを持っていて、メインプロセスの攻こう撃げきを、「対象：場面（選択）」して「射程：視界」に変更、さらにダメージが入ると［威い圧あつ］。

ナヴァール：「場面（選択）」で攻撃してくるのか。

ＧＭ：さらに《集中攻撃》というパワーを持っていて、「対象：単体※」に変更して、ダメージを貫かん通つうにする。

ベネット：全体攻撃と単体攻撃、両方持っているわけですな。

ＧＭ：さらに、《疑似竜輝石の暴ぼう走そう》というパワーを持っていて、第二ラウンドのセットアップ前に自動発動、判定が＋２Ｄ、ダメージロールが＋５Ｄされる。

ベネット：ひとり専せん用ようの強化《限げん界かい突とつ破ぱ》？

ＧＭ：そういうこと。で、悲ひ惨さんなことに《疑似竜輝石の爆発》というのがありまして。

ベネット：本当に弾けるのか、キンバリー―――っ！

ＧＭ：うむ、これがキンバリーの覚悟と悲ひ哀あいなわけだ。２ラウンド目のクリンナッププロセスに自動で効果を発はつ揮き。「対象：場面」「射程：視界」に特とく殊しゆ攻撃を行なうパワー。命中判定が６Ｄ＋16、ダメージは４Ｄ＋[image: 100]点の貫かん通つうで、残ったフェイトによってブーストされる。

アル：それ一いち撃げきだけじゃ死なないが……。

ナヴァール：戦闘状況によっては全ぜん滅めつしかねないな。

ＧＭ：なお、この効果が発はつ揮きされると、キンバリーは死し亡ぼうする。最後は自分の命を使ってでもお前らを止めてやる、というパワーだ。

ピアニィ：キンちゃんの生命は２ラウンドって、このパワーのことだったんですね……。

アル：覚悟完かん了りようずみってことかよ。

ＧＭ：あと、使ってないパワーはない。

ベネット：データを知ったあっしは「まさかこの男、そこまで覚悟して」と涙なみだします。その涙がキンバリーにかかることによって疑似竜輝石の力は失われ……。

アル：頭に毛が生える、と。

ＧＭ：なんでだよっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：そっか、疑似竜輝石の力でもキンちゃんの髪かみの毛けは……（笑）。

ＧＭ：「ええい、止めろ、哀あわれむような目で頭を見るなっ!!　真ま面じ目めに戦え！」（一同爆笑）

ナヴァール：さて、真面目な話……２ラウンド経けい過かすると無む条じよう件けんでキンバリーは死ぬってことだな。

ベネット：でやんすな。

アル：勝つだけなら、２ラウンド経過するのを待った方が消しよう耗もうが少ないってことか。

ピアニィ：あたしはいやです！　キンちゃんを助けたいです!!

アル：……だな。助ける方向でいくか。

ナヴァール：うむ。２ラウンド以内に倒せば、《疑似竜輝石の爆発》は発動しないってことでいいんだな？

ＧＭ：ああ、そこは間違いない。

ベネット：なら、頑張って２ラウンド以内に倒せば、キンバリーを助けられるでいいでやんすね？

ＧＭ：うむ、それも間違いない。

ピアニィ：じゃあ、みんな。頑張って２ラウンド以内にキンちゃんを倒しましょう！

ＧＭ：では、方ほう針しんが決まったところで、キンバリーの行動だ。ムーブアクションなし。マイナーアクション《サンクション》、メジャーは白兵攻撃に《広域殲滅》を合わせて殴なぐる。

ベネット：ＰＣ全員に攻撃ですな。

ＧＭ：ああ。キンバリーのハンマーの周りで光が渦うず巻まき、それを力ちから一いつ杯ぱい振ふり下おろすと、その余よ波はが世界中に広がり、突とつ風ぷうがエストネル全ぜん域いきを駆かけ抜ぬけていく。

一同：世界中っ!?

アル：世界中とか、オーバーすぎるだろう！（笑）

ＧＭ：これが一〇八の竜輝石の力よ！　命中判定は５Ｄ＋21！

ナヴァール：なら、それに《ブランダームーブ》。ピアニィ様には指ひとつ触ふれさせはせん！　判定にマイナス３Ｄだ。

ＧＭ：ちぃ、それはきついな。フェイトを３点使用する。

アル：よせ、キンバリー。もっとこう、落ち着こう。まずは深しん呼こ吸きゆうだ。そのあとでフェイトを使うか考え直せ！（笑）

ピアニィ：そうそう、キンバリー。思い出して、あの楽しかった日々を！（笑）

ＧＭ：「ええい、落ち着こうが、楽しい日々を思い出そうが、この力を使うことには変わらん！」と言って、フェイトは使う！（笑）

ナヴァール：ですよねー（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）平へい均きん的てき、達成値は37。

ベネット：37なら超余裕で回避だ。

アル：こっちも《ディフェンスライン》を使えば、余裕だな。

ＧＭ：ならキンバリーが《フォースドムーブ》。リアクションにマイナス３Ｄだ。さて、どちらにつけるか……。

ベネット：ちなみにあっし、もろもろ含めて４Ｄ＋33で回避するでやんすよ？

ＧＭ：なに!?

アル：俺も同じ４Ｄ＋33でリアクションだ。

ＧＭ：マジデ!?　……とはいえ、ここ以外で使うところもないし、アルに使おう。

アル：じゃ《ディフェンスライン》。フェイトを１点使う。（ダイスを振る）39で回避。

ベネット：（ダイスを振る）あっしは49で回避でやんす。

ＧＭ：軽々と避けるか……。このふたりは仕方ないな。




　なお、ナヴァールは魔ま道どう服ふくの効果で回避に自動失敗。ピアニィは速そつ攻こうを考えて《アベンジ》を使用して自動的に命中となった。




ベネット：キンバリーを２ラウンド以内に倒すことを考えると、《アベンジ》はいい選せん択たくでやんすな。

ＧＭ：それじゃダメージロール。

アル：その前に《カバーリング》《カバームーブ》で、ピアニィをカバーする。

ＧＭ：その宣せん言げんに対し《カバーブロック》を宣言。カバーを打ち消すぞ。割わり込こもうとしたアルを、ハンマーの一ひと振ふりではじき飛ばす。

アル：ぶ、さすがジェネラル、いいスキル持っている。

ピアニィ：キンちゃん、敵ながらかっこいい。

ＧＭ：じゃ、ダメージいくぞ。（ダイスを振る）出目がいい。91点の〈光〉属性の魔ま法ほうダメージ。さらに１点でも抜けたら［威い圧あつ］だ。

ナヴァール：まずは私が《プロテクション》を陛下に……って、もう陛下じゃなかった。気を抜くと、つい陛下と言ってしまう（笑）。

ピアニィ：はい、ただのピアニィです（笑）。

ナヴァール：ともかくケセドの杖つえの効果を使い……（ダイスを振る）む、ちょっと低いかもしれん。77点軽けい減げんでございます、ピアニィ様。

ピアニィ：これで６点のダメージかな。

ＧＭ：それじゃ、ピアニィに［威圧］だ。

アル：姫さんに［威圧］か……。ここは《サモン・アラクネ》を自分にかけて、ダメージ０に抑おさえた方がいいな。

ピアニィ：どうしてですか？

アル：今、気がついたんだが、［威圧］受けると《アベンジ》が無む駄だになる。

ベネット：そうか、［威圧］だとメジャーアクションができないから！

ピアニィ：そ、それはダメですね！　ごめんなさい、ナヴァール。自分に《サモン・アラクネ》です！（ダイスを振る）よし、これでダメージ０です！

ナヴァール：では、私は78点受けて［威圧］。くう、キンバリー殿、なんという気迫だ……！

ＧＭ：ちっ、ナヴァールが［威圧］してもあまり意味がない。こっちはこれで終わりなんで、ピアニィの《アベンジ》どうぞ。

ピアニィ：《フロストプリズム》いきます！　判定前に真理の書を使う。

ＧＭ：念のために使っておくか。《ブランダームーブ》。命中判定にマイナス３Ｄだ。

ピアニィ：う、当たるかな……やってみる。（ダイスを振る）30。

ＧＭ：けっこう、高いな。キンバリーの回避は２Ｄ＋14。

ナヴァール：フェイト２点くらい入れる？

ＧＭ：いや、まだ必要ないな。６ゾロを出せばいいだけだ。（ダイスを振る）出なかった。命中。

ナヴァール：では《チェックメイト》。ケセドの杖を使い（ダイスを振る）＋54。

ピアニィ：（ダイスを振る）[image: 172]点だから、合わせて[image: 226]点の魔法ダメージ！




　キンバリーが放った力に、ナヴァールとピアニィが呑のみ込こまれる。

　これでピアニィの首が取れると思うほど、キンバリーはうぬぼれていなかった。

　だが、相手をひるませるこの一撃を受けてなお、反はん撃げきを繰くり出だしてくるとは予想できなかったのだ。

　結果、キンバリーは周囲の温度低下に気がつくのが遅れ……ピアニィの放った極ごく低てい温おんの光に貫つらぬかれた。




ＧＭ：痛いてえ!?　一撃で[image: 200]点以上きた……っ！

ベネット：ふふふ、まだ驚おどろくのは早いでやんすよ。ピアニィ様は本気を出しておられぬ。

ピアニィ：マイナーないし、なんかダイス目が低かった。あ、ダメージがとおったので［放心］と、《マリッド・ストリーム》で回避判定にマイナス１Ｄです。

ＧＭ：［放心］は《バッドステータス無む効こう》で打ち消す。キンバリーは体に張はり付ついた氷を「はあ！」と気合いで吹ふき飛とばす。「この程てい度どで止められると思うな！」

アル：いい気合いだ……が、問題は次は姫さんの行動順だってことだ。

ピアニィ：キンバリー、よい気力です。なら、あたしも本気でいきますね♪　まず、フリーアクションで《デュアルルーン》から《ウォータールーン》《ブライトルーン》。

ＧＭ：「なんだ、あの技わざは！」とキンバリーが驚きの声をあげた。

ナヴァール：そうだねー、ルーンは見たことないよねー。『超ちよう上じよう級きゆう』で発表された新スキルだし。

アル：自分も『超上級』のジェネラルなのに（一同爆笑）。

ピアニィ：空中にルーンを刻きざみながら、ムーブなし、マイナーで《ブーストマジック》、メジャーで《フロストプリズム》。判定の直前に真理の書。

ＧＭ：ピアニィの命中判定じゃ、マイナス10しても意味ないんだよな……。

ベネット：《ジャミングアタック》ですか？

ＧＭ：そう。《マリッド・ストリーム》もあるし……なにもしない。

ピアニィ：じゃあ、振りますね。（ダイスを振る）クリティカルしない、40。

ＧＭ：回避判定する意味がねえ……。命中だよ。

ピアニィ：ダメージロール前に《マジックフォージ》を宣言します。これでダメージロールに＋２Ｄと42点。

ベネット：しかも《神しん域いきの魔ま術じゆつ》の効果で、ダメージの軽減も変更もできない。

ＧＭ：「こ、この魔術はまるでティナ様のような……」と、さらに驚きよう愕がくするキンバリー。本当に母親に近づいていくな。

ピアニィ：えへへ、ちょっと嬉しいです。見ていてください、お母様！（ダイスを振る）わ、今度は出目がいい！

ベネット：（出目を見て）６がいっぱい出て、１がほとんどないでやんすな。

ピアニィ：えーっと、[image: 261]点の魔法ダメージです。さらに［放心］。

ＧＭ：ぐふ、《チェックメイト》を乗せた時よりダメージがでけえ!?　［放心］は《バッドステータス無効》で消して、さらに【ＨＰ】マイナス10。「こ、これが本気の魔術……」とよろけるが、なんとか踏ふみ止とどまるキンバリー。

アル：次は俺だな。ムーブアクションで《ファストセット》《バーサーク》。マイナーが《フルスイング》《ツインアーツ》。で、メジャーアクション《クロススラッシュ》。一撃目。（ダイスを振る）よし、クリティカル、６三つ！

ＧＭ：回避判定のダイスが１個なんで、回避不ふ能のう。ダメージをくれ。

ピアニィ：それじゃあ《ディスコード》と崩ほう壊かいの角つの笛ぶえをアルに。ぱぷー（笑）。

アル：さんきゅ、姫さん。スピリッツソードでダメージ＋10点。（ダイスを振る）[image: 242]点。

ピアニィ：（ダイスを振る）30点足してください。

アル：合わせて[image: 272]点の物理だ。

ＧＭ：これで累るい計けいダメージ[image: 700]点を超えた。予想より早い！

アル：まだ終わりじゃないぜ。二撃目（ダイスを振る）クリティカルはしない、49。

ＧＭ：それでも回避不能だよ。

アル：スピリッツソードの効果を使用。それでもダメージはだいぶ減へって……（ダイスを振る）[image: 226]点だ。

ＧＭ：ごりっと【ＨＰ】を削けずられたな……。累計ダメージ[image: 900]点超えとる。

ナヴァール：シナリオ制せい限げんの切きり札ふだを使わずに、ふたりが攻撃しただけでこれだからな。

ピアニィ：すごく強くなりましたね、あたしたち……。

ベネット：さすが運命クラスといったところでやんすな。




　この次のナヴァールは、ムーブアクションでピアニィのエンゲージへ移動し、［威圧］を回復したのちに《ジョイフルジョイフル》をアルへ。

　そして、再びアルの行動がやってくる。




アル：今度は《ファストセット》《スマッシュ》。マイナーで《フルスイング》《ツインアーツ》に《クロススラッシュ》。一撃目は（ダイスを振る）51。

ＧＭ：無理だよ、それ。回避不能。

アル：スピリッツソードを使ってダメージを上げる。（ダイスを振る）いい出目だ。[image: 247]点の物理。

ＧＭ：ぐっ、ま、まだ立ってる！

アル：二撃目。（ダイスを振る）クリティカルしないな。50。

ＧＭ：なんか倒れるまで終わらない攻撃って感じがするぞ。回避不能、命中だ。

アル：これで終わりですよ。スピリッツソードを使用。（ダイスを振る）[image: 246]点。

ＧＭ：アルの四回攻撃をまともに受けて、膝ひざをつくキンバリー。「強いな、アル・イーズデイル。さすがはベルフト殿下を破やぶった男……」

ピアニィ：やりましたか……？

ＧＭ：いいや、まだだ。キンバリーは「しかし、この命尽きるまで、俺が倒れるわけにはいかんのだ！」と叫さけんで立ち上がり、ハンマーを構え直す。

ナヴァール：一三〇〇点くらい与えてるはずだが、まだ立つのか。

ＧＭ：で、全員が行動済みになったのでキンバリーが《二回行動》。なにかする？

ベネット：こっちは止めないでやんすよ。

ＧＭ：じゃ、さっきと同じシーン全体攻撃だ。ムーブアクションなしの、マイナー《サンクション》。メジャーアクションが白兵攻撃と《広域殲滅》。

アル：まだやるのか、弟さんは泣いているぞー。

ＧＭ：「奴やつの道と俺の道はすでにわかたれた。ゆえに俺の行く道を泣いて止めるような軟なん弱じやくな弟は存在せん！」

ベネット：本当に覚悟決まってるでやんすね。揺ゆるぎもしないでやんす。




　なお、キンバリーの弟、ギンブリー・ボレスワフは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズに、フェリタニアの勇者として登場している。




[image: ]




ＧＭ：くらえ！（ダイスを振る）40だ。これじゃ、アルには当たらないな……。

アル：だな。《ディフェンスライン》（ダイスを振る）カーン。

ベネット：あっしは《ドッジムーブ》。（ダイスを振る）50でひらり。

ＧＭ：かすりもしねえ……。

ピアニィ：あたしはクリティカルのみ。（ダイスを振る）あたったー。

ＧＭ：ナヴァールはリアクション自動失敗だから、当たったのはふたりか。

アル：それじゃ、《カバーリング》を姫さんに……。

ピアニィ：いや、ちょっと待って。さっきと同じくらいのダメージなら、《ワイドプロテクション》と《サモン・アラクネ》でダメージ０にできませんか？

ナヴァール：……本当だ。

アル：可か能のう性せいはあるな。なら《カバーリング》しない方が被ひ害がいが少ないか。

ナヴァール：アルがカバーすると、《ワイドプロテクション》も《サモン・アラクネ》もとばないからね。

アル：わかった。姫さん、耐たえてくれ！

ピアニィ：はい！　頑がん張ばろう、ナヴァール。

ＧＭ：いかん、想そう像ぞうよりもＰＣたちが変だ。

アル：変ってどういう意味だ（笑）。

ナヴァール：我々も強くなったというわけだよ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは85点の魔法ダメージだ。

ピアニィ：まずはあたしが《フォーチュンルーン》と《サモン・アラクネ》。（ダイスを振る）31点軽減です。

ナヴァール：《プロテクション》《ワイドプロテクション》。んー、54点か……ケセドの杖、いらないな。

ＧＭ：馬鹿な!?

ナヴァール：（ダイスを振る）70点止めた。やっぱりいらなかったな。

ＧＭ：キンバリーがハンマーを振るい放った力を、アルは受け流し、ベネットは避け、ピアニィとナヴァールは魔法で受け止める。自分の攻撃が通用しないのを見て「こ、これでも力が足りないというのか！」とキンバリーは慟どう哭こくする。

ベネット：哀れ、キンバリー。

アル：最初は気迫があったが、なんかどんどんかわいそうに……。

ＧＭ：キンバリーらしいといえば、キンバリーらしいが……。

ナヴァール：これで全員行動終了か。

ＧＭ：ラウンド最後にクリンナッププロセス。やることある？

ベネット：特にないでやんすね。

ＧＭ：こちらもないので、次のラウンドへ！




●第二ラウンド

▼行動値

ベネット　　　　　　　　　37

キンバリー　　　　　　　　26

ピアニィ　　　　　　　　　22

アル　　　　　　　　　　　12

ナヴァール　　　　　　　　７
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ＧＭ：セットアッププロセスはベネットから。

ベネット：あっしはないでやんす。

ＧＭ：じゃあ、キンさんか。まずは《疑似竜輝石の暴走》が自動発動。

アル：判定に＋２Ｄ、ダメージに＋５Ｄだっけか。

ＧＭ：そう。キンバリーに埋められた疑似竜輝石が危き険けんな感じに、血のような赤い光を放ち出す。「なんだこれは、力があふれてくる……これなら貴様らを倒せる！」

ベネット：やめろ、その力は、お前の身を滅ぼすぞー。弾けるぞー。

ピアニィ：そんな力を使うなんて、キンちゃんはドＭだね。

ＧＭ：ドＭ言うなっ！　あとは《迷いなき決断》から《インペレイティブ》。で、《フォーメーション：アタック》と《シャインストライク》。

ベネット：今回はダメージを上げてきたでやんすね。

ＧＭ：あとは《穢けがれし束そく縛ばく》！　対象はベネットとアル。

ピアニィ：あたしは《インクリーズデバイス》。これでナヴァール以外、ダメージに＋20。

アル：俺のセットアップはなし。

ナヴァール：私は《ヘイスト》か《スピリチュアルウェポン》……。

アル：《ヘイスト》をベネットにかけるのがいいと思う。

ベネット：離り脱だつするのに必要でやんすからな、【行動値】。

ピアニィ：キンちゃんの判定のダイスも増えてるし、離脱のために【行動値】を上げるのはいいですね。

ナヴァール：そうだな。じゃあ、《ヘイスト》をベネットに。（ダイスを振る）＋16だ。

ベネット：うおー、【行動値】53！　キンバリー、お前には追いつけまい、このあっしのスピードに、ドーフッフッ！

ＧＭ：「たしかに速いが、だからといって俺を抜けるとは思わないことだ」と、静かにキンバリーが言う。じゃ、【行動値】トップのベネットから。

ベネット：ムーブで《フェイドアウェイ》で離脱するぜー。妨ぼう害がいしなくてもいいのよ？

ＧＭ：するに決まってるだろ。

ベネット：ぎゃ―――っ!?　そのダイス数だと、クリティカルが怖こわいのよ―――っ!!

アル：５Ｄだもんなあ。菊池さんとはいえ、クリティカルしかねない。




　どういう意味だ、それは。




ベネット：とにかく振るでやんす。（ダイスを振る）出目５で、58。

ＧＭ：こっちは５Ｄ＋26だ。

ナヴァール：それだと、クリティカルのみだな。

ピアニィ：フェイト使いますか？

ＧＭ：ダイス目で32以上出さなきゃならんから、大体10Ｄ必要か。

アル：フェイト５点以上必要だな。

ＧＭ：もったいない、普通に振るわ。クリティカルしろ！（ダイスを振る）……おお!?

ピアニィ：ク、クリティカルしてる!!

アル：ここで!?

ベネット：く、くそ!?

ナヴァール：これはしかたないな。《パリペイティア》しよう。

ＧＭ：振り直しか。（ダイスを振る）さすがにクリティカルしない。

ベネット：ほっ、これで離脱成功。長い戦いだったぜ。もう、敵は死んだでいいんじゃないかな。

ＧＭ：そう？　じゃ、今すぐ自じ爆ばくするけど。

アル：ちょっと待て!?

ナヴァール：相手を助けようとしてるのに、その手の発言はやめろ（笑）。

ベネット：し、しまった。うかつに終わりにしよう、とかもう休んでもいいよ、とか言ったらダメでやんすな！（笑）

ピアニィ：うん。励はげまして、落ち着かせてあげなきゃ（笑）。

アル：なんてナイーブな奴なんだ……（笑）。

ベネット：それじゃ、「頑張れキンバリー、お前はできる男でやんす」とか言いながらマイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》。一発目に《デュアルアロー》でリンメルの矢二本使用。（ダイスを振る）46。

ＧＭ：《マリッド・ストリーム》は解除されたから普通に振れる。クリティカルのみ。（ダイスを振る）無理だ、23で命中。

ベネット：《ピアシングストライク》を使用。（ダイスを振る）[image: 166]点の〈無〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：累計で一五〇〇点くらいくらってるが、まだ立ってる。

ベネット：じゃあ、二撃目。もう一回《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用。うぉー、【ＭＰ】がキツイんじゃ―――っ！（ダイスを振る）クリティカル!!　死ね―――っ!!

ＧＭ：じゃあ死ぬ。

ベネット：あ、いや、死ねと言ってもですね、これはあくまで気合いを入れるための言葉であってですね、本当に死んでもらわなくてけっこうでやんすよ？（一同大爆笑）

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

ベネット：キンバリー、お前ならやれるでやんす！　生きろ、そしてくらって死ね！

アル：どっちだよ！（笑）

ＧＭ：（笑）。とにかく避けるか。（ダイスを振る）無理、命中した。

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）[image: 175]点ダメージ。

ＧＭ：痛いたい、がまだ立ってるぞ。ベネットの矢が体に突つき刺ささるが「お前の矢では倒れん！」と踏み止まる。

ベネット：これでも倒れないでやんすか！

アル：呆あきれるほどに頑がん丈じような奴だ。

ＧＭ：では、こっち。「この一撃にすべてをかける！」マイナー《サンクション》、メジャーで白兵攻撃に《広域殲滅》。

ベネット：こい、キンバリー―――っ！　キミの魂たましいの一撃は、アルが受けてくれるでやんす!!

アル：俺かよ!!（笑）

ピアニィ：なんて人ひと任まかせ（笑）。

ＧＭ：「お前も一いつ緒しよに吹っ飛べ！」えー、フェイトは……３点使って、10Ｄ振るぞ。

ナヴァール：それだけ振られると、クリティカルされるな。

アル：相手は振り直しも持ってるから……。

ＧＭ：（ダイスを振る）む、クリティカルしないので《インサポート》で振り直す。（ダイスを振る）よし、クリティカル！

ピアニィ：さすがに出しますよね、クリティカル。

ベネット：これはダメ元で《インターフィアレンス》でやんすよ。（ダイスを振る）くぅ、さすがにクリティカルしないか。失敗でやんす。

ＧＭ：よし！

アル：回かい避ひ……いや、《ディフェンスライン》だ。そっちの方がまだワンチャンスある。（ダイスを振る）……よしっ！　クリティカルで回避!!

ピアニィ：アル、すごいっ!!

ベネット：はっはっはっ、あっしも華か麗れいに避よけてみせるでやんすよ。《ドッジムーブ》は意味がないから使用しない。（ダイスを振る）クリティカルせず、命中でやんす。

ナヴァール：私はリアクション不可。

ピアニィ：（ダイスを振る）無理、あたしも命中です。

ＧＭ：アル以外の三人が命中か。まあまあだな。

アル：これは《カバーリング》《カバームーブ》。誰をカバーするかだけど……。

ベネット：あっしは行動済みだし、ノーダメなんで大丈夫でやんす。

ナヴァール：なら、ピアニィ様を。たぶん私は耐たえられるし、［威い圧あつ］が面めん倒どうだ。

アル：わかった。姫さんをカバーだ。

ピアニィ：ありがとう、アル。

ＧＭ：じゃ、ダメージいくぞ。フェイトを４点使用。（ダイスを振る）[image: 159]点の魔法ダメージと［威圧］。ちょっと出目が微び妙みようだった。

アル：微妙でそれか。思ったよりもダメージがでかい。

ナヴァール：私は自分に《プロテクション》張っていい？　じゃないと、倒れる。

ベネット：問題ないでやんす。あっしは、そのまま喰らっても倒れない。

アル：俺も大丈夫だ。

ナヴァール：助かる。《プロテクション》をケセドの杖つえつきで。（ダイスを振る）78。これで、残り52点で立ってる。

ピアニィ：なら《サモン・アラクネ》を《フォーチュンルーン》つきでアルへ。（ダイスを振る）24点軽減。

アル：ありがとう。残り【ＨＰ】が[image: 101]点。［威圧］は《インデュア》で解除だ。

ＧＭ：けっきょく、三人とも立ってるのか。

アル：それでも【ＨＰ】半はん減げんしてるけどな。

ベネット：さすがに痛かったでやんす。次は耐えられない。

ＧＭ：渾こん身しんの一いち撃げきを喰くらっても倒れなかったキミたちを見て「やはり、この命を使わねばならんか……」と、ハンマーを大地に置いて、キンバリーは自じ爆ばくの覚かく悟ごを決める。

ピアニィ：させません！　マイナーで《ブーストマジック》、メジャーで《フロストプリズム》。判定の直前に真理の書。（ダイスを振る）よし、クリティカルです♪

ＧＭ：ブ―――っ!?　回避っ!!（ダイスを振る）ぐは、回避失敗！

ナヴァール：では、《チェックメイト》。ケセドの杖を使う。（ダイスを振る）52点、プラスしてください。

ピアニィ：（ダイスを振る）[image: 214]点だから、合わせて[image: 266]点です！




　極低温の光の乱らん舞ぶがキンバリーを呑のみ込こんだ。

　美しくも無む慈じ悲ひな世界が、彼の覚悟ごと、キンバリーを凍こおらせていく。




ピアニィ：あ、言いそびれた。キンちゃん、もうやめてー（一同爆笑）。

ＧＭ：遅おそいわ!!（笑）

アル：で、キンバリーはまだ立ってる？

ＧＭ：ここまででダメージは累計一九〇一点。キンバリーの【ＨＰ】一九〇〇点。１点オーバーで、ダウンだ。




　光の乱舞が消え去り、肌はだを突つき刺さすような冷気が、ピアニィの吐はいた白い息とともに消えていく。

　ピアニィはあらためて視線を、自分の放った魔術の中心地点へ向ける。

　そこには、体の各部に氷を張り付かせたキンバリーの姿すがたがあった。




ＧＭ：「生命を捨てる覚悟をもってしても……届かないというのか……ふふふ―――」と言って、がくりと膝ひざをつき、ドシャッと前に倒たおれ込こむ。

ピアニィ：ごめんなさい。あたしは、止まるわけにはいきませんから。だから、しばらく眠っていてください。

ＧＭ：というところで、戦闘は終了だ―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：倒れたキンバリーはキミたちに向かって言う。「生命まで賭としたというのにヒューバード様を最後までお守りすることができなかったか―――。だが、もういい。我が力ではおよばないことがよくわかった。さあ、殺すがいい」

アル：……キンバリー、お前……。

ＧＭ：「……やはりだめだな、俺は。ヒューバード様の騎士を名乗る資格は、ないようだ」

アル：そんなにまでなったというのに、お前はまだヒューバードのことを言うのか。

ＧＭ：もちろんキンバリーもヒューバードが正しいとは思ってないんだよ。でも、そのうえで忠ちゆう誠せいを尽くすと誓って戦いに臨のぞんだんだ。三度目の正直も叶かなわず敗やぶれたけどね。無念ではあるけれど、全力を尽くしたうえで敗れている。悔くいはない。

アル：……キンバリー、お前の気持ち、俺にはわかる。

ＧＭ：「…………アル・イーズデイル」

アル：俺も少し前に、姫さんのために剣を折ろうと思ったことがある。

ＧＭ：「お前がか？」

アル：お前がやろうとしたことは、俺とよく似ているんだ。

ピアニィ：アル……。

アル：主のためによかれと思って折ろうとしたことだ。……だが、主はそんなことを望んじゃいなかったんだよ。

ピアニィ：…………。

アル：こんな形で、お前との因いん縁ねんが現あらわれるなんてな。

ナヴァール：『無印』で最初に演出されたアルのシーンは、キンバリーとの邂逅だったからなあ（笑）。

ピアニィ：あ、そうだった―――っ!!（笑）

アル：あー……落おとし穴あなにスポッとはまったスタートだった……（笑）。




　懐かしい話である。




ＧＭ：あの当時は、まさかこんな形になるとは思ってもみなかった……（笑）。

ナヴァール：だんだん最終回に近づいている気がするな。

アル：お前が間ま違ちがっていたとするならば、ヒューバードに会わずにここに立ったことじゃないのか？

ＧＭ：「…………」

アル：ここでお前が勝手にやったことは、ヒューバードには伝わらない。

ＧＭ：「……かもしれんな。殿でん下かへの忠誠は、今でも変わらん。……が、殿下が進むべき道を誤あやまっていることは知っている。ゆえに、会うわけにもいかん。ふふ、というよりは最後の意地か」

アル：意地、か。

ＧＭ：「私が騎士を目指していた幼おさなかったあの日―――ヒューバード様に声をかけていただいた。あの時より誓ったのだ。なにがあってもあのお方に忠誠を捧ささげる、と」

ピアニィ：キンバリー、あなたのその意地を責せめることは、あたしにはできません。でも……。

ＧＭ：「―――姫ひめ様さま」

ピアニィ：は、はいっ。

ＧＭ：「殿下はもはや考えを変えたりはせぬでしょう。だからこそ、あなたのその力で、あの方を正しき道へ導いてください」

ピアニィ：え？　それって……。

アル：引いん導どうを渡わたしてやれ、ということか。

ピアニィ：ああ……。




　もはや、ヒューバードは戻ることはできない。

　彼を止めるためには、道はひとつ。

　それは、ピアニィ自らの手で―――。




ＧＭ：「姫様にとって苦しい選択かもしれません。……が、あなたにしかできないのです。どうか、殿下をお救いください」

ピアニィ：キンちゃんに跪ひざまずいて、その手を取ります。

ＧＭ：「温あたたかい手だ……」

ピアニィ：その想い、受け取りました。

ＧＭ：「―――ありがとうございます、姫様」

ピアニィ：ですが、その代わりレイウォール王家の者としてあなたに命じます。

ＧＭ：「命令？　この期ごにおよんで、私にできることなどありましょうか」

ピアニィ：ヒュー兄様のことを……忘れないで。

一同：は？

ＧＭ：「……は？　それはいったいどういう意味……」　ピアニィの言葉に、キンバリーがとまどいの声をあげる。

ピアニィ：私は覚えています。あなたも、覚えていますよね？　兄様が、本当にレイウォールの民のことを、アルディオンのことを思っていたことを……。

ＧＭ：「……それは、無む論ろんです」

ピアニィ：あなたは、この先もずっとそのことを覚えていなさい。これはレイウォール王家の王女としての命令です。

ＧＭ：「な、なんと……！　それでは、死ねないではないか……っ」

アル：……なるほど。この命令なら、ヒューバードに忠誠を捧げること、そして生きることが矛む盾じゆんしないな。

ピアニィ：うん。

ベネット：さすがでやんす（笑）。

ピアニィ：兄様もあたしも、世界を裏うら切ぎった大たい罪ざい人にんとして歴史に名を残すかもしれません。でも、あなただけでも優やさしかった兄様のことを覚えていてあげてください。

ＧＭ：その言葉を聞くと……〝ぶわ……っ〟　キンバリーは滂ぼう沱だの涙なみだを流し始める。

ベネット：泣いた!?

ナヴァール：あのキンバリーが涙を流すとは……。『無印』一巻を読んだ時点で誰が予想できただろうか……（笑）。

ＧＭ：ふと気づくと、キンバリーの首元には子供たちから受け取ったマフラーがある。彼はそれを手に取って……握りしめた。

ピアニィ：うんうん。

ベネット：そう、お前にも帰るべき場所があるだろう。

ＧＭ：「……ふふ、そうだな。ありがとう、ベネット」

ベネット：キ、キンバリーにありがとうって……ちょっとグッとくるでやんすな。

ＧＭ：「もう行け。このような泣き顔など見られたくない。殿下はこの扉の奥におられる」

アル：―――ああ。

ＧＭ：「あとはお前たち四人に託たくそう。この剣ハンマーにかけた思いだけ、共に連れて行ってくれ」

ピアニィ：はい。……必ずや、兄を止めてみせます。

アル：そう言って、俺たちは遺跡に向かっていく。

ＧＭ：というところで、シーン終了だ……！　では、最後はキンバリーの言葉で終わろうか。彼は仰向けに倒れたまま、首に巻かれたマフラーを力なく握り込み……言った。




「……マリアよ。

　このマフラーは、どうやら自分の手で子供たちに返せそうだ―――」










◆Middle 09◆地下への入口




　キンバリーとの戦いを終え、ヒューバードが向かった遺い跡せきの前にいる。

　遺跡を閉とざす扉とびらは、すでに破は壊かいされていた。

　ヒューバードが扉を破やぶって進んでいったのは間違いない。




ＧＭ：では、エル・ウィン・フリット王おう城じようの下に隠かくれていた遺跡の前にいる。遺跡を閉ざしていたはずの巨大な石の扉は、さっきも言ったとおり何者かに爆ばく破はされたのか、大きく口を空けている―――。

ピアニィ：あれ？　もしかして、ダンジョン？　ダンジョン!?

ＧＭ：一いち応おう、ダンジョンだよ。

ピアニィ：やっぱり！

アル：じゃあ、突とつ入にゆうする前に【ＨＰ】の回かい復ふくとかやっておこう。

ＧＭ：ああ、今のうちにやっておいてください。

ベネット：実は、回復してもらわないとけっこうやばいでやんす。

ナヴァール：ああ、かなりダメージを受けたからな。ここは《マジックブラスト》《ヒール》でみなを回復しよう。【ＨＰ】は97＋６Ｄ回復する。

一同：おおっ!?

ナヴァール：（ダイスを振ふる）う、６Ｄ振って12か……。[image: 109]点回復。私わたしは全ぜん快かいするんだが。

ピアニィ：あたしも全快です。

ベネット：あと47点回復してくれませんか（笑）。

アル：……こっちはあと54点残っている。

ナヴァール：では、それぞれに《ヒール》しよう。




　このヒールでアルとベネットの【ＨＰ】も全快した。

　加えて、各種ＭＰポーションを注つぎ込こんで【ＭＰ】も回復するが―――。




ナヴァール：……ふむ、ポーションをけっこう使ってしまったな。ＥＸＭＰポーションがそれぞれ二本ずつ残ってる状じよう態たいか。

ベネット：さあて、これで元気一〇〇倍、勇気りんりんでやんす！　うおぉぉぉっっ、行くぜ―――っ！　ヒューバードの首を取ったら―――っ！　と、大穴に飛とび込こむでやんす！

アル：おい、待て（一同爆ばく笑しよう）。

ナヴァール：おーい、ベネットー……ベネット……ベネット……（エコー）。

ベネット：…………………………ギャ―――っ!!　こんなところに罠が―――っ!?

ＧＭ：まだなんも言ってねえよっ!?

アル：ベネット、ほんとに変わらんなあ……（しみじみ）。

ベネット：そう。昔から、面おも白しろそうなものには飛びつかずにはいられなかった。

ＧＭ：ともかく！　ベネットを追ってキミたちがやってくると、古い石いし畳だたみの通路が伸のびている。通路と言っても、道みち幅はばが二〇メートルぐらいあるような、広い空間だ。もともと水すい没ぼつしていたせいか、くるぶし辺あたりまでまだ水が張はっている。天てん井じようはびっしり苔こけむしており、ここが長らく使われてないことがわかる。

アル：じゃあ、ＭＰポーションでトリップしているベネットの声を追って進もう（笑）。

ベネット：うひははははひふひは（笑）。

ＧＭ：……では、ピアニィたちはすぐに先行したベネットに追いついた。彼女は、そこで朽くち果はて、倒たおれ伏していた。

ピアニィ：ベネットちゃーんっ!?（笑）

ＧＭ：きっとヒルとか張り付いているぞ。

ベネット：ぎゃ―――っ！　吸われる―――っ!?　干ひからびる―――っ!?

ナヴァール：すぐ助けてやろう。パンッパンッとヒルを払はらい落としてやる（笑）。

アル：大だい丈じよう夫ぶか、ベネット。

ベネット：いやあ……死ぬとこだったでやんすよ、とペラペラしながら（笑）。

ピアニィ：ああ、吸われて萎しぼんだままなのね……（笑）。

ＧＭ：……とてもじゃないが、ヒューバードと決戦に行くような雰囲気には思えんな。

ベネット：じゃっ、鼻を摘つまんで息を止めてぷっと膨ふくらんで戻もどるでやんす。

アル：不気味なことすんなよっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：（しれっとベネットの異常な行動をスルーして）この奥おくにお兄様が……。

ＧＭ：……そういうこと。しばらくその通路を歩くと、キミたちはやがて大きく開けたドーム状じようの空間に出る。

ピアニィ：ドーム状？

ＧＭ：うん。直径で一〇〇メートルはあるだろうか。その中央を突っ切るように石橋がかかってて、キミらはその上を進んでいる。そして、球形の壁いっぱいに荘そう厳ごんな壁へき画がが描えがいてある……そんな光景を想像してほしい。見れば、アルディオンの歴史を綴つづるものだ。ウルフリックたちがこのアルディオンにやって来てフェリタニア帝てい国こくを建国するまでのね。

ナヴァール：……一大叙じよ事じ詩しというヤツだな。

ＧＭ：そう、その中心にひとり、いかにも英えい雄ゆうという人物が描かれている。

ベネット：ウルフリックでやんすな。

ピアニィ：あたし、御ご先せん祖ぞ様だから親近感を抱いたりするんですか？

ナヴァール：先祖どころか、転生体です。

ＧＭ：そうだね、どことなく懐なつかしさを覚える。

ピアニィ：こうやってアルディオン大陸はできたのですね、と……。

ＧＭ：壁へき画がはウルフリックの数々の偉い業ぎようを讃たたえているが、その中にウルフリックと相対している女じよ性せいの絵が描いてあり、上にハートマークかなにかが古代文字で書いてある。

アル：おい古代人！（笑）

ピアニィ：え、相あい合あい傘がさとか？

ナヴァール：古代文字でLoveという意味が。

ＧＭ：―――そう。それでなにかふたり手を取り合い、浜はま辺べで「あははは～」と駆かけてるような絵が……。

アル：バカップルじゃねーかっ!?（笑）

ピアニィ：これが夫ふう婦ふの愛なんですね。




　超ちがうと思います。




ＧＭ：そして、ウルフリックの死も描かれている。英雄の棺かん桶おけの前には、先ほどハートマークを浮かべていた女性がすがって泣いてる。

ピアニィ：ああ……。

ＧＭ：その後、彼かの女じよは壁画には登場しない。そして時代は進み……四つの巨きよ大だいな魔ま族ぞくが侵しん攻こうする様子が描かれている。

アル：〝始祖の四人Four Deadly Swords〟か。帝紀一〇〇年代の魔族の侵攻で、セフィロスが邪神の御子を自らと共に封ふうじるところだな。

ナヴァール：ダーインスレイブの姿すがたは、アイン・ソフとの空中戦で我われ々われも見ている。

ＧＭ：そして壁画の続きは、フェリタニア帝国がどんどん分ぶん裂れつしていき、レイウォールとグラスウェルズの建国までが描かれている。そして、その隅すみっこに犬耳娘むすめもちらっとね（笑）。

ナヴァール：ああ、ベネットは『ファンブック』でタイムスリップしているからな（笑）。

アル：あっ、『ウォーリーを探さがせ』みたいだな（笑）。

ピアニィ：あれ、これベネットちゃん？

ベネット：あっはっはっはっ、他人のそら似にでやんすよ。なあ、旅人の石。

ＧＭ：「はっはっはっはっは」

ベネット：笑うんじゃない！　このやろう、都合のいい時だけセリフを吐きやがって！（笑）　笑ってないで答えろ―――っ！（笑）

ナヴァール：ベネットは〝運命の英雄〟だな。

ベネット：おう、ディスティニーなヒーローでやんす。そう、アイム・ディスティニー・ヒーロー・ベネット！

ＧＭ：もちろん、赤の他人の可か能のう性せいが九八パーセントくらいあるんだけど。

ベネット：もて遊ばれたっ!?

ＧＭ：ゼパらしいじいちゃんも見えるな。

ベネット：そして、あの読者投稿のセインさんも（笑）。

ＧＭ：ジェード・リュックだ。

アル：じゃあ、テオドールもいるんだな。

ＧＭ：ピアニィは、この壁画の歴史はひととおり知っているはずだね。

ピアニィ：はい、《ヒストリー》持ってますから。

ベネット：コネリーさんがひたすら教えてくれたでやんすな。

ピアニィ：でも、この女の人のことは歴史には描かれてないんですよね？

ＧＭ：そうだね。教わってないです。

ピアニィ：でも、あの女性はフェリタニアさん……？

ＧＭ：そう、キミは彼女がフェリタニアであることを実感として感じることができる。

ピアニィ：じゃあ、ナヴァールに言います。あたし、この夢ゆめを見たんです。

ナヴァール：フェリタニア様を、夢で。すると、「ピアニィ様がウルフリックの転生である」というエル・ウォーデン王の言葉は、やはり真実であったか。

アル：ともかく、この部屋にあるのは壁画だけなのか？

ＧＭ：部屋の入口の対面に、大きな扉がある。

アル：じゃあ、その先に進むか。

ベネット：おっと、その前に扉をトラップ探たん知ちするでやんす。そろーり、そろーり……。

ナヴァール：我々は二〇メートル後方から応おう援えんしている（笑）。

アル：なにかあったら《カバームーブ》の構えをしつつ。

ＧＭ：そのようにベネットが近づくと、ゴゴゴゴと扉が開いていく。

ベネット：お、自動ドアでやんすか。

ＧＭ：特にトラップが発動するということもない。

ベネット：おおっ！　この扉、あっしの気配に恐おそれて道を開けたでやんすな。フフフ、アイム・ディスティニー・ヒーロー・ベネット！（笑）

アル：じゃあ、その中に進んでいこうか。

ＧＭ：では、そこでシーンを区切ろう！　ふふふ、ではここからが本シナリオにおける、最大の試練が始まるぞ……！

ピアニィ：き、きくたけさんの笑え顔がおが……。

アル：嫌いやな予感しかしない……（笑）。







◆Middle 10◆待ち受ける試練




　遺跡をさらに進んでいく一行。

　先ほどの部屋より、ひと回り小さな空間があった。

　どうやら、なにかが待ち受けているようだが……。




ＧＭ：では、壁画のドームを抜けたその先……進んだ次の部屋の描写に入ろう。

アル：中はどうなっている？

ＧＭ：そこは、一〇メートル四方の石室だ。さっきの壁画の部屋に比べればずいぶんと狭く感じる。だが、そんなことより大事なのは……部屋の中央に身長四〇センチほどの妖よう精せいが笑顔を湛たたえてフワフワと浮ういていることだろうか。

一同：妖精!?

ナヴァール：きた―――っ！　妖精っ!!

アル：帰ります。

ＧＭ：なんでだよっ!?　帰んなよっ！（笑）

アル：帰りたくもなるわっ!?　これまでのリプレイで、菊池さんがダンジョンで出してきた妖精ってどいつもこいつもろくでもない奴ばっかだった……！（一同大爆笑）

ナヴァール：ははは、アルはおびえすぎだ。さ、ピアニィ様。部屋に入る前に《フロストプリズム》を叩たたき込こみましょうか（一同大爆笑）。

ピアニィ：ええっ!?　そういえば、あたし『ファンブック』で妖精さんに会ってる（笑）。

ＧＭ：そうそうボイスドラマでね、問題出すなり《フロストプリズム》をぶちかまされてね。

ピアニィ：あらためて聞くと、あたしってひどいですね（笑）。

ベネット：あっしは恐れることなく悠ゆう然ぜんと入ってくでやんすよ。おや、こんなちんけな部屋にちんけな妖精がいるでやんすなあ……！（笑）

ナヴァール：さらばベネット、扉を閉しめます。

ベネット：ちょっ!?（笑）

ピアニィ：し、閉められた。

ベネット：開けるでやんすよ！　みんな、なにを警けい戒かいしているでやんすか。たかが、妖精一匹ぴきじゃないでやんすか。

ＧＭ：じゃ、妖精も「さあ早く、みんな部屋に入りなよ」と笑顔でキミたちを誘う。

アル：だが、妖精となると俺の前ぜん世せの記き憶おくがなあ……（笑）。

ピアニィ：なぜかアルが震ふるえてます（笑）。

アル：もう斬きって捨すてたい衝動に……！

ＧＭ：「無む駄ださ。僕ぼくは無む限げん《アフェクション》が使えるんだ」

ベネット：無限《アフェクション》！　待ってください、パワーで攻こう撃げきすれば打ち消されないでやんす！（笑）

ＧＭ：ちょっと待て！　なんで殺すことばっかり考えるんだ！

アル：菊池さんが妖精なんか出すからですよ！（笑）

ベネット：ならば、ここはディスティニー・ヒーロー・ベネット様にお任まかせあれ。さあ妖精、道を開けい！

ＧＭ：「何人たりとも僕のリドルを解とかない限かぎり、先には進めない」

ベネット：ですよねー……ってリドルか……（笑）。

アル：もはや嫌な予感しかしない……（笑）。

ＧＭ：「キミたちの知ち恵えと直感……これでこの先に足を進めていただきましょう。もちろん、突とつ破ぱできない時はシナリオがここで止まっちゃうからね？」

ピアニィ：……（笑）。

ＧＭ：「ちなみに僕はこの遺跡を守しゆ護ごする妖精。遺跡と言えばダンジョン、ダンジョンと言えばモンスターがいっぱいいるもんだよね？　僕はそれを造つくったりもしてるんだ」

ピアニィ：そ、それはすごいですね。

アル：ダンジョンのモンスターって、こうやって作られるのか……（笑）。

ＧＭ：「そうさ。なにせ僕は、ひとつだけ魔ま法ほうが使えるからね」

ベネット：魔法？

ＧＭ：「それは、とあるひとつの物体を別の魔ま物ものに変えたりっていう変身の魔法なんだけど……さあ、ここで問題です！」

ピアニィ：き、きた……っ。

アル：ごくり……。

ＧＭ：「…………の前に。まず、僕の魔法がどんなものか見せてあげるよ。ひとつ目は―――」彼女がパチンと指を鳴らすと、おもむろに天てん井じようがと開き……大きな檻おりが降おりてくる。

ベネット：すごい仕組みでやんすな。檻の中にはなにが？

ＧＭ：うん、ひとりの人間が捕つかまっている。

ピアニィ：え―――っ!?

ベネット：あ、哀あわれな……。

ＧＭ：「ええい、出せ！　出さんか！　拙せつ者しやはこの世界のために戦うセインだぞ……！」

一同：は？

アル：あ、あの……そいつもしかして……。

ＧＭ：うん。捕まっているのは、ここに来る途中で出会った例のセイン、ジェードだ。

一同：ええええええ―――っ!?（大爆笑）

アル：お、お前かよっ！（笑）

ＧＭ：「おお！　これはアル殿！　妙なところでお会いいたした！　助けてくだされ！」

アル：妙すぎるだろうっ!?（笑）

ベネット：ていうか、伝説のセインがなにあっさり捕まってるんじゃ―――っ!?

ＧＭ：「そこの妖精、ここから出してくれ！　拙者は今から魔族との決戦に……」と言っているが、妖精は「んんんー、黙だまりなさーい」ととりつく島もない。

ベネット：ちょっと、セインさんになんて扱あつかいしてるんでやんすか！

アル：そ、そうだぞ！　そんなんでも魔族と戦う強い騎士なんだ！（笑）

ＧＭ：「へえ、そうなんだ。まあ、騎士だったら誰でもよかったんだけどね。ネタを探していたら、たまたまキミが見つかったのさ」

ベネット：た、たまたまっ!?

ＧＭ：「さて、ここに騎士がひとりいます。では、この騎士に魔法をかけてみましょう」

ベネット：ああー、やめるでやんす!?　そいつはこの地でできた友達なんだ―――っ！

ＧＭ：「んー、大丈夫。別のものに変身させるだけさ」とパチンッ！　指を鳴らして魔法の呪じゆ文もんを唱えると……セインがぼんっと煙けむりに包まれる。

ピアニィ：……。

ベネット：さっき、不吉なことを言ってやしたな。モンスターを作ってるって……。ドラゴンとかそんなのが現われたりして……。

アル：は、ははは……まさかあ……。

ＧＭ：えー……騎士を包み込んだ煙は、キミたちが凝視する中でやがて薄れていく。煙が完全に消え去った時……そこに騎士の姿はなく……。

ベネット：ご、ごくり。

ＧＭ：檻の中で蠢いていたのは、触手をうねうねと動かす食虫植物だった。

ベネット：ど、動物ですらなかったっ!?　お前は人でなしか―――っ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：「あら、草になっちゃったよ。プラント系けいのモンスターかあ……うーん、変身には成功したからＯＫ、ＯＫ……」

ベネット：ちょっと、待つでやんすっ、待って……！（笑）

アル：もしかして……魔法を使った本人にもなんになるかわかっていないのか？

ベネット：なんになるかわからないまま今変身させたでやんすか？

ＧＭ：「いいや？　この魔法はね、とある法ほう則そくで対象を変身させるんだよ」

ピアニィ：法則……？　え、ええと……？

アル：騎士が食虫植物に？

ナヴァール：しかし、ダンジョンの中だとそいつは虫を補ほ食しよくできずに死んでしまいそうだ。

ＧＭ：「ううん。こいつは人を食って生きるさ」

一同：おいっ!?（笑）

アル：さらっとひでえこと言いやがる……。

ＧＭ：「うーん、こいつ、強そうだけどちょっと動けないのが問題だねえ……では、次」

一同：次!?

ＧＭ：そう、指を鳴らすと……また天井が開いて同じような檻が降りてくる。

ベネット：こ、今度はなにが捕まっているんでやんす……？

ＧＭ：「キーキーッ！」と鳴いているのは、犬の頭をした人型モンスターだ。人間よりも小さい犬頭の亜あ人じんコボルド……まあ、モンスターの一種だ。ちなみにコボルドは本来、犬頭ではないらしい。犬頭だと言われるようになったのは、某コンピュータゲームの影響だとか。

ナヴァール：な、なんだそのどうでもいい豆知識は……（笑）。

ピアニィ：コボルド……『アリアンロッド』では初めて見ます……（笑）。

ベネット：コボルド、謎なぞの種族でやんすな。ていうか、エリンにそんな生物はいない。

ＧＭ：うむ、きっと異界から連れてきたんだろう。このシーンは、ファンタジークイズの部屋だ。細かいことは気にしない。

一同：………………（笑）。

ＧＭ：妖精は、コボルドを満足げに見ると……「ふうん、犬頭のモンスターかあ。これに魔法をかけるとどうなるかなあ……三、二、一……はい！」　再びぼわんと煙が吹き起こる。

一同：…………。

ＧＭ：そして煙が消え去った時……そこにいたのは、一匹の巨大な―――ウニ。

一同：ウニっ!?（大爆笑）

ピアニィ：な、なんでウニっ!?

ＧＭ：「……んー、犬頭はウニになったかあ。……これはモンスターじゃないし、ろくに動けない。失敗だね」　冷たい声でそう言うと、妖精さんはウニを抱え……殻をパキャッ！　きれいに割って―――ムシャムシャムシャ……。

ナヴァール：食っちゃうのか!?（一同爆笑）

ピアニィ：えぇ―――っ!?

ＧＭ：「うーん、いいモンスターを創るのは難むずかしいもんだねえ？　あ、そうだ。今までは生物ばっかり変身させたけど、次はこの僕の座すわってた椅い子す……生物以外も試してみよう」

ナヴァール：いかん、もはやこのナヴァールの頭脳を持ってしても結果がわからぬ。

ＧＭ：そして三み度たび巻き起こるあやしい煙。煙が晴れた時、そこにいたのは……「ぐぅもぉ――――――ぅ!?」　巨大な斧おのを振り回す牛頭の怪物・ミノタウロスだった。

アル：今度は牛頭か……っ！

ベネット：ミノタウロス……またエリンディルにいないモンスターが……（笑）。

ピアニィ：見たこともないモンスターばかり……（笑）。

ＧＭ：「まあ、勘かん弁べんしてくれ。無理にリドルをファンタジーにこじつけるために、苦労してるんだ。このリドルを考えるのに、僕は三～四時間かかったんだよ？」
















一同：しらねーよっ!?（大爆笑）

アル：それ、妖精じゃなくてＧＭの話じゃねーかっ！（笑）

ＧＭ：「……細かいことは気にせんでよろしい。では、ここで問題です！」

ピアニィ：き、きた……！

ＧＭ：ぱちん……妖精さんが指を鳴らすと、また天井からキリキリキリキリ……と檻が降りてくる。そこに捕まっているのは―――一匹の猿さる。

ベネット：さ、猿……？

ＧＭ：「僕が出すリドルに正せい解かいできたら、ダイスを一個こ振ってその半分だけ、フェイトを回復してあげるよ。四人合わせて１Ｄの半分、ね」

一同：それは大きいっ!?

ＧＭ：「さあ、この猿に魔法をかけると、いったいなんに変身するでしょう」

ピアニィ：ええっ!?

ベネット：知るか――――――っ！（笑）

アル：「しり」だな（←即そく答とう）。

ナヴァール：は？

ＧＭ：………………。

アル：………………。

ＧＭ：「キミ、空気読めよ……」（笑）

ピアニィ：えっ、正解なの？

一同：「………………」

アル：ま、急ぐ必要があるしな。

ピアニィ：なに？　なに？

アル：あいうえお順で、文字をずらして変身させてるんだよ、これ。最初の〝きし〟は〝くさ〟になったろ？　カ行の〝き〟で一個下にずれて〝く〟になって、〝し〟はサ行で一個上にずれて〝さ〟になったんだ。




　つまり、こういうことである。まず、最初の「騎士」の場合―――。




　か「き」くけこ

　さ「し」すせそ

　　　　↓

　かき「く」けこ

「さ」しすせそ




「きし」のうち、一文字目が下に。二文字目が上にずれるのだ。

　同様に……コボルド（犬）、椅子もこれと同じである。

　コボルドは「いぬ」、椅子はそのままの音で……。




▼犬がウニに

　あ「い」うえお

　なに「ぬ」ねの

　　　　↓

　あい「う」えお

　な「に」ぬねの




▼椅子が牛に

　あ「い」うえお

　さし「す」せそ

　　　　↓

　あい「う」えお

　さ「し」すせそ




一同：ああ……っ！（笑）

ピアニィ：な、なるほど―――っ!?（笑）

アル：だから、「さる」はこの法則にしたがうと、それぞれ一文字ずつずれて、「しり」になる。

ピアニィ：アル、すごーい！

ＧＭ：「せっかく、死ぬほど考えて趣しゆ向こうを凝こらしたのに一瞬か……」

アル：知らねーよ（笑）。

ＧＭ：「じゃ、一応正解を見せてあげるよ」と妖精がパチンと指を鳴らすと、ボワンと紫色の煙が噴き上がり―――猿の身体がバチィンとはじけ……。

ベネット：はじけたっ!?


ＧＭ：そして、赤い尻しりだけがベチャッと床ゆかに落ちた。

アル：本当に尻だけになるのかよ!?（一同爆笑）

ベネット：想像以上にグロかったっ!?（笑）

ピアニィ：でも、アルすごい！　即答だったもんね。

ＧＭ：「……あのさ、この問題に当てはまるファンタジックな言葉を探さがすのにね、僕は三時間以上かかったんだよ？　それが、問題出して二秒足らずで解かれたんだよ？」

ナヴァール：ご苦労様（笑）。

ＧＭ：「しかも、高度な引っかけまで考えたのに。〝いぬ〟が〝うに〟になるの、アルファベットにして〝ＩＮＵ〟を逆さかさに読むと〝ＵＮＩ〟となるようになってるんだよ？　「うし」も〝ＵＳＩ〟にして逆さに読むと〝ＩＳＵ〟になってね？」

アル：おお、なるほど！

ＧＭ：「あ、その方向か！」って引っかけをして、「きし」が「くさ」にならないところで思おもい悩なやませようとしたのに……。

ナヴァール：す、すごいよ、菊池さん……っ！（大爆笑）

アル：やー、菊池さんはすごいなあー。

ＧＭ：すごいのはいいけど……それをお前……お前っ、二秒で解くなよっ!!（爆笑）

アル：知りませんよっ！（笑）

ＧＭ：「あー、やる気なくなった」

ベネット：おい、妖精……（笑）。

ナヴァール：だがしかし、あらためてすごいリドルだった。私は、全然思いつかなかった。

ベネット：天下のナヴァール様がこう言ってますよ。

ＧＭ：「八〇〇年だよ、八〇〇年……」

ピアニィ：はい？

ＧＭ：「この遺跡の地下で人が来るのを待って八〇〇年！　八〇〇年待って、ヒューバードさんもキミたちもあっという間に突破していくなんて！」（一同爆笑）

ピアニィ：ああ、お兄様も通って行かれたんですね。

ベネット：そうか、ヒューバードもここを……。

アル：どんな顔して「尻」って答えたんだろう……（笑）。

ナヴァール：いやいや、きっとヒューバードは「お前に用はない。どけ」のひと言で妖精は操られて……「はっ、わかりました」と扉を開いたのだろう（笑）。

ＧＭ：「ど、どうしてそれを……」（一同爆笑）

ベネット：おい妖精っ!!

ナヴァール：やっぱりか（笑）。ヒューバードは邪眼を持っているからな。

アル：俺たちにこんな問題出すわりにいろいろ弱すぎるだろう、お前（笑）。

ＧＭ：「…………」

一同：…………。

ＧＭ：「さてと。僕はやる気がなくなった」

アル：なくなるなよっ！（笑）　……まあでも、通してくれるんだよな？

ＧＭ：「通してあげるとも。しかもフェイトも回復してあげよう」

ピアニィ：おー。

ＧＭ：ダイスはこっちで振ろう。「あー、やる気なくなったんで適当に振るわ」（ダイスを振る）……６。「―――ぶっ!?」（笑）

一同：やったああああっ（笑）。

ナヴァール：さすがですよ、菊池さん！

ベネット：素晴らしい、最さい大だい値ちでやんす！（爆笑）

ＧＭ：ちくしょう！　無む茶ちや苦く茶ちややる気なくなったよ！（爆笑）

ベネット：さすがは守護の妖精様でやんすなあ！

アル：ええと、これで俺たちのフェイトが３点回復するんだな。

ベネット：あっし、まだ１点も使ってないでやんす。

ピアニィ：あたしも０です。

アル：俺が１点使っているのと、ナヴァールの旦だん那なが３点使っているのか。

ナヴァール：するとアルが１点、私が２点だな。

ＧＭ：ちくしょう（笑）。

ナヴァール：２点も回復した。運命の力がモリモリ湧わいてくるー。ありがとう、妖精！

ベネット：フェイトまで回復するなんて、そうそうできることじゃないでやんすよ。さすが妖精さんでやんす！

ＧＭ：「あ、ありがとう……」

ピアニィ：じゃあ、通っていいですよね？

ＧＭ：「いいよ。通してあげるよ。キミたちの栄えい誉よを讃えるよ。頑張ったね。ああ、がんばったね」

アル：や、やさぐれてんな……（笑）。

ＧＭ：「さっさと通れよ！」

アル：お、おう。と、通るよ（笑）。

ＧＭ：「ちなみに、扉にも仕し掛かけてないよ。行けよ」

ベネット：不安になることをさらっと言うなっ!?　……まあ、妖精、明日はいいことあるさ。

ピアニィ：あんまり動物殺しちゃダメですよ？

ＧＭ：「ああ、わかったよ。じゃ、またあとで」

ナヴァール：おっと、その前にひと言言わねば。

ＧＭ：「まだなにか？」

ナヴァール：その騎士、解かい放ほうしてやってくれ。

ＧＭ：「じゃあ、この遺跡を突破したら元に戻してあげるよ」

ベネット：条じよう件けんをつけられてしまったでやんす。

アル：これは、なんとしても突破しなければ……。

ＧＭ：と、妖精は布ふ団とんにくるまって不ふ貞て寝ねする（笑）。

アル：お、お休み（笑）。

ＧＭ：―――あ、そうそう。渡わたすものがあったんだ。妖精は「これを持っていきな」とひとつの鍵かぎを渡すよ。

アル：鍵？　きっとこの先で使うんだな。

ＧＭ：「マジカルキーだよ。ほら、行った行った」

ナヴァール：実は、マジカルキーなら三本持っているのだが（笑）。

ＧＭ：「だから空気読めよ～!!」（一同爆笑）

アル：……次から次へと面子潰つぶされまくってるな。

ＧＭ：「もう寝る！」

ピアニィ：あらら、拗すねちゃった（笑）。

ナヴァール：すまんな、妖精。

アル：……さ、行こう。これ以上俺たちがここにいても、彼を傷きずつけるだけだ（笑）。

ベネット：そうでやんすな。がんばった、お前はよくがんばったよ妖精さん。

ピアニィ：がんばった！（笑）

ＧＭ：うるさい、優やさしくするな！（笑）　では、キミたちが扉の先に進むと次のシーンだ！







◆Middle 11◆石せき碑ひの謎なぞに挑いどめ




　妖精のリドルを、楽勝ムードで突破した一行。

　不貞寝した妖精をあとに、次の間へとやってくる。

　この部屋にもとっておきの試練があることはもはや言うまでもなかった。




ＧＭ：では、キミたちは不貞寝した妖精を尻しり目めに次の部屋にやってきた。

ベネット：いい奴だったよ、あいつは（笑）。

ナヴァール：フェイト回復してくれたしなぁ（笑）。

ＧＭ：……気を取り直して行こう。扉の先は、広い通路になっている。

ナヴァール：ほう。

ＧＭ：通路は緩ゆるい坂道になっていて、下っていくとまた狭せまいドーム状の部屋に出る。そのドーム状の部屋の奥には、やはり、先に進む扉が一いち枚まい。

ベネット：今度は誰もいないんでやんすか？

アル：壁画が描かれてたりとかもないのか。

ＧＭ：誰もいないし、壁画もないね。

アル：最初の部屋が一番大きいドームで、あとは徐じよ々じよに小さくなっていく構こう造ぞうなんだな。

ＧＭ：さあ、それはどうかな。なお、この部屋の中央には石碑が立っているね。

ピアニィ：石碑？

ベネット：「このはし渡るべからず」とか書いてあるでやんすか？

ＧＭ：それはエンゲージしないと読めないな。近ちか寄よってみる？

ベネット：……近寄るでやんすよ。みんなは二〇メートル離はなれていただきたい。

ピアニィ：もう離れています（笑）。

ナヴァール：うむ。《プロテクション》が届とどく距きよ離りでな（笑）。

ベネット：……さすがでやんすな。だが、ここはあっしのシーフとしての腕うでの見せ所。アル先生にばかり見せ場を持っていかれては立つ瀬がない！　近づいて読んでみるでやんす。

ＧＭ：では、石碑には「この先トラップに注意」と書いてある。

ベネット：ほうほう。なーんだ、普ふ通つうじゃないか。

ＧＭ：で、奥には扉があるだけだね。その扉には、鍵かぎ穴あながある。

アル：おお、さっきの鍵はここで使うのか。

ベネット：あいつ、フェイトも鍵も渡してくれるなんて本当にいい奴だったでやんすな。じゃあ、鍵穴に近づく前に床からトラップ探知をするでやんすよ。

ＧＭ：床から？

ベネット：そう、床からでやんすよ。

ＧＭ：………………わかった、振ってくれ。

ベネット：うおおお、（ダイスを振る）……あ、22。低いでやんす。

ＧＭ：…………。

ベネット：おや？

アル：どうしたんですか？

ＧＭ：……（ふるふる震えている）。

ピアニィ：きくたけさーん？

ＧＭ：お前さ、空気読めよ……っ!?

ベネット：な、な、な、なんすか？　ト、トラップが床にあるような気がして、まさかこんなところにあるとは思ってもみなかったんでやんすよ？

ＧＭ：あのね、キミがね、難なん易い度どちょうど22に成功したのね（笑）。

ベネット：なんと！（笑）

ピアニィ：22ピッタリだったんだ！

ベネット：ピッタリだった。ふう。なかなかやるじゃないか、あっし！

ＧＭ：……そこにね、鍵穴がもうひとつコンシールされている。つまり、コンシールで隠かくされている鍵穴をもう一個発見した。

ナヴァール：床に？

ＧＭ：そう、床にです！

ベネット：おおっ、これが正解っぽいでやんすよ！　ふははははー。つまりこれを開ければいいわけだな？

ＧＭ：お前さ、まずさ、ドアがあるんだから、ドアから調べようぜ？

ベネット：いやいや、これも妖精さんのおかげ。さっそくもらった鍵を使う場面が来たでやんすよ。向こうの部屋にいる妖精さんにお礼を言おう。ありがとう妖精さん、ありがとう！

ＧＭ：「うるせぇ！」（一同爆笑）

ピアニィ：妖精さん、ぐれちゃった……（笑）。

ベネット：では、妖精さんにもらったマジカルキー、せっかくだから使いますかね。

ピアニィ：せっかくもらったんだしね！

ベネット：一応、鍵穴を調べてみるかな？

ＧＭ：鍵穴自体はトラップと言うより、普通に鍵が掛かかってるだけだね。

アル：マジカルキー自体を調べるとかは？

ベネット：あ、鍵自体に罠わながあるかもしれないでやんすな。

ピアニィ：なら、ナヴァールの鍵を使えば安全ですよね。

ベネット：いやあ、でもここでもらった鍵を使わないのは、あの妖精に悪い気が（笑）。

ピアニィ：わかるわかる（笑）。

ＧＭ：ふぅ……（ため息）。

ベネット：ちょっと、ほら、ねぇ？

ピアニィ：じゃ、疑うたがわないで使いましょう。

ナヴァール：さすがピアニィ様。お優しい心を持っていらっしゃる。

ベネット：じゃ、信じてもらったマジカルキーを使うでやんすよ。ガチャッ。

ＧＭ：……すると、上からくす玉が降りてきて、パーン……！「正解！」と……（一同爆笑）。

一同：やった～！（爆笑）

ベネット：くそう。成功して嬉うれしいはずなのに、なんだか涙なみだが出てきたでやんす。こ、こんなくす玉まで用意して……（笑）。

ピアニィ：一いつ生しよう懸けん命めい作ったんでしょうねえ……。

ＧＭ：で、正面の扉もガチャッと音がして、もうひとつの鍵穴が現あらわれる。

ベネット：おお？

ＧＭ：……実は、扉には鍵穴が二個あってね？　一個はコンシールされていて、最初もらったマジカルキーで見える方を開けると、落おとし穴あなが開くというトラップだったんだよ。

ベネット：なるほどなるほど。いいトラップですなー。

ＧＭ：もちろん、扉のトラップ探知に成功すると、ふたつ目の鍵穴が見つかるんだけど……さっきの22だと失敗するぐらい難易度が高かったんだよ。で、床を先に調べられると……先に鍵穴が見つかっちゃうの。

アル：「この先、トラップ注意」と書いてあるのは、そういうヒントだったのか。

ＧＭ：……石碑、いらなかったかな……（笑）

ベネット：いやいや、この優しさがよいところ（笑）。

ピアニィ：うん。優しいね。でも、ちょっとかわいそうになってきた（笑）。

アル：しぃ～っ！　聞こえたらかわいそうだろ？

ナヴァール：ここは妖精さんを励はげますためにファンレターを書いていこう。「あなたのトラップは大変楽しんでいます。ファンより」

ＧＭ：殺すぞコラっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：あたしも書こう♪「うちのお母様のトラップはこうなっておりました。これを参考にしていただけると、きっとよりよいダンジョンができると思います。―――ピアニィ」




　あんたのお母様を参考にすると本当に阿あ鼻び叫きよう喚かんになる。




ＧＭ：すると、上のスピーカーから妖精さんの声が聞こえます。

ピアニィ：あ、聞こえてたの？

ＧＭ：「聞こえてたよ。まだ終わったと思うなよ！」という声が聞こえると共に、正面の扉が開く。だが、その前にこの部屋を突破したことの賞品が出てくるぞ。

ピアニィ：やった♪

アル：わざわざ賞品まで。妖精さん、やっぱりいい奴だな……（笑）。

ＧＭ：八〇〇年ぶりの来客だからね。

ベネット：こういうのをワクワクしながら設せつ置ちしてた妖精さんの姿が思おもい浮うかび、切ない想おもいになるでやんす。

ＧＭ：いいからその賞品取れよ！（笑）

ベネット：えー、トラップ探知します（断言）。

アル：あれだけ妖精さんに同どう情じようしておきながら、トラップを疑うのか（笑）。

ベネット：いやあ、それはそれ、これはこれでやんすよ。（ダイスを振る）28でやんす。

ＧＭ：特にトラップはかかってない。

ベネット：おお。トラップはかかってない。なら開けるでやんすよ。パカリ。

ＧＭ：すると、ＥＸＨＰポーションが三本も……。

ナヴァール：おお、これが妖精さんの優しさか。じゃあ、私が二本持ってアルが一本というところか。

ベネット：ありがたくちょうだいして、先に進むでやんすよ。

ＧＭ：では、次の部屋に入ったところで、シーン終しゆう了りようだ。







◆Middle 12◆御み遣つかいと神を穿うがつ剣けん




　次なる試練に挑いどむ、ピアニィたち。

　おそらくは、ここがこの遺跡の最後の試練なのだろう。

　部屋の壁へき面めんに描かれた壁画は、御遣いと神を描いたものだった。




ＧＭ：それでは次の部屋だ。またドーム状になっている。

アル：さて、次はなにがくるか……（笑）。

ＧＭ：正面には先に進む扉があるが、それには数字の書かれたダイヤルがついている。

アル：ダイヤル……？

ＧＭ：〇～九までの数字を表示できる三桁けたの数字錠じようだな。

ナヴァール：つまり、この扉を開くために三桁の数字を入力しろということか。

アル：なら、ヒントになりそうなものがあるはずだが……。

ＧＭ：うむ、その扉には一枚の絵が掛かっている。

アル：絵？　

ＧＭ：そう、抽ちゆう象しよう画がだけどね。アルディオンに侵しん攻こうしてきた魔族によって、神を守ろうとしている天使が剣で貫つらぬかれている。その背はい後ごには、神と思おぼしき神こう々ごうしい存そん在ざいがいる。

ベネット：これだけだと、ヒントかどうかわからないでやんすな。

ＧＭ：扉にはなにか文字が書いてあるけど、近づかないと読めないね。

ピアニィ：じゃ、もうちょっと近づきましょう。

ＧＭ：キミたちが部屋に入ると、ボワンと再び妖精さんが現あらわれた（一同爆笑）。

ベネット：おお、妖精さんじゃないですか！

ＧＭ：妖精さんは、キミたちを冷た～い目で見て、ブスッとした顔をしている。

アル：や、やさぐれてるな（笑）。

ベネット：不ふ貞て寝ねしてたんじゃ……（笑）。

ＧＭ：「だってさー、それぞれ四時間ずつかけたものが―――合計五秒足らずで解かれるってどうよ？」（一同爆笑）

アル：それ、妖精さんじゃなくて菊池さんじゃないですか（笑）。

ピアニィ：でも、お気持ちはわかります。八〇〇年頑張ってきたんですもんね。

ＧＭ：「慰なぐさめなんていらないんだよっ！」

ピアニィ：ご、ごめんなさいっ!?

ベネット：いや、我々四人はあんたの努力を忘わすれはしないでやんすよ？

ＧＭ：「まあ、キミたちがそんな余よ裕ゆうをかましていられるのもここまで。本命はここさ」

ベネット：なんやてぇ!?

ピアニィ：（身を乗り出して）戦せん闘とうですかっ!?

ＧＭ：「い、いや、ちがうけどさ……」

ナヴァール：妖精よ。うちのピアニィ様を失望させないでほしいな。

ＧＭ：「そんなことで失望するなよ!?」（一同爆笑）

ピアニィ：いえ、戦闘じゃなくてもちゃんと突破します（笑）。

アル：で、今度はどういう試練なんだ？

ＧＭ：「この部屋をキミたちが出られるかどうか―――それだけさ」妖精は、ニヤリと笑う。

ピアニィ：脱だつ出しゆつゲーム的な……？

ＧＭ：「うん。楽しみにしているよ。さあ、この扉に挑みたまえ」そう言った途と端たん、キミたちが入ってきた扉が〝……ばあん！〟　いきなりいきおいよく閉じられた。

ベネット：っ!?

ＧＭ：で、うしろの壁からジャキッと針はりが出てきて、ゆっくりと伸びて迫せまってくる。

ベネット：ちょっ!?

アル：いきなり殺意上がったなおい！

ＧＭ：「キャーッ、キャッキャッキャッキャ！」

ピアニィ：すごい喜んでるよっ!?


ナヴァール：い、今までが今までだったからな。

ＧＭ：さあ、どうする？　ゴリゴリゴリゴリゴリ……と、うしろから迫ってくる針はとても痛そうだ。

ベネット：では、グシャグシャッとその針に貫かれます。

ＧＭ：「さようなら。残りは三人だね」

ベネット：しれっと認めないで―――っ!?　ぎゃ―――っ!?

アル：またベネットが勝手にやられた!?

ＧＭ：早く復ふつ活かつしろよ（笑）。

ベネット：はっ、すみません（笑）。普通に立ち上がるでやんす。

アル：ともかく、この部屋から脱出するには前の扉を開ければいいのか。

ナヴァール：とりあえず扉の文字を読もう。

ＧＭ：扉には、「神を殺すほどの決意なくてこの扉は開かない」と書かれた一行。二行目には「お前たちに神をも、使徒をも殺す決意があるか」と書いてある。そして三行目は「さあ、数字はいくつ？」と書いてあるな。

ベネット：最後は出題者風でやんすな。

ＧＭ：その文字を読み終わると、扉の一部がガゴンとひっくり返って文も字じ盤ばんが出てくる。

ピアニィ：文字盤？

ＧＭ：そう。こんな文字列が。




　おもむろに、図ず版はんの描かれた紙をプレイヤーにくばるＧＭ。
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ピアニィ：ちゃんとこんなの用意してるんだ!?　すごーい（笑）。

ナヴァール：おお、難しそうだ……。

アル：なんかやばいぞ……（笑）。

ＧＭ：そう言っている間に、針は迫ってくる。ギリギリギリギリギリギリ……。

ナヴァール：こういうパズルは苦手だ……！

ＧＭ：「おや？　軍ぐん師し殿どのが苦手なんて、そんな嬉うれしいことを聞かせないでくれよ～？」

ナヴァール：くっ、こいつ（笑）。

ＧＭ：妖精さんは「ほうら、右下のアルファベットを見てごらん。ひとつだけＺが混まじってるだろう？」と嬉しそうに言う。

ナヴァール：それがキー？

ＧＭ：「さあ？」

ナヴァール：なんか腹立つっ!!（笑）

ＧＭ：いっひっひ。怒ってる間にもギリ、ギリ、ギリ……だんだんと、針が伸びてくるぞ。

ナヴァール：だめだ、マジで不得意なんだよ、パズルはっ！（笑）

ＧＭ：「お？　お？　お？　お？　少しは考えてるか？　考えてるか？」

ナヴァール：超ちよう考えてるよ！　や、やばい、このままだと死ぬ……っ！（笑）

ＧＭ：では、これからシンキングタイムだ。

ピアニィ：は、はい……！

ＧＭ：その間、「チャンチャランチャチャンチャランチャ……踊おどる阿あ呆ほうに見る阿呆♪」って妖精さんは踊ってますよ。

アル：なんでだよっ!?（笑）

ベネット：なにか絶好調っすね、妖精さん……（笑）。

ＧＭ：「チッ……チッ……チッ……チッ……」（←秒針の音で挑発してるらしい）

アル：うーん……こうでもない……。

ＧＭ：「お？　ヒントがほしいか？　ヒントがほしいか？」

ナヴァール：AngelとかGodとか？

アル：うん。でもそれがどうやったら数字になるかがさっぱりわからない。

ピアニィ：でも、Angelって文字はここにあるよ（と、図版を指さす）。

ベネット：Angelあります？　お、本当だ……！

ＧＭ：「うっ。ちょっとそこのお姫ひめさん、よけいなこと言わない！」

ピアニィ：え？　でも……（笑）。

ナヴァール：む、Godはわりとわかりやすい。たくさんあるな。

ピアニィ：ああっ、そうかそうか……！（なにか気づいた）

アル：ああ、なるほど。形かっ！

ピアニィ：そうそうそう。あ、４が出てきたよっ!?

一同：おおっ!?

アル：ほんとだっ!?（笑）

ＧＭ：「うっ……」

アル：なるほど、わかりましたわかりましたっ!!

ナヴァール：えー……みんなわかってるようだが、私はまだわかりません（笑）。

アル：そうか、「ＡＮＧＥＬ」と「ＧＯＤ」を消すと、数字が浮うかび上あがってくるのか！　神も天使も殺せってそういうことか！

ピアニィ：……で、次が５ですね。

ＧＭ：「よ、四時間……私はこの問題を考えるのに四時間……」（一同爆笑）

ピアニィ：で、次が２で……数字は、４・５・２です！

ナヴァール：おお、素晴らしい！　私は素晴らしい人たちと共に旅をしているっ！

ピアニィ：できたできた♪

ＧＭ：「本当にその数字でいいと思ってますか？」

ピアニィ：はい！

ＧＭ：「……ダイヤルを合わせてください」

ピアニィ：はい。じゃ、４・５・２で。

ＧＭ：カチッと合わせた瞬しゆん間かんに天井が、ガゴンッ！　丸い玉が落っこちてきて―――。

一同：丸い玉？

ＧＭ：そう。玉は光ひかり輝かがやき、ふたつに割われた。……ぽんっ！　「Congratulations!!」という文字の垂たれ幕まくと紙かみ吹雪ふぶきが―――。

アル：またくす玉かよっ！（笑）

ベネット：……やったー、正解したでやんす！

ピアニィ：で、で！　これでいいんですね！　先に進めるんですよね！

ＧＭ：「…………」

ピアニィ：妖精さん？

ＧＭ：「……けっ、さっきよりは悩なやませたからいいか」

アル：ほんと態たい度ど悪いなお前っ!?（笑）

ナヴァール：いや、私は最後までまったくわからなかった。素晴らしいパズルだった。キミの叡えい智ちをたたえよう（パチパチパチ）。

ＧＭ：「……ありがとう。キミたちはとても素晴らしいです。僕の八時間以上を費やして作ったものを、わずか一五分で突破するなんて。脱だつ帽ぼうです」

アル：じゃあ、もう通っていいかな？

ＧＭ：「あ―――っ！　ちょっと待って待って」

アル：なんだ、まだなんかあるのか？

ＧＭ：「せっかくなんだからさ、僕の四時間を見てほしいんだよ。見てよ、これ」（と、テーブルの上に作成課程のシナリオをオープンする）




　そこには、このパズルを生み出すまでの試し行こう錯さく誤ごの痕こん跡せきが山ほど書いてあった。

　お見せできないのが残念である。




ナヴァール：………………もう、なんと言えばいいのか……（笑）。

ＧＭ：「もういいよ、僕は死力を尽つくしたんだ」

アル：そ、そうだ。お前はよくやった……（笑）。
















ピアニィ：妖精さん、燃もえ尽つきちゃった……（笑）。

ＧＭ：「死力は尽くした。キミたちがそれをちょっとだけ上回っていたのさ。八〇〇年前、火の時代が始まった時に創つくり出されたこの遺跡の奥に進む権けん利り、そして知恵と直感をキミたちは持っている。さあ、先に進みたまえ。うう……」

ベネット：なんで泣きそうなんでやんすか（笑）。

ピアニィ：ほんとに……（笑）。

ベネット：ハ、ハンカチを渡しておくでやんす。

ＧＭ：「ありがとう。ずびー」

ベネット：あっしらはお前という学校から卒業し、新たな社会へと飛び立つでやんす。

ＧＭ：「うわー、いいセリフを言ってるらしいけどぜんぜんうれしくねー」（一同爆笑）

アル：なあ、ヒューバードはここも突破していったのか？

ＧＭ：「うん。ヒューバードさんは、あの人はズルだからね」

ピアニィ：ズルしたんだ（笑）。

ナヴァール：またギロッと睨にらんで、扉を開けさせたんだろう。

ＧＭ：「そうなんだよ。だから、心しん情じよう的てきにはキミたちを応おう援えんしてる」

ベネット：そ、そうか……（笑）。

ピアニィ：ありがとう、妖精さん。

ＧＭ：「……最後の扉が開かれた。さあ、この奥へと進みなさい」

ベネット：ありがとう、ありがとう！

ＧＭ：ギィィィ……扉は重々しい音を立てて開き、壁から突き出た無数の針の動きも止まる。

一同：おおっ。

ピアニィ：じゃあ、そろそろ……。

ＧＭ：……じゃあ、最後に妖精さんは感動的なセリフを言うよ。

ベネット：感動的なセリフ？

ピアニィ：えっと、具体的には？

ＧＭ：………………。

一同：…………？

ＧＭ：もう、涙で言葉が思いつかない……！（一同爆笑）

ベネット：ああ、とにかくＧＭでもわからない感動的なことを叫んだということで！

ピアニィ：……（←大爆笑している）。

ＧＭ：……まあ、いい。ともかくだ。そしてその部屋を出てのち、妖精に言われるままに薄暗い通路を歩き……キミたちはやがて最さい奥おうへと辿り着く。そして、その最後の扉を押し開いた―――。さあ、クライマックスへ突入しよう！

一同：おう！（笑）
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◆Climax 01◆兄と妹




　それは、久ひさ方かたぶりとなる再さい会かいだった。

　だが、そこに相対するのはもはや以前のふたりではない。

　ピアニィも、そしてヒューバードもそれはわかっていた。




ＧＭ：では、クライマックスシーンへと入ろう！　キミたちは無事に妖精が管理するエリアを抜けて、最奥の扉を開いた。その先に待っていたのは、螺ら旋せん状の通路だ。

ピアニィ：螺旋……？

ＧＭ：そう。なだらかな曲線を描き、しかしかなり急な勾こう配ばいで地下の深い方向へとキミたちを誘う道だ。

アル：円筒の外周をぐるぐる回って下に向かう感じか。

ＧＭ：おお、まさにそのとおり。その道を小一時間ほども歩くと……。

一同：長っ！（笑）

ＧＭ：遺い跡せきのかなり深いエリアへと続く道なんだよ。その通路の行き着く先に四人を待っていたのは、巨大な合わせ扉だ。石とも金属とも見える、不思議な材質でできている。

アル：……ここだな。

ピアニィ：ね、あたしが地上にいられる残り時間はどのくらい？

ＧＭ：結晶の残りはあと一個こ……それも、その二割ほどが黒く変色している。

ピアニィ：……あと少しですね。

アル：まあ、周りに人がいなければ大丈夫だろう。

ベネット：さっきのセインと妖よう精せいさんがヤバいでやんすかね？

アル：セインはきっと大丈夫、あの妖精は消えても問題はない。




　ひどいこと言うな。




アル：んじゃ、行きますか。と、扉に手を当てて……ピアニィ、覚悟はいいな？

ピアニィ：はいっ。

アル：では、一気に押し開ける……！

ＧＭ：ＯＫ。扉は部屋の内側へと、重く、そして擦こすれるような音を立てて開いていく。その向こうに現われたのは巨大な円筒形の部屋……いや、部屋というにはそこはあまりに広大な空間だ。円形状の床……その直径は、目測で一〇〇メートルはある。室内が暗いせいもあってか、高さはわからない。というか闇に呑のまれ、天井はもはや見えず……。

ベネット：広っ！　高っ！

ナヴァール：部屋の中にはなにがある？　もしかすると、私はここに見覚えはないか？

ＧＭ：そう、ナヴァールはその風景にどこか見覚えがある。入って最初に気づくのは、部屋の中央に悠ゆう然ぜんとそびえ立つ、巨大な石版……漆黒のモノリスだ。幅は一〇メートに満たないが、その高さが天井を覆う闇を突き抜けている。

ナヴァール：モノリス……ということは……それを見上げると？

ＧＭ：そうだ。床から二〇メートルほどの位置に、淡く光る十字架が見える。いや、十字架のように見えるものというべきか。やがて目が慣れればわかる。その十字架は、腕を開かれてモノリスに磔はりつけにされた―――人間だ。そう、その人物こそ……。

ナヴァール：……ステラ！

ピアニィ：お姉様……っ！

ＧＭ：そのとおり！　それは、前にナヴァールが夢で見たままの光景。うつろな瞳のままにうなだれ、その身体には無数のコードが接続されている。そしてコードのすべては、モノリスの背後……壁に埋め込まれる巨大な石版へと伸びているようだ。

アル：なんだその石版って。

ＧＭ：それは一〇メートル四方ほどのサイズで……複雑な文もん様ようの描き込まれた石版だ。実際には微び細さいな幾き何か学がく模も様ようの刻み込まれた極薄のガラスが、数万層も重なって構成されたもので……なんらかの魔導装置なのは確実だ。その模様のすべてはなんらかの魔術回路なんだろう。まあ、どう見ても今の技術で作り出せる物じゃない。

アル：こいつか？　レムリアが言ってた古代兵器ってのは。

ピアニィ：なんでお姉様に[image: ]がれてるの……？

ＧＭ：それは、すぐに想像がつく。ステラと石版を[image: ]ぐコードなんだが、ステラから石版の側に向かって、定期的に光が走っているからだ。

一同：…………。

ベネット：な、なんか生命でも吸い出しているような感じでやんすよ……。

ナヴァール：ステラ、すぐに救い出してやる！　と、駆け出し……。

ＧＭ：「……生命を吸い出しているわけでないさ―――」　ふいに、この広い空間に男の声が響き渡った。直前まで、なんの気配すら感じさせなかった。しかし今、キミたちとモノリスの間に立っていたのは……。

ナヴァール：……ヒューバード！

ＧＭ：「……とうとうここまで来たな」　ウェーブのかかった長い漆黒の髪に、マントを羽織った男―――そこに立つのは、まちがいなくヒューバードだ。

ピアニィ：ヒュー兄様……。

ＧＭ：「ピアニィ、久しいぞ―――」　悪びれた様子はない。むしろ、キミを迎え入れようとその腕を大きく広げ、余裕すら感じさせる笑顔を見せる。もっと、その笑みはどこか狂気に近いなにかを感じさせるんだがね。

アル：……昔よりだいぶ、ボスの風格がついたなこいつ。

ベネット：料理好きという設定もついたというのに……っ。

アル：おい、ヒューバード。その魔導装置が……。

ＧＭ：「そうだ。アルディオンをこのエリンという世界より切きり離はなす要かなめとなるもの。もはや、それを成すための魔力は臨界に達している。そしてステラはこの装置を制御するため、あそこにいる。これがステラ本来の役目なので、ね」

ピアニィ：本来の役目……？

ＧＭ：「そうだ。精神の崩壊を避けるために普段は力を数万分の一に抑えているが……あれには、同時に数千・数万の情報を解析・制御する力が与えられている。名軍師と呼ばれたのは、その副産物にすぎん」

ナヴァール：……ずいぶんと素す直なおに答えるのだな。

ＧＭ：「これより死にゆく者への手た向むけさ。結果はもはや確定している。あとは、計画を妨害しようとする意思を排除するのみ。ピアニィ、それがお前だ。お前は役目の大半を立派に果たしてくれた。さあ、あとは死ぬだけだ」

ピアニィ：（静かな声で）あなたはもう、あたしの知っているヒュー兄様じゃない。

ＧＭ：「ちがうな。こちらが本来の私わたしなのだよ」

ピアニィ：ちがいます！　今のヒュー兄様は、欲よく望ぼうに呑まれてしまっているだけです！

ＧＭ：「欲望に呑まれたのではない。理想を掲かかげて生きているだけさ」

ピアニィ：…………。

ＧＭ：「お前が来てくれたことで、計画を遂すい行こうするためのピースはそろった。これで後こう顧この憂うれいを断ち、事を運ぶことができるというもの。さあ、ピアニィ……こちらへおいで」

ピアニィ：……あたしは、そちらへは行きません。

ＧＭ：ヒューバードは、怪け訝げんな表情を見せる。「……なぜだ？　すべては、人という種を救うためなのだぞ？　手段こそちがえど、私とお前は同じ未来を見ているはずだ」

アル：どこが同じだ。お前は、ピアニィを殺すつもりだろう？

ＧＭ：「当然だ。それが、ピアニィが生まれた理由。与あたえられた役やく割わりだ。その身に〝神竜王セフィロス〟と〝邪神の御子〟を宿し、それもろともに死ぬこと―――」

ナヴァール：そのふたつが、あなたの目的にとっていちばん障害でしょうからな。

ピアニィ：だから、あたしを殺す……？

ＧＭ：「……ピアニィ―――」　そこで、おもむろに哀しげな表情を見せるヒューバード。「……わかっている。お前が戸と惑まどう気持ちも理解できるし、私だってお前を失いたくはない……失いたくはないのだ……っ！　だが……っ！」

ピアニィ：に、兄様……？

ＧＭ：「お前という尊とうとい犠ぎ牲せいのもとに、人類は救きゆう済さいされる」

ナヴァール：ヒューバード殿。あなたはひとつ、大きな勘かんちがいをしている。

ＧＭ：「勘ちがい？　私が？」

ナヴァール：あなたが成そうとしている計画では、人々は救えない。あなたは、ただ人々を蹂じゆう躙りんしようとしているだけだ。あなたが嫌きらっている神や魔族と同じように。

ＧＭ：「―――ちがうな。そもそも神は、人をおのれの目的のために創つくった。生命を与あたえながらも、始めから神は人を自らの道具として扱あつかっているのだ。そのような処しよ遇ぐうより人類を救い出すのがおかしなことかね？」

ナヴァール：あなたが神とちがうと言うのなら、なぜ他の人間を道具のように扱う？　人々を救うと言いつつ、実の妹たちを、慕したってくれる部下たちを、道具のように扱っているのは誰だれだ？　あなたは相手の心も顧かえりみず、ただ自分の思い通りに利用しているではないか……！

ＧＭ：「…………」

ナヴァール：もし、神と自分がちがうというのなら、それを証明してみせろ。くだらない計画などさっさと捨すて、私の大切なステラを返すのだ……！

ＧＭ：「…………（いかん、舌戦では社長に勝てん……っ！　さあ、どう言い返そう）」

ピアニィ：ナヴァールが怒おこってる感じでしゃべるのってめずらしい……。

アル：たしかにここまで怒いかりをあらわにするのは、初めてかもしれん。

ＧＭ：「……キミがステラを大事に想っていることは知っている。が、ステラは新世界創造の礎いしずえがために創つくられた存在。返すわけにはいかんな」

ナヴァール：多くの人を犠牲とした新世界に意味はない！　そのような張りぼての世界で王になること望むお前は滑こつ稽けいだ。

ＧＭ：「（お！）…………ちがうな」

ナヴァール：ちがう？

ＧＭ：「私は、王になることなど望んではいない。新世界の王たるは、次の世代の子供たちの誰かだ。我が役目は、世界という受け皿を作るまでのこと。王が生まれればそこで終わる。よかろう、事が終われば私もピアニィのあとを追ってもかまわぬ」

ナヴァール：む……。

ＧＭ：そしてナヴァールに反撃の機会を与えず、そこでおもむろにベネットを一いち瞥べつする。

ベネット：お？

ＧＭ：「ベネット、キミはアルディオンの外から来た人間だったな」

ベネット：ああ。エリンディルからやって来たでやんす。

ＧＭ：「エリンディル大陸では、神々が仕掛けた粛しゆく清せい装そう置ちの存在が一般の冒険者にも知られているのだろう？　キミはあれをどう思う」

ベネット：う、そこを攻めてくるか（笑）。たしかに、あれは見過ごせないもので……。




　ベネットは、神が地上に残した〝粛正装置〟にまつわる事件において、仲間のひとりを失っている―――正確には共に同じ時間を生きることができなくなったのである。




ＧＭ：「これから作る新世界には、そのような形で神が干かん渉しようすることはない。キミとその仲間が強いられた苦しみは存在しないのだ。しかし、だからこそ、その痛みを知るキミには資格がある。私と共に、来てはくれないかね」

アル：ベネットが必要とされている……！（笑）

ナヴァール：ふむ、ヒューバードは、人を見る目はたしかなようだ。私でも同じ誘いをかけるだろう……と、ベネットを持ち上―――。

ベネット：やめろっ、あっしを持ち上げるんじゃな―――いっ!?　いつものように落として―――っ……なんて、いつものようにここで自じ虐ぎやくすると思ったら大間違いでやんす。

一同：お？

ベネット：ヒューバード、アンタは神の一面しか見ていない。この世界を好きだからこそ、これを守ろうとしている神だっているでやんす。

ナヴァール：神にも派は閥ばつはあるからな。

ベネット：あっしは熱心な信仰こそないでやんすが、神のたった一面を見ただけですべてを知ったかのように語るアンタの話には乗れない。

ＧＭ：「……残念だよ。エリンディルでは英えい雄ゆうだったベネットくん」

ベネット：あっしはただの英雄ではない。言うならば、〝ディスティニー・ヒーロー〟ベネット……そう考えていただこう！

ＧＭ：「………………は？　ディスティ……なに？」

ベネット：ディスティニー・ヒーロー！　日本語で言うと英・雄・王！　でやんす。

ＧＭ：「…………」

ベネット：…………。

ＧＭ：「……前言は撤回する。ダメだ、お前と話してると頭がおかしくなる」（一同大爆笑）

ベネット：なんでじゃ――――――っ!?

ピアニィ：べ、ベネットちゃん……少しかっこいいと思ったのに……やっぱり……（笑）。

ＧＭ：そしてヒューバードはベネットへの興味を失った。「では―――」　次に、視線はアルへと向けられる。

アル：む。

ＧＭ：「アル・イーズデイル。お前は長くピアニィと共に戦ってきた。ピアニィはここで命尽つきるが、その思いを継つぎ、私と共に来たまえ。お前も新世界のために―――」

アル：俺おれは聞き終える前に剣を抜く。……俺のことを少しは調べたんだろうが、その割わりには頭の悪い言葉だな。

ＧＭ：「なんだと？」

アル：俺は世界のために戦ったことなんてない。世界を救おうとしたこともない。

ＧＭ：「知っているさ。それほどの力を持ちながら、なんとも不ふ憫びんなことだ。お前は、力の使いどころを間違っている」

アル：…………。

ＧＭ：「そのくせ、崇すう高こうな意思を持つ我が愛しきピアニィに近づきおって」

一同：こらっ!?（一同爆ばく笑しよう）

アル：いきなり崩すなよっ！（笑）

ピアニィ：ヒュー兄様……（笑）。

ＧＭ：いや、彼にふざけた様子はまったくない！　ヒューバードは、本当にピアニィのことが好きなんだよ！　野望の駒こまとしてだけでなく、ちゃんと妹としても！

ナヴァール：この兄では、ピアニィの婿になる人は大変だ……（笑）。

アル：と、ともかく！　俺は世界を背せ負おうつもりなんてない。もし、結果的に世界を救うような戦いをしたとしても、それは結けつ果か論ろんにすぎない。俺はそうやって生きてきたんだよ。俺はただ、自分が守りたいと思ったもののため―――今は、ピアニィのために戦うだけだ。

ＧＭ：それは怒りか、もしくは嫉しつ妬となのか。ヒューバードはそこで初めて目を細めて苛いら立だちの感情を見せた。

アル：逆ぎやくにこちらから質しつ問もんだ。なんであんたは世界を背負おうとする。

ＧＭ：「愚問だな。それが私の生きる意味だからだ。父オーギュストが目指した未来を、世界を……この私の手で創り出すこと。父自身は志こころざし半なかばでその心を折った。だから父を排し、子の私が受け継ぐ……当然のことだ」

ピアニィ：でも、お父様はそれが間違いだって気づいたから計画を中止したんじゃ……。

ＧＭ：「ちがう！　父はたったひとりの言葉に踊らされ、理想を捨てさせられたのだ。ティナ・アヴェルシア―――お前の母の言葉にな」

ピアニィ：お母様……。

ＧＭ：「だが、私がすべての計画を終えた時、亡き父も空の上で考えを改めよう。そして、この私をお褒めくださるはずだ」

アル：……あ？

ナヴァール：……ヒューバード、父親に捨てられた気分とかになっている……？

ＧＭ：それに関して、ヒューバードは語らないだろうな。ただ、幼い頃から父親に理想を語られ、育ってきたんだ。計画を取りやめると聞かされた時の衝撃は想像に難かたくない。―――そしてヒューバードは最後にピアニィへと視し線せんを戻す。「もう一度だけ問う。ピアニィ、私のためにその生命を使う気にはならないか？」

ピアニィ：……ヒュー兄様。

ＧＭ：「……なんだ」

ピアニィ：あたしが幼おさなかった頃ころ、ヒュー兄様が読んでくださった絵本のこと……憶おぼえていらっしゃいますか？

ＧＭ：「ああ、よく読んでやったな」

ピアニィ：平和で、素す敵てきな世界が描えがかれていましたよね。

ＧＭ：「そうだな。人々はいつも笑っていた。無む益えきな争いなどせず、幸せそうに暮くらしている……そんな、美しい物語だった」

ピアニィ：あの絵本がきっかけでした。ヒュー兄様が読んでくださった絵本に描かれていた平和な世界に憧あこがれて、あんな風に世界を変えたくて、ここまでやって来たんです。ヒュー兄様も、同じように平和を願ったのではないのですか？

ＧＭ：「もちろんさ、私も平和を求めている」

ピアニィ：なら、あたしと一いつ緒しよにその世界を実じつ現げんしましょう……？

ＧＭ：「…………」

ピアニィ：ヒュー兄様に手を差さし伸のべます。あたしと共に来てください。あたしの夢に乗って、共に歩いてくだ……。

ＧＭ：「―――それはできない。それをしてしまえば父と同じになる。私は父オーギュストをこの手にかけたのだ。考えを曲げれば、父は無駄死にだ。……それでは詫わびる言葉も見つからぬ。……だからここで死んでほしい、愛いとおしい妹よ」

ピアニィ：……やっぱり、そうなりますよね。

ＧＭ：「手を取り合えないならば、せめてこの手でお前を葬ろう。これが我ら兄妹にとって最後の邂逅となる。生き残った者が、おのれの理想を貫くために生きる。それでこそ、レイウォール王家の者にふさわしい」

ピアニィ：じゃあ、その言葉に頷いて―――あたしは、アキナちゃんたちと約束したの。必ずまたフェリタニアに帰るって。そしてアルたちはあたしのために戦ってくれる、守ってくれてる……だから、あたしは決して兄様に殺されはしない。世界中の人も、死なせない！　

ＧＭ：「……死にゆく者は、力なき者。強く、選ばれし者だけが新しい世界に生きるのだ、ピアニィ……！」

ピアニィ：犠牲を出す道は選べない。兄様、あたしはあなたを倒します！

ＧＭ：対峙して、お互いを否定しあうふたり。そのやりとりを、アルたちは見ていることしかできないのだが……ふと、そこで三人は幻を見る。

アル：幻……？

ＧＭ：そうだ。向かいあう両者の隣に、それぞれの幼い頃の姿が見える。声が聞こえるわけではない。しかしふたりは笑顔で、そして楽しげに言葉を交わしているように見えて―――。両者共に、大人になった自分の服の裾を[image: ]んで、これから始まることなど知らないかのように笑いあって―――それがまるで、本来のふたりであるかのように。

ナヴァール：これは、夢か。私にはふたりの横に―――。

アル：……俺にも見える。だが、もう戻る道はないんだ、ナヴァールの旦那。

ＧＭ：そして次のヒューバードの言葉と共にふたつの幻はかき消え、笑顔は闇に張り詰めた空気に消える。〝……ばさっ〟　おもむろに腕をあげ、羽織ったマントをたなびかせてヒューバードは宣言した。「では、始めよう……！」

ピアニィ：ええ、お互いが求めるもののために……！　あたしも杖を構えます！

ＧＭ：両者の声と共に、ヒューバードの背後にそびえるモノリスが、そして壁の巨大な石版が強く冷たい青に輝く。光は、この空間を瞬時に同じ色に染め上げた。

ベネット：装置に灯が入った！

ＧＭ：そして、光は不快な振動音と、大きな地鳴りを呼んで―――では、少し各国のマスターシーンを演出してクライマックスバトルに入ろう！
















　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――同どう時じ刻こく、フェリタニア首都ノルウィッチ




　最初にそれに気づいたのは、執務室にて書類の整理に明け暮れていたマルセルだった。

「……なんだ？」

　窓の外に広がるその風景に、数日前より違和感を抱くようにはなっていた。

　風が澱よどみ、海は凪なぎ……そしてどこにいても感じる息苦しさと妙な圧迫感。

　しかし今、またなにかが変わった。

　そう感じたのだ。

　感じたことが正しいと確信するまで、さほど時間は掛からなかった。

　ふいにノルウィッチを襲ったのは、大地の底から揺さぶられるような地鳴りだった。

「マルセルさん……っ！」

　部屋のドアが乱暴に押し開かれ、アキナが飛び込んでくる。

「もしかして、これ……！」

「ああ、始まったのだろう。おそらく今……この地上のどこかで、ピアニィ様とヒューバードが決着を付けるその時が訪れたのだ」

　マルセルの言葉に、アキナは頷いてのちに窓を開いて祈るように夜空を仰ぎ見た。

「……ピアニィさん、アル兄様―――勝って、そして必ず帰ってきて」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――同時刻、グラスウェルズ首都ベルクシーレ




　アンソンは、カテナと共に執しつ務む室しつにて大陸の地図を眺ながめ、思案に暮れていた。

　先日、フェリタニアにて起こった事件を経て、今後、グラスウェルズがどう対応するかの意見をまとめるためだ。その書類をフィリップ国王に提出する期限は、三日後に迫っている。

　自分の考えを説明し終えたカテナは、アンソンに意見を求めた。
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「……わたしの意見は以上だ。アンソン、お前はどう考える」

「うん、僕の意見は少しちがう。グラスウェルズは今後―――」

　そう言いかけた時、室内にノック音が響いた。

　それは約束もなしに、ふたりに面会を求める訪客の報せだった。

「客？　こんな時間に？　しかし今、客と会っている時間はない」

　アンソンは面会を断るつもりだったが、客の名と身分を聞いてその考えを改める。訪れたのは、ノーデンスに所属するサイラスという名の男だった。

　そして、アンソンとカテナは知った。




　今、この大陸でなにが起ころうとしているのかを。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――同時刻、ビルベリ




　注意を怠ったわけではなかった。

　夕食の後片付けをしていたリージュが、ふいに洗っていた皿を取り落とし、室内に不快な破は砕さい音おんを鳴り響かせた。

「どうした、リージュ！　大丈夫かっ！」

　五秒で厨房に飛び込んできたのはヒルデガルドだった。
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　だが、次の言葉を掛けようとしてヒルダは、リージュの異様な様相に息を呑む。砕け、床に散乱した陶器の破片の中に立ち、腕をだらりと下げ……リージュは、そこからは決して見えぬだろう遙か東の空に見入っていた。目に光はなく、その[image: ]にはひと筋の涙がつたう。

「……リージュっ！」

　無む造ぞう作さに破片を踏みつけ、駆け寄ったヒルダが少女の肩を[image: ]んで揺らした。

　力なく立ち尽くしたまま、リージュはその視線だけをヒルダに向ける。

「どうした、なにを泣いている……？」

「わかりません。でも、なにかとても悲しいの。そしてね……」

　それは根拠のない、しかし確信として紡つむがれた言葉だった。

「―――きっと、ふたりはもう引き返すことはできない」




　　　　＊　　　＊　　　＊

　

　―――同時刻、アガルタ公国




　少女はひとりで険しい山中……そのもっとも高い崖の上に立ち、南東の夜空を見据えていた。

「……ピアニィ、アル」

　誰に聞かせるでもなく、ナーシアがその名を呟いた。
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　　　　＊　　　＊　　　＊




ピアニィ：ああ、世界中のみんなが……。

ナヴァール：そうです。彼らの想いは、いつでも我々と共にあるのです。

ピアニィ：はい！

ＧＭ：「どうした、なにをぼうっとしている」

ベネット：くっくっく、お前にはわかるまい！　たったひとりで誰も寄せ付けずに来たお前に、この温かい気持ちが……！

ＧＭ：「ひとりではないさ」ほくそ笑む彼の周囲に、いつのまにか三人の少女が立っている。

アル：ピアニィ・クローンか！　

ＧＭ：そのとおりだ！　さあ、戦闘ラウンドに入ろう……！




●第一ラウンド

ＧＭ：まず、配置はこうだ（と、テーブル上にコマを並べる）。ＰＣたちは一エンゲージで、10メートル先にヒューバードとピアニィ・クローンがひとりいて……（左ページ図版参照）。

アル：クローンに名前とかある？　コードネームでもいい。

ＧＭ：ヒューバードと一緒にいるのは〝ピアニィ・サポーター〟だ。こいつは武器を構かまえていないことから支援系とわかる。

ピアニィ：残るふたりは？

ＧＭ：向かって左側が〝ピアニィ・サムライソード〟で武器は刀の二刀流。右側は〝ピアニィ・ツーハンド〟……魔導銃キヤリバーを二丁構えてるな。なお、行動値は次のとおりだ。さあ、セットアップに入ろう！




▼行こう動どう値ち

ベネット　　　　　　　　　37

ツーハンド　　　　　　　　35

サムライソード　　　　　　25

ピアニィ　　　　　　　　　22

ヒューバード、サポーター　18

アル　　　　　　　　　　　12

ナヴァール　　　　　　　　７
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ＧＭ：……まずはトップのベネットから！

ベネット：ふっふっふっ、このあっし様が行動トップでやんす……！

ＧＭ：あ、新しいな……その一いち人にん称しよう……（笑）。

ベネット：あっし様の番で《陣じん形けい》を使っておくでやんすか？

ピアニィ：（少し考えて）そうだね、使っておこう！




　移動後の位置は、左の図版参照である。
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アル：よし、これで《陣形》は終わりだ。《限げん界かい突とつ破ぱ》も使っておくか？

ピアニィ：使わない理由はないですよね！　使いましょう！

ＧＭ：ＯＫ。では、次にベネットのセットアップだ。

ベネット：《マスターテイマー》《コールサーバント》の定番セットを使用！　使い魔の猫が〝旅人の石〟を喰くらい！　巨きよ大だい化かし！　そしてうわなにをするやめろ―――っ!?　ぼりっ、ぼりっ……あひ。

アル：お前、いつもその演出やるよな……リプレイではあまり書かれないけど（笑）。

ナヴァール：襲われたベネットの服が破やぶれ、サービスシーンということなのだろう…………が、あまり嬉うれしくないのはなぜだ。

ベネット：どこに向けてのサービスなのかよくわからないので、今のは夢と消える。ともかくサーバントが現われて終しゆう了りようでやんす。

ＧＭ：続くツーハンドはなにもなし。サムライソードは《ドラゴンチェンジ》、《チェンジスケイル》で、防ぼう御ぎよ力りよくをアップ！　ムキムキムキ……っ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのピアニィになる。

ピアニィ：やめて―――っ!?（笑）

ナヴァール：オーラを纏まとうとかにしようよ！（笑）

ＧＭ：じゃあ、オーラを纏った。同時に《ライドスケイル》を使って、リアクションの達成値を＋４するぞ。

ピアニィ：次はあたし！　《インクリーズデバイス》をあたしとアルとベネットちゃんに！

ＧＭ：では、それを目視しながら次のヒューバードがカッと目を見開き……キミたちを睨にらむ。

ベネット：土ど下げ座ざします。

ＧＭ：まだなにもしてねえっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：ベネットちゃん、速すぎる……（笑）。

ベネット：くくく、お前たちは知らない。この土下座こそが、あっしの最強の構え……っ!!

アル：弓使いが土下座してなにができるんだ。

ＧＭ：と、ともかく！　ヒューバードが目を見開くと、キミたちの身体が途と端たんに重くなる。オリジナルパワー《人形繰くりの糸》を使用！　対象はＰＣ全員。【精せい神しん】判はん定ていで負けると、シーン終了まであらゆる判定にマイナス１Ｄだ。

アル：うわ、めんどくさいなそれっ！　解かい除じよの方法は！

ＧＭ：ムーブアクションとマイナーアクションの両方か、メジャーアクションの消費だ。では、判定いくぞ！　こちらの【精神】判定は３Ｄ＋10。（ダイスを振ふる）５ゾロで、25！

ピアニィ：きくたけさんのダイス目がすごいよっ!?

ベネット：25かー、けっこうどうしようもないでやんす。

ナヴァール：私は４Ｄ振れるから、普ふ通つうに抵てい抗こうできる。（ダイスを振る）29で抵抗。

アル：俺は期き待たい値ちで考えるとフェイト３点必要か……シーン終了までマイナス１Ｄはでかいからな……よし、フェイトを使って７Ｄで振る！（ダイスを振る）よし、クリティカルっ！

ピアニィ：あたしはマイナーは諦あきらめてもいいかな。普通に振ります。（ダイスを振る）あ、惜おしかったけど無理だった。マイナス１Ｄです。

ベネット：あっしは６が出たら《ハードラック》を使う！（ダイスを振る）ぐは、４ゾロ！

ＧＭ：それじゃ《ハードラック》は使えないな。

ベネット：くぅ、抵抗失敗でやんす！

ＧＭ：それじゃ、ピアニィとベネットはヒューバードの重じゆう圧あつに囚とらわれ、シーン終了まであらゆる判定にマイナス１Ｄだな。アルとナヴァールは、それを振ふり切きった。……そして、続くサポーターはセットアップは特になしだ。

アル：俺は《クリアマインド》を使う。

ナヴァール：私は《マインドマスター》《コーデックス》《メンターアーツ》で、アコライト指定。さらに《スピリチュアルウェポン》をケセドの杖つえ付きでアルへ！（ダイスを振る）

アル：おお、《インクリーズデバイス》と合わせてダメージ＋40！（笑）

ＧＭ：ここでセットアップ終了！　最初のイニシアチブでなにかやる人は？　こっちはツーハンドが《カリキュレイト》！　キミたちの機先を制せいし、一歩踏ふみ出だそうとする。

アル：俺もそれに合わせて《カリキュレイト》。

ベネット：くくく、甘あまい！　この場でもっとも速いのはあっし様よぉ！　《エンカレッジ》をピアニィ様へ！　へへへっ、今、あいつら隙すきだらけですぜ、やっちゃってください！

ピアニィ：ありがとう、ベネットちゃん♪

ＧＭ：これでピアニィの行動からか。

ピアニィ：はい！　フリーアクションで《デュアルルーン》から《ウォータールーン》《ブライトルーン》を宣せん言げん。ムーブとマイナーでお兄様の邪じや眼がんの効こう果かを打ち消します。

ＧＭ：邪眼って言うな！　せめて高こう貴きな瞳ひとみと言え。

ピアニィ：あ、うん（笑）。……で、メジャーは《ダブルキャスト》からの《フロストプリズム》＆《精せい霊れい乱らん舞ぶ》の二連続攻撃！

ＧＭ：来たな、場面攻撃。だが、ツーハンドが《ダブルキャスト》を《インタラプト》！

ベネット：では、その《インタラプト》を《インタラプト》でやーんす!!

ＧＭ：……しかたないな。これで《ダブルキャスト》は有ゆう効こうだ。

ピアニィ：では一発目！　《フロストプリズム》に《精霊乱舞》で敵てき全員を攻撃します！

ＧＭ：では、そのタイミングでサポーターが《傀かい儡らいの糸》というオリジナルスキルを使用！【精神】で対決し、勝ったらピアニィの攻撃の対象をＧＭが決定するぞ。

一同：なに――――――っ！

ベネット：ぐえ、こちらが《インタラプト》を切ったところでそんなものを！

ナヴァール：……自分たちの《インタラプト》を囮おとりにしたか。見事。

ピアニィ：これ、失敗したらヤバイですよね……？

アル：姫ひめさんの一いち撃げきをこっちの全員がくらうことになるからな。全ぜん滅めつするしかねえ。

ピアニィ：わ！　絶対、抵抗しないと!!

ナヴァール：ちなみにそれって回数制限ある？

ＧＭ：１ラウンド１回だな。さすがに毎回は撃うてない。（ダイスを振る）達成値は19。

ピアニィ：こちらは４Ｄ＋３。これだけだと、ちょっと足りないかな……。

ナヴァール：それなら《ドラゴニックシンボル》で＋１Ｄしましょう。きゅぴーん……目を見開き、聖せい灰はい竜りゆうの力でピアニィ様を支し援えんだ。

ピアニィ：これで５Ｄ！

ＧＭ：期待値でおよそで20か。なら、サポーターが１ラウンド１回のスキル、《腕うで絡がらみ》を使用する！　サポーターは魔ま力りよくの糸を放って、強ごう引いんに魔ま術じゆつの対象を変へん更こうさせようとする。達成値にマイナス10な。

ピアニィ：あわ―――っ!?

アル：まずい。ピアニィ、ここは自分のフェイトを使うしかない。

ピアニィ：そうですね……ここはフェイトを４点使いましょう。失敗したら、振り直しとか《スティグマ》を使う方向で！

ベネット：フェイトがガリガリ削けずれるでやんすな。

ピアニィ：でも、ここで使わないと大変なことに……お願い、成功して！（ダイスを振る）出目で34！　だから……達成値は27！

ＧＭ：ち、抜かれた！　サポーターが放った魔力の糸を振り切って、ピアニィの《フロストプリズム》が発動する。

ピアニィ：よ、よかった……。それじゃ、《フロストプリズム》の魔術判定いきます！（ダイスを振る）……やった、クリティカル！　６が三つ!!

ＧＭ：（ダイスを振る）ヒューバードはさすがに失敗。サムライソードは……（少し考えて）……やるか！　《ディフレクション》から《リフレクション》！

ピアニィ：わ、跳ね返してくるっ!?

ベネット：装そう備びからしてサムライ系。そのスキルを持ってないわけはないでやんすね。

ＧＭ：回かい避ひよりは確かく率りつがある！（ダイスを振る）よっし、クリティカル!!　今日の俺はできる子じゃない!?

ベネット：《影かげ縫ぬい》で止める！　６を一個除じよ外がいしてそのクリティカルをキャンセル！

ＧＭ：…………それはしょうがない。ベネットの切きり札ふだをひとつ落としただけ、役には立ったと思おう。《リフレクション》失敗だ。

アル：残りはサポーターとツーハンド！

ＧＭ：（少し考かんがえ込こみ）……ツーハンドは《シャドウハイド》！（ダイスを振る）……失敗。なので《空うつ[image: ]せみ》を使用してクリティカルに！　ピアニィの魔術を回避しつつ、メジャーアクションを行なう！

ベネット：シーフ共通のパワーで回避してきたでやんすか。

ＧＭ：（ダイスを振る）でも、サポーターは失敗。

ナヴァール：それでは《チェックメイト》！　ケセドの杖付きだ。（ダイスを振る）53点！

ＧＭ：そして、サポーターは《カバーリング》でヒューバードを守……………………いや、やめよう。ピアニィのダメージを二発分受けるとシャレにならん。カバーしない方がいい。「ヒューバード様、危あぶない……っ！」と、言うだけにしよう（一同大爆笑）。

ベネット：サ、サポーター……っ、お前っ！（一同大爆笑）

ＧＭ：い、いや、ちがうって！　冷静に分ぶん析せきして、ヒューバードとダメージ分散した方が総そう合ごう的てきに得だと思ったんだよ！

アル：り、理由はわかるが……それでいいのかサポーター！（笑）

ナヴァール：ぜんぜんサポートになってないぞサポーター！（笑）

ベネット：（ヒューバードになって）「サポーター、なぜ私をかばわん！」（笑）

ＧＭ：「―――ふふ。すべては戦せん術じゆつですわ、ヒューバード様」

ベネット：（ヒューバードになって）「そうか。では、しかたないな」（一同大爆笑）

ピアニィ：それじゃ、ダメージいきますよ。（ダイスを振る）……[image: 266]点の魔ま法ほうダメージです！　さらに［放心］と回避判定マイナス１Ｄ！

ＧＭ：かばわれると思ったけど、かばわれなかったヒューバードさんが《バッドステータス無む効こう》で［放心］を打ち消す（一同爆笑）。

ＧＭ：なお、サムライソードは《ヒューバードへの忠ちゆう誠せい》というパッシブスキルのおかげで、バッドステータスと判定のダイスが減少する効果は受けない。

ナヴァール：こちらの与えるペナルティが一いつ切さい無効なわけか。

ＧＭ：《シャドウハイド》により反撃は、メインプロセス終了後なのでピアニィの二撃目が先に処理される。さあ、こい！

ピアニィ：もう一度《フロストプリズム》と《精霊乱舞》！　これで残りフェイトが１点！

ＧＭ：あっという間だな……。

アル：さっき使った４点が大きかった。

ピアニィ：ここが見せ場なので、あの４点は必要経けい費ひです！（ダイスを振る）……低いです！　フェイトの残りを使って振り直しましょう（即断）。

ＧＭ：これでピアニィのフェイト０……（笑）。

ピアニィ：あっという間になくなっちゃった。（ダイスを振る）……50！

ＧＭ：ヒューバードとサポーターはマイナス１Ｄのせいで回避不ふ能のうか。サムライソードは《ディフレクション》にかける。５Ｄ＋30か……。

ベネット：５Ｄで20が出ればいけるいける。

ナヴァール：そうそう、全部４ならいけるんで、けっこういけますよ。

ＧＭ：今日の俺なら余よ裕ゆう……！（ダイスを振る）……ダイス目、全部３以下！（一同爆笑）

ナヴァール：さすが菊池さん！（笑）

ＧＭ：ツーハンドは30＋４Ｄで回避！（ダイスを振る）こっちはクリティカルした！

ナヴァール：《パリペイティア》で振り直し（しれっと）。

ＧＭ：ならもう一度出すだけよ……！（ダイスを振る）。あ、くそ！　１・１・５・６!!

アル：危なかったな、これで全員命中だ。

ピアニィ：ここで《マジックフォージ》だ―――っ！

ナヴァール：さらに《ディバインフォース》！　ケセドの杖つきで[image: 125]点。

ＧＭ：…………あの、それ……ダメージどれくらいくるの？

ピアニィ：えーっと……[image: 350]点くらい？

ＧＭ：……（少し考えて）サポーターさん、ヒューバードをカバーすると死ぬな。サポーター、《カバーリング》しません（一同大爆笑）。

ベネット：（ヒューバードになって）「ほう、さすがピアニィ！　素す晴ばらしい魔術だ。それを受けるとさすがの私も少々痛いたい……ゆえにサポーターよ、私を守れ」

ＧＭ：「申もうし訳わけありません、ヒューバード様。ご自分で受けてください」（一同大だい爆ばく笑しよう）

ナヴァール：（←大爆笑している）

ピアニィ：お、お兄様がなんかかわいそうになってきた……（笑）。

アル：あっち、チームワークとれてないよな……（笑）。

ピアニィ：ダメージ、いきますよー。（ダイスを振る）あ、出目がいい！　[image: 371]点!!




　ピアニィを中心に魔力が広がり、世界が光に満ちた美しき地じ獄ごくへと変わった。

　ピアニィのクローンたちはおのれの技わざと力をもって抵抗する。

　魔力の糸が飛び、刀が閃ひらめき、素す早ばやい身のこなしで宙ちゆうを飛ぶ。

　しかし、その抵抗すら虚むなしく、光と冷気は身体を蝕むしばみ、体力を削けずり取とっていく。




ＧＭ：ヒューバードは《バッドステータス無効》でさらに【ＨＰ】が減へる。ツーハンドは対たい抗こう策さくがないので、［放心］と回避判定にマイナス１Ｄか……痛い。

アル：やったぜ、ピアニィ！　ツーハンドの動きが鈍にぶった！

ピアニィ：シーフに回避判定マイナス１Ｄは大きいですね！　これであたしは終了。

ＧＭ：では、ここでツーハンドが《シャドウハイド》によるメジャーアクションを行なう。これって、別にピアニィを攻撃してもいいから―――（と、少し考える）。

ナヴァール：つまり裏うら切ぎり者もののサポーターを撃うってもいい（一同爆笑）。

アル：それは盛もり上あがりますね、すごく変な方に……！（笑）

ＧＭ：やらねえよ！（笑）　ここは《ファニング》でＰＣ全員を攻撃する。

ナヴァール：キャリバーなのに届くのか？

ＧＭ：《シューターハンド》で射しや程ていが20メートルになってるから、狙ねらえる。

ベネット：こいつ、バンガードでやんす……！

ＧＭ：さらに、命中判定前に《死点撃ち》を使用。出目が全部６になって、カバーもリアクションも不可だ！

ベネット：げぇ……っ!?

ＧＭ：ただし、オリジナルパワーの《オーバーパワー》の効果で、フェイト消費の代わりにＨＰロスを[image: 150]点受ける。痛いが、それだけの価値はあるはず！

アル：必中の全体攻撃だからな。こちら側はなにもできないので、ダメージを。

ＧＭ：ダメージは２Ｄ＋93のところ、クリティカルで５Ｄ追加、さらに《ピアシングストライク》で６Ｄ追加。（ダイスを振る）出目がいいぞ、13Ｄ振って59！

ナヴァール：（ダイス目を見て）ほんとだ、菊池さんとは思えないほどいい！

ＧＭ：この一撃には妖精さんの怨うらみがこもってる（一同爆笑）。

ベネット：よ、妖精。ほろり（笑）。

ＧＭ：ダメージは[image: 152]点の物理だ。

ナヴァール：《プロテクション》《ワイドプロテクション》ピアニィ様と自分に。ケセドの杖も使用。（ダイスを振る）80点軽けい減げん。

ピアニィ：《サモン・アラクネ》《フォーチュンルーン》を同じく。（ダイスを振る）22点軽減。

ＧＭ：合わせて[image: 102]点も軽減されるのか……。

ナヴァール：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が14点だから36点抜けだな。

ピアニィ：あたしも同じだけです。

ベネット：あっしが[image: 152]点直抜けだけど、これだけじゃ倒れないでやんす。

ピアニィ：ここで、あたしのメインプロセスは終わり。

ＧＭ：長いメインプロセスだった……。次は《カリキュレイト》によるツーハンドのメインプロセス。

ナヴァール：こちらにエンゲージする？

ＧＭ：（少し考え）……いや、動かない。マイナーで《フェイント》《ブラインドスポット》。メジャーはさっきと同じ《ファニング》でＰＣ全員を攻撃。

アル：また《死点撃ち》してくるのか？

ＧＭ：いや、今度は《ホーミングヒット》でリアクション不ふ可かにする。

ベネット：うぐ、さっきのがもう一撃当たるとあっしは危き険けんでやんす！

ナヴァール：そう何度もやらせるわけにはいかんな。《ブランダームーブ》を使用。そのあと《パトロナイズ》で止める。

ＧＭ：マイナス３Ｄか……クリティカルが出るはず。（ダイスを振る）出ないよ！　32。

ナヴァール：では《パトロナイズ》。フェイトは……３点使う。（ダイスを振る）お、６が三つでクリティカル！

ＧＭ：では、銃じゆう弾だんをばらまこうとしたツーハンドの動きが、ナヴァールの魔術によって強きよう制せい的てきに止められる。その様子を見たサポーターが言った。「……あらまあ、使えない子」

一同：サポーター―――――っ!?（大爆笑）

アル：い、いかん！　変にサポーターのキャラが立ってきた……！（笑）

ピアニィ：実はお兄様は操られているだけで、あのサポーターが黒幕のような気が（笑）。

ＧＭ：ツーハンドの攻撃は止められて終わり。次は……。

アル：《カリキュレイト》を宣せん言げんしていた俺だ！《ファストセット》《バーサーク》《フルスイング》《ツインアーツ》……！　メジャーアクションは《クロススラッシュ》でサムライソードを攻撃だ。一撃目……（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：く、こっちは《ディフェンスライン》でリアクションする！　さらに判定前に《刹せつ那なの返し》を使用！　反動で50点のＨＰロスを受ける。

ピアニィ：《刹那の返し》の効果って？

ベネット：リアクションの結果にかかわらず、相手にＨＰロスを与えるでやんす。

ＧＭ：アルが剣を振るった……そう思った時、すでにサムライソードの刃はアルの胴体を薙いでいた……！　今回は[image: 150]点のＨＰロスだな。

アル：おお、ありがたい。

ＧＭ：ちょっと待て、なんでありがたいんだ!?（笑）

ピアニィ：《死神の手》を使うために、【ＨＰ】を減らしたいと（笑）。

アル：そういうこと。

ＧＭ：…………。ともかくＨＰロス[image: 150]点だ。そしてこっちのリアクション！（ダイスを振る）くそ、クリティカルしない。相あい討うち、か。

アル：スピリッツソードの効果を使う。（ダイスを振る）……[image: 248]点の物理ダメージ。

ＧＭ：剣と刀が交こう錯さくしたと思った刹那、互たがいにその肩口より鮮血が噴き出す。……痛かったがまだ問題はない！　サムライソードは、口元をくっと楽しげに歪ゆがませる。「……さすがに強いな、アル・イーズデイル！　が、私の生命にはまだ届かない」

アル：なら、二撃目！　《ボルテクスアタック》も使用！　ここでコイツは落としたい！（ダイスを振る）クリティカルはしない。56！

ＧＭ：《ディフェンスライン》でリアクション……（ダイスを振る）おお！　クリティカル!!　切り札を伴うアルの渾こん身しんの一撃を彼女はいともたやすく……！

ナヴァール：《パリペイティア》。そのクリティカルを振り直し（しれっと）。

ＧＭ：…………。（ダイスを振る）無理！　達成値51で、命中だ。でも、これでナヴァールの《パリペイティア》は尽きたな！

ピアニィ：ここで決めるなら……いっちゃいます！　《ディスコード》！（ダイスを振る）ダメージに16点足してください！

アル：（ダイスを振る）よし、合計[image: 484]点の物理ダメージ！　どうだ！

ＧＭ：ぬ、かなり喰らったが……まだ立ってる！　そして勝利を確信したアルの心の隙間をついて……《ソウルバスター》―――っ！　[image: 452]点のＨＰロスをアルに！

ベネット：げえ!?

アル：さすがにそれはどうしようもない！　強いぞ、こいつ!?





　切り結んだ剣と刀の衝しよう撃げきに、双そう方ほうが同時にのけぞった。

　が、両者は瞬時に崩れた体たい勢せいを戻して、対峙する敵の生命を刈り取らんと刃を振るう。

　初撃と同じく、互いの刃は相手の身体へと吸すい込こまれ、その身を貫き合う。

　―――完全な相討ち。

　だが、その勝敗は明めい確かくだった。

　二度の交錯はアルの足から力を奪うばい、サムライソードは苦く痛つうを受けながらも、倒れるには至いたらなかった。




アル：ここで俺の【ＨＰ】は０……ここでやるか！　《ラストアクション》！

ナヴァール：もう使うのか？

アル：これ以い降こう、使えるかわからないし、ここで切ろう！　ギリギリで踏ふみ止とどまって、サムライソードに仕し掛かける。《ファストセット》から《フルスイング》《ツインアーツ》！　マイナーで《死神の手》、メジャーで《戦せん鬼き》……っ！

ベネット：全力でやんすなっ!?

アル：ここでなんとしてもサムライソードは落とす！　じゃないと、あとが苦しい。

ＧＭ：パワーによる三連撃か！　よし、一撃目こい……！

アル：（ダイスを振る）クリティカルはしない。53だ！

ＧＭ：《ディフェンスライン》！（ダイスを振る）……うおっ!?

ピアニィ：ク、クリティカル!?

一同：おお―――っ！

アル：さっきと連続でクリティカルかよ……っ!!

ベネット：本当に今日の菊池さんは神かみ懸がかってる！

ナヴァール：《パリペイティア》も使い切ったし、これはどうしようもないな。

アル：気を取り直して二撃目……！（ダイスを振る）。21だから54！

ＧＭ：ははは、いまの俺は負ける気がしない！　《ディフェンスライン》。（ダイスを振る）ん、これは避けたはず……！（計算して）…………あれ、達成値53。

アル：……クリティカルの次はたった１差かよっ！

ＧＭ：それはまさに、両者にとってギリギリの攻防で―――ダメージこい！

アル：（ダイスを振る）ダメージは[image: 490]点！

ＧＭ：ぶ――っ!?　それはダメだ、くらうと死ぬ！　ここで倒されるわけにもいかんので、サポーターが《慈じ愛あいの御み手て》を使用！　ダメージを０へ！　「戦せん術じゆつ的てきにここでサムライソードを失うわけにはいきませんので」と、サポーターが防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつを放ち、アルの剣を防ふせいだ。

ピアニィ：お、お兄様は守らないのに、サムライソードは守るんですね……（一同爆笑）。

ベネット：ピ、ピアニィ様……そういうクリティカルなことを言っちゃ……（笑）。

ＧＭ：「……ふん、問題はない。私はサポーターが誰を守るかの選せん択たく・戦術は間違っていないと考える。一応、信頼しているのだよ……！」

ナヴァール：一応って言うな、一応って！（笑）

アル：それじゃ、ラスト三撃目……！（ダイスを振る）さっきと同じ54！

ＧＭ：「……ならば、その軌道は読み切れる！」と、《ディフェンスライン》！（ダイスを振る）……………………こっちもさっきと同じで達成値53!?

ピアニィ：また１の差!?（笑）

アル：すごい！（笑）　なんというギリギリの攻防……！（笑）

ＧＭ：演出的にはかっこいいが……ここはよけたかった！（笑）

アル：（ダイスを振る）ダメージは[image: 476]点の物理だ！




「……倒した！」

　そうサムライソードが思った瞬間、アルは踏み止まり、高速の三連撃を繰くり出した。

　一撃目は刀で弾はじき、二撃目は受け流しに失敗したところをサポーターに助けられる。

　だが、奇き跡せきは三度も続かない。

　途と切ぎれることなく放たれた三撃目が、弾こうとした右の刀をすり抜け、その身を捉える。

　死神があざ笑う姿が脳のう裏りをかすめて直後、サムライソードの意い識しきは闇やみへと落ちた。




ＧＭ：……と、そんな演出で！　[image: 446]点抜けて累るい計けい一七五五点！　【ＨＰ】は一五〇〇点なのでサムライソードが、これで倒れる。こっちの最大火力が速そつ攻こうで落ちるとは……。

アル：これでメインプロセスが終わるので、俺は力を失って戦闘不能になる。

ナヴァール：ではアルに《尊とうとき覚かく醒せい》。戦闘不能から、即そく時じ回かい復ふくだ。

ＧＭ：ではこれで……………イニシアチブが終了？　な、長っ！　なんという刹那の攻防！

ピアニィ：なんかもう一戦闘終わった気分です。

ベネット：……ふっふっふっ、そしてついにこのあっし様の動く時がきた！　あっし様がすべてを終わらせるでやーんすっ!!　……残すとやっかいそうなサポーターを攻撃！

ＧＭ：む……。

ベネット：ではムーブとマイナーでペナルティを解除、メジャーは《ダブルショット》でサポーターを攻撃！　お前にはわかるまい、あっしの身体を通して出るこの力が―――っ！　一射目、《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使う。（ダイスを振る）……57！

ＧＭ：回避不能で、命中だ。防ぼう御ぎよ手しゆ段だんないからどうしようもない。

ベネット：「ヒューバード様、あたしをかばえ―――っ！」とか言ってほしい（一同爆笑）。

ＧＭ：さすがにしねえよ！（笑）

ベネット：ダメージロールの直前に《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）[image: 156]点の〈無〉属ぞく性せい魔法ダメージです。

ＧＭ：これで累計ダメージ[image: 700]点超えたか。ギリギリ踏ふん張ばってる。

ベネット：ならば二撃目。《デュアルアロー》。リンメルの矢二本使う。（ダイスを振る）あ、クリティカル三つぐらいしましたよ。さあ、このサポーター野や郎ろうっ、避けてみやがれ。

ＧＭ：回避判定１Ｄだから回避不能だって。ダメージをくれ。

ベネット：では18Ｄ（ダイスを振る）。……[image: 178]点、魔法でございます。




　ベネットから放たれた四本の矢が、サポーターの四し肢しを貫つらぬいた。

　それが、ピアニィの魔術で冷え切った身体より、最後の熱を奪いさる。

　サポーターはちらりと隣となりに立つヒューバードへ視し線せんをやって健けん在ざいを確認すると、その口元に微笑みを浮かべ……自分の意識を手放した。




ＧＭ：……というわけで、サポーターは倒れた。

一同：サポーター――――――っ!?（大爆笑）

ベネット：お、お前……っ、ほとんどなにもしてね――――――っ！（一同大爆笑）

ＧＭ：あまりにあっさり倒れた彼女の華きや奢しやな肢体を見て、ヒューバードはわなわなと震える。「わ、私を一度もかばわないまま倒れるとは……」（一同大爆笑）

ナヴァール：そこでヒューバードに面白いこと言わせてどうするっ！（笑）

ベネット：では、イニシアチブであっしが《アデンダム》！

アル：俺も《不ふ屈くつの闘とう志し》で【ＨＰ】を回復させる。

ナヴァール：私も《クイックヒール》と《ヒール》で【ＨＰ】を回復させる。

ＧＭ：了解。こちら側は特にないけど、【行動値】順にベネットから解かい決けつしていこう。




《アデンダム》でメインプロセスを得たベネットは、ピアニィたちにエンゲージしつつ、《ホロウショット》《ダブルショット》《デュアルアロー》でツーハンドを攻撃。

　合計で[image: 321]点のダメージを与えるものの、ツーハンドを落とすことはできなかった。

　続くアルは《不屈の闘志》を使用して自分の【ＨＰ】を[image: 200]点回復、ナヴァールは《クイックヒール》でベネットの【ＨＰ】を[image: 117]点回復。

　ヒューバードの行動を前に態たい勢せいを立て直した形だ。




ＧＭ：ではヒューバードの行動！　「さすがはピアニィとその部下たちだ。これほどやるとはな」と、意味ありげに笑み……「さあ、その力を私のために使え！」　ムーブ、マイナーなしでパワー《人形遣つかい》をピアニィに使用！　【精神】で対決し、成功するとこちらの指し示じどおりにメジャーアクションのスキルを使う。

ピアニィ：ええ!?　お兄様に、そんな力があったなんて!!　……と、言っておきます（笑）。

ＧＭ：この能のう力りよくは前にキミたちに見せているけどね（笑）。

アル：あ……五巻の時に戦った、仮か面めんのバルムンク戦か？




[image: ]




ＧＭ：正解！　あいつはヒューバードに操あやつられ、キミたちと戦った。

ナヴァール：他にもステラも喰らったな。

ＧＭ：そういうこと。（ダイスを振る）こっちの達成値は20だ！

ピアニィ：あたし【精神】３、しかもフェイトがありません。

アル：…………厳きびしいな、それは……。

ナヴァール：なら、私が《カノン》を使いましょう。これで５Ｄ。期待値が出れば、抵抗できます。

ピアニィ：ありがとう、ナヴァール！（ダイスを振る）あ、クリティカル～♪

ＧＭ：…………（←静かに天井を見上げる）。

ベネット：ヒューバードがショックを受けている（笑）。

ピアニィ：あたしはお兄様の自由にはなりません！

ＧＭ：ピアニィの言葉と共に、ヒューバードから伸のびた魔力の糸がすべて弾かれる。「……なにっ！　私の見せ場を否ひ定ていするのか、ピアニィ！」

アル：見せ場かよっ！（一同大爆笑）　「私の心を否定するのか」とかだろう！（笑）




　次の行動となるナヴァールは《ジョイフルジョイフル》を使用し、アルを未行動へ。

　これによってメインプロセスを得たアルは、ムーブアクションでツーハンドにエンゲージし、《スマッシュ》《クロススラッシュ》で攻撃を仕掛ける。

　その初撃は命中―――。

【物理防御力】が０のツーハンドは、ここでその累計ダメージが一〇〇〇を越える。

　そこに、解き放たれたアルの二撃目が再び彼女を捉えた。

　すでに限界が近いツーハンドは、だからこそ反はん撃げきを試みる。

　迫せまる剣をギリギリで見切り、紙かみ一ひと重えで避けようと体を捻ひねって……だが、ピアニィの魔術によって冷え切った足が意識を裏うら切ぎってもつれ、その動きが止まる。

　しまった、と呟つぶやく暇ひまもなく、アルの剣は彼女の意識ごとその身体を斬きり裂さいた。




ＧＭ：くそ、それはダメだ。累計一二二〇点ダメージで、倒れた！

アル：よし、これでクローンを全部落とした！

ピアニィ：残るはお兄様のみです！

ＧＭ：クローンたち、もうちょっと保つと思ったが……これで全員の行動が終了だ。

ピアニィ：ではそこで、いつものように《再さい行こう動どう》です！

ＧＭ：キミたちが息を合わせて動こうとしたところで、再びヒューバードが魔力の糸を放ち―――「止まれ」と静かに告げる。《連れん携けい瓦が解かい》だ。

ベネット：消しにきやしたな。《時の支し配はい者しや》でそのパワーを打ち消すでやんす。

ＧＭ：「ほう、抗あらがうか。が、甘い……！」　こっちも《時の支配者》！

ナヴァール：む。するとこれ以上、打つ手がないな。こっちの《再行動》は潰つぶれた。

ＧＭ：そして、ここでヒューバードは《二回行動》！　未行動となって動く！　やることはひとつ、《人形遣い》をピアニィに。「今一度、言おう。ピアニィ、私の力になれ……！」

ピアニィ：ええ～!?　無理です～。

ＧＭ：無理かどうかはダイス目次し第だいだ！　（ダイスを振る）22！

ピアニィ：が、がんばる。（ダイスを振る）ああー、でなーい!?　「……ああ、そうだ……あの優しいお兄様の力にならなくちゃ……」と操あやつられます。

一同：やべ――――――っ!?（笑）

ＧＭ：よし、ピアニィ！　《ダブルキャスト》から《プロストプリズム》を放て！

ピアニィ：はい……って、《ダブルキャスト》も使わされるの!?

ＧＭ：うむ、使用回数制限があるものも使える。ただし、こっちがＨＰロス[image: 100]点くらう上に、キミの使用回数には含ふくまれない。さらに、パワーは使わせられないが、《ダブルキャスト》で発生した《フロストプリズム》の対象までこちらで指定させてもらう。

ナヴァール：《リゼントメント》は使えない？

ＧＭ：そのあたりのスキルも使えない。こっちで指定できるのは、あくまでメジャーアクションのスキルとそれに派は生せいする行動のみだ。

ピアニィ：わかりました。じゃあ一回目の《フロストプリズム》は誰を……？

ＧＭ：「ピアニィ、お前の母上からの教え、覚えているだろう？　まず殺すのは誰だ？」

ピアニィ：「もちろん神官です！」（一同爆笑）《フロストプリズム》をナヴァールに！

ベネット：むう、《ワイドプロテクション》を考えて、エンゲージしたのが裏うら目めに出た。《インターフィアレンス》ができないでやんす。

ピアニィ：命中判定いきます……って。自分のダイス使うの嫌いやだからきくたけさんのダイスを使う（一同爆笑）。

ＧＭ：わかった、存ぞん分ぶんに使いたまえ……！（笑）

アル：ＧＭのダイスを使うとか、本当に操られてるっぽい（笑）。

ピアニィ：いきまーす！　（ダイスを振る）ああ―――っ!?　ごめんなさいごめんなさいっ、ナヴァール、クリティカルしちゃった―――っ!!

ナヴァール：し、しかたありません、ピアニィ様。リアクション不可なのでダメージを！

ピアニィ：「あ、あれは真っ先に殺さねばならない神官……でも……あれはナヴァールで……今まであたしを守ってくれた……？」と、微かすかな違い和わ感かんを抱きながら……小さい目小さい目小さい目……（ダイスを振る）………………わ、これは高いよっ!?（一同大爆笑）（計算して）……[image: 204]点の魔法ダメージです！

ナヴァール：自分に全開《プロテクション》！　（ダイスを振る）80点軽減！

ピアニィ：ナヴァールに　《サモン・アラクネ》！　「守らなきゃ」と思ってとっさに放ちます！　《サモン・アラクネ》と《フォーチュンルーン》！（ダイスを振る）21点軽減!!

ナヴァール：大丈夫です、ピアニィ様。私はあなたを信じておりますから……と、ニコニコ笑いながら言う。あと、あまり意味ないけど［放心］。

ＧＭ：それじゃ、二回目の《フロストプリズム》をナヴァールにどうぞ。

ピアニィ：ごめんなさい、ナヴァール。お願い、低い目……。（ダイスを振る）やった、クリティカルじゃないっ！

ナヴァール：でも絶対当たるんだ（一同爆笑）。

ピアニィ：そ、それじゃ、ダメージを……（ダイスを振る）ああっ、出目が高い―――っ!!（一同大爆笑）

ナヴァール：……ピ、ピアニィ様？（←超笑顔）

ピアニィ：（計算して）……出目は12Ｄ振って45。ちょっと高めで[image: 202]点の魔法ダメージです！

ナヴァール：残り【ＨＰ】は73点。【魔法防御力】込み[image: 130]点軽減すれば生き残る……が……。

ベネット：ナヴァールの《プロテクション》だけじゃ、足りないでやんすな。

アル：ここは倒れるしかないか……。

ピアニィ：あ！　まだある！　あたしが《ガーディアン》を使用。お兄様の力を振り切って、《フロストプリズム》を撃ったあとに「だめぇ!!」って叫さけぶと……ヤンヤンが飛び出す！

ベネット：あ、それがあったでやんすな！

ピアニィ：これで[image: 115]点軽減！　ヤンヤンは「チャムチャム、ピアニィのこと、あとは任まかせたぞ……」と言って消えます。

ベネット：消えた―――っ!!（笑）

アル：ちなみに、ヤンヤンはシナリオ終われば帰ってきますよ（笑）。

ピアニィ：ああ、そっか！　じゃあ、消えないで気き絶ぜつします（笑）。

ナヴァール：ありがとう、ヤンヤン。おかげで生き残った。自分に《プロテクション》ケセドの杖付き。（ダイスを振る）よし、85点軽減。【魔法防御力】も含めてダメージなし！

ベネット：耐たえきったか……ピアニィ様の魔術、なんと恐おそろしい！

ナヴァール：私の長い人生の中でも、三本の指に入る恐きよう怖ふであった……（一同爆笑）。

ＧＭ：「まさかピアニィの魔術を完全に防ぎきるとは……!!」　ヒューバードは驚おどろいている。ここで、全員行動終了だな。クリンナップで、全員の［放心］が抜ける。

アル：《バイオレントヒット》で《ボルテクスアタック》の使用回数を回復。

ベネット：あっしは《バーサタイル》で《アデンダム》を復ふつ活かつじゃ―――っ！

ＧＭ：こっちはなし。では次のラウンドへ!!




●第二ラウンド

▼行動値

ベネット　　　　　　　　　37

ピアニィ　　　　　　　　　22

ヒューバード　　　　　　　18

アル　　　　　　　　　　　12

ナヴァール　　　　　　　　７




[image: ]




ＧＭ：まずはセットアップからだ！

アル：ピアニィ、最後の《陣形》がほしい！

ピアニィ：はいっ！　使わないのももったいないし、使っちゃいましょう！

アル：俺は前に出てヒューバードとエンゲージ。

ナヴァール：アルから15メートルはなにかあった時が怖こわい。５メートル前に出ましょう。

ピアニィ：じゃあ、私も５メートル前に出て、ナヴァールと同じエンゲージへ。

ベネット：あっしは５メートル下がって20メートルの位置へ。ピアニィ様に《インターフィアレンス》の構え！　そして《シニスター》！　フェイト１点で【ＨＰ】を46点回復する。

ピアニィ：じゃ、そのあとに《最後の力》を使って全員のフェイトを４点回復します。で、次のあたしは《インクリーズデバイス》をいつもの三人に！

ＧＭ：（手際がいいな……）次はヒューバードだな。ここはもう一度《人形繰りの糸》を使用！　目を見開き、魔力の糸を放ってキミらを絡からめ取とる。なお、この効果を受けてると《人形遣い》によるメジャーアクションの判定に＋１Ｄ、ダメージに＋５Ｄされる。ふふふ……喰らえぃ！（ダイスを振る）ぶふぅ!?　出目低っ！　18!!

アル：これは根性で避けよう。ムーブとマイナーが削られるとかなり痛い。フェイトを３点使って……（ダイスを振る）……よし、ぴったり18で抵抗！

ピアニィ：あたしはフェイトを２点使います。マイナーがなくなると嫌だし、操られた時が怖い。（ダイスを振る）やった、クリティカル♪

ベネット：あっしは《ダンシングヒーロー》を使う。（ダイスを振る）げげっ!?　12で失敗！《ハードラック》も意味がね―――っ!!

ナヴァール：（ダイスを振る）む、わずかに足りない。失敗だ。

ＧＭ：では、ナヴァールとベネットに魔力の糸が絡みつき、その身体が重くなる。あらゆる判定にマイナス１Ｄだ。

ナヴァール：私は……《ファイトソング》でピアニィ様の《ダブルキャスト》を回復！

ＧＭ：これで、セットアップは終了だな。んじゃ、ベネットのメインプロセスからだ。

ベネット：マイナーとムーブでペナルティを解除。メジャーで《ダブルショット》。貴様をここで倒―――すっ！（ダイスを振る）




　勢いきおい込こむベネットが放った二発の射撃攻撃はヒューバードに直撃した。

　ナヴァールのケセドの杖つえ付き《チェックメイト》、ピアニィの《ディスコード》を受けて[image: 300]点ほどの【ＨＰ】をもぎ取ったが、それでもヒューバードを倒すには至らない。




ＧＭ：「この程度で、私の生命を刈り取ることはできぬ！」　そう言いながらも、ここまでで半分ぐらい持っていかれたせいか、ちょっとヒューバードは苦しそうだ。

ベネット：その強がりがいつまで続くかな、うえーっひっひっひ（一同爆笑）。

アル：ベネット……（笑）。

ピアニィ：じゃあ、次はあたしの行動だけど……お兄様、もう降参して……！

ＧＭ：「勝った気でいるのか、ピアニィ！　お前の理想とはその程度のものか！　私なら、最後まで微み塵じんもためらうことは、ない！」

アル：ピアニィ、説得が通用する相手じゃない。

ピアニィ：（少し考えて）……そう、ですね。ならばいきます！　あたしの本気の一撃っ！　ムーブはなし、マイナーで《精せい霊れい王おう招しよう来らい》！　そして、メジャーで《ダブルキャスト》からの―――《フロストプリズム》二連発……っ！




　ピアニィが言葉を紡ぐと共に、手にした杖を天を高く掲げる。

　彼女の身体より解放された、その圧あつ倒とう的てきな魔力が周囲の空間に伝でん播ぱする。

　その言葉と魔力に呼び出されるは、精霊の王―――。

　ヒューバードは人間を超こえた偉い大だいな存そん在ざいにピアニィの姿を重ね見て、悟さとった。

　今、この瞬間……戦場に存在するすべての精霊、言うなれば世界を動かす法ほう則そくがピアニィに掌しよう握あくされたのだということを。




ピアニィ：精霊王を自分の身体に呼よび寄よせて魔術を放ちます！　一回目、《リゼントメント》を使用っ、さらに真理の書も使用！（ダイスを振る）きた―――っ！　クリティカルです♪

ＧＭ：（ダイスを振る）避けられない！

ピアニィ：えっとこれで……12Ｄ＋[image: 576]点ですっ！

ＧＭ：は!?　固こ定てい値ちで[image: 576]点!?

ナヴァール：もう、わけわかんない数字だな……（笑）。

ピアニィ：（ダイスを振る）[image: 626]点の魔法ダメージ。

ＧＭ：ぐっほ……っ、[image: 600]点持っていかれた!!

ナヴァール：［放心］と《マリッド・ストリーム》の効果も忘れないように。

ＧＭ：……ここは［放心］を《バッドステータス無効》で打ち消そう。【ＨＰ】マイナス10点。一瞬、意識を失なってぐらりと倒れかけるが……その強い意志をもって踏み止まる！

ピアニィ：でもそこに二発目！　真理の書を使って……（ダイスを振る）クリティカルなし！　……達成値は42です！

ＧＭ：１Ｄしか振れないので無理。避けられない！　一撃目を耐えきり、顔をあげたその時、すでに解き放たれていた二発目の冷光を見てヒューバードは半ば覚悟を決め……。

ピアニィ：なら……（ダイスを振る）……[image: 351]点の魔法ダメージ！




　吹ふき荒あれる凍気と光の嵐あらしの向こうに、ピアニィの姿が見えた。

　人知を超えた魔術を制せい御ぎよするピアニィの手に、彼女をこれまで支えてきた、多くの人々の手が重ね合わせている……ヒューバードは、そんな幻を見る。

　幾人もの幻の中には、父・オーギュストの姿もあった。

　ヒューバードは意味ありげな苦く笑しようを浮うかべる。

　そして、彼の視界が凍気に白くはじけた。

　もはや光に抗うこと叶かなわず―――




　ヒューバードは膝を折り……その場に倒れ伏ふした。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆終末の始まり




　床ゆかに倒れ伏したヒューバードの姿すがたを見て、ピアニィの心のうちに複ふく雑ざつな感かん情じようがわき起こる。

　かつてあったはずの家族としての想おもい。

　それはすべて偽いつわりだった。




　だが、ピアニィは心のどこかで、それを信じられない自分に気づいていた。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入ろう！　場面は、戦せん闘とうが終わった直後からだ。

ピアニィ：（ナレーション風に）決意を込こめ、兄・ヒューバードに最後の一いち撃げきを与あたえたピアニィ―――勝利の実感はない。そう、勝者であるはずのピアニィは、どこか泣いているようにも見えた。

ベネット：いきなりナレーションがっ!?（笑）

ＧＭ：室内に、空くう虚きよな機械音だけが響ひびき渡わたっている。ピアニィたちの前には、横たわったままのヒューバードの姿。すべての力を出し切った彼の生命は、今まさに失われようとしてる。

かろうじて、まだ喋しやべることができる状じよう態たいにあるが……。

ピアニィ：では、ヒュー兄様に近ちか寄よります。

ＧＭ：そこには、ピアニィが幼おさない頃ころより兄と慕したった男が横たわっている。荒あらく息をしながらもしかし、どこか満足げな瞳ひとみでピアニィを見つめる。

ピアニィ：ヒュー兄様……。

ＧＭ：「ピアニィ……」

ピアニィ：兄様。できれば……一いつ緒しよに、生きていたかった。

ＧＭ：「それはできないと言ったろう？　我らの目指した先は同じ……しかし道がちがったのだ。お前のせいではない」　その言葉に、野心をもった男の狂気はない。むしろ、優しく諭すような口調だ。実の兄に手をかけたこと―――その罪はお前にはないとでも言いたげに。

ピアニィ：……兄の横に膝をついて、静かに涙をこぼします。

ＧＭ：彼は血にまみれたその右手を伸ばし、ピアニィの[image: ]をさする。もはやその手に力はない。「……よく見せてくれ。私の野望を打うち砕くだいた英雄の顔を。私が愛した妹の顔を―――」

ピアニィ：じゃあ、そっと顔を近づけて……その手を握ります。兄様と一緒にいた、あの頃の風景……きっとあれが、あたしの目指す未来でした。あの穏おだやかな風景が、世界中に広がれば、って……。

ＧＭ：「相変わらず甘いな、お前は。今のアルディオンに、永劫の幸せを求めることはできんのだ。だから、私は……絶望の未来を書き換え…る……」その目は叶わなかった未来を未だ見据えているかのようで……。

ピアニィ：ヒュー兄様、もうがんばらなくていい。それと、この世界に絶ぜつ望ぼうをしなくていいんです。それは、きっとあたしが―――。

ＧＭ：ヒューバードは、微笑のままにゆっくり首を横に振り……最期の言葉を妹にかけた。




「……お前の理想は叶かなわない。

　これで、すべての人は確実に滅ほろびを迎えるだろう―――」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：はいっ!?

アル：ちょっと待て！　まだなにかあるのかよっ!?　今まで黙っていたけど、さすがにそれは聞き捨てならないので割って入る！

ピアニィ：ヒュー兄様、それはいったいどういう意味ですっ!?

ＧＭ：だが、もはやその言葉はヒューバードの耳には届いていない。おそらく、そばにいるキミたちの顔すら目に入ってはいないだろう。今、彼が見ているのは、自分が創り上げようとしていた新たな世界の景色。でも、それはかつて父母や兄弟がそろって、笑いあっていたあの日の光景に重なって―――。

ピアニィ：っ!?　ち、ちょっと泣かせないでくださいよっ!?　……ヒュー兄様！

アル：おい、待て！　まだ聞きたいことがある！

ＧＭ：もはや聞こえないと言っただろう。「父上、私は……私のしたことは―――」　そう呟いたあと、ピアニィの手を握る手に少し力を込め―――ヒューバードは静かに、そして笑顔のままにその双そう眸ぼうを閉とじる。

ピアニィ：……っ、ヒュー兄様……！

アル：ピアニィ……。

ピアニィ：もう、思いっきり涙を流してすがりつきます。あたしは、ヒュー兄様ともっと思い出を作っていきたかったの！　争いのなくなったアルディオン大陸で、一緒に……っ！　たしかにヒュー兄様は間違った道を選んだかもしれない！　でも、まだやり直せた……償つぐないだってできた！　ねぇ、そうでしょ……っ！　って……。

ＧＭ：だが、やはりヒューバードが応えることはない。握りしめていたはずの彼の手はやがて力を失ってするり、ピアニィの手より抜け落ちた―――。




　ヒューバード・アーネル・レイウォール。

　赤き竜の大国レイウォールに生まれ、幼き頃よりその胸に理想を掲げて生きた男の生涯は―――ここに終わった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……もはや、キミたちの前に横たわる男は、物言わぬ存在となった。その亡なき骸がらを前に、キミたちは実感する。キミたちの戦いに、今ひとつの区切りがついたということを。

一同：………………。

ピアニィ：もう一度手を握って静かに涙を流します……。

アル：じゃあ、ピアニィの肩を叩たたいて言う。立ち止まってる時間はない。まだ、俺たちにはやることがあるだろう？

ピアニィ：そう……ですね。

ＧＭ：そのとおりだ。ヒューバードは死し亡ぼうしたが、魔ま導どう装そう置ちは今なお稼働を続けている。室内には無む機き質しつな低い機械音が響ひびき……。

ナヴァール：ステラも磔にされたままだ。彼女を助けて、魔導装置を止めねば。

アル：だな。アルディオン大陸を異空間へとぶっ飛ばさせるわけにはいかねえ。

ベネット：それにしても、ヒューバードの最期の言葉がすごく気になるでやんですが（笑）。「これで、人は確実に滅びる」ってあまりに不吉な（笑）。

アル：んー、つまりヒューバードが新世界の創造に失敗したから、人類に未来はないってことなんじゃ？　ふつうに考えると。あくまでふつうに考えるとだが！（笑）

ナヴァール：もはや、考えても答えは出ない。とにかく、私はステラの方へと向かおう。

ＧＭ：では、ステラを救出すべく、ナヴァールが魔導装置へと向かおうとしたその時だ。

一同：お？

ＧＭ：〝……コツーン―――〟

ベネット：こつーん？

ピアニィ：足音……？

ＧＭ：そう。堅く、乾いた足音が静かな室内に反響した。〝……コツーン、コツーン―――〟

ピアニィ：ど、どこから……？

ＧＭ：周囲の壁の高い場所……ちょうどステラが磔にされているのと同じ高さか。そこに、この部屋へと通じる横よこ坑あなが幾本かあるんだが……そのひとつから足音は聞こえてくるようだ。

ピアニィ：だ、誰……。

ＧＭ：キミたちが固かた唾づを呑み、その横坑の出口を見入って待つ。やがて、スッと姿を現わしたのは女性の人ひと影かげだ。ドレスに身を包つつみ、どこか高貴な雰囲気を漂わせている。

アル：高貴な雰囲気の、女性……？　おい、嫌な予感しかしないぞ。

ピアニィ：顔は見えます？

ＧＭ：いや、まだ胸から上は横坑の壁が落ちており、確認できない。

ナヴァール：いずれにせよ、この場所に来る時点でふつうはあるまい。警けい戒かいするぞ。

ＧＭ：では、キミたちが身構える中……足音は止まる。代わって聞こえてくるのは、どこか母性を感じさせる、優しげな声だ。「―――ヒューバード、逝いってしまったのね。お前とオーギュストの野望は成らず、か」

ベネット：だ、誰っ！

ナヴァール：我われ々われが知っている人物なのか？

ＧＭ：「でも、よくここまでやってくれた」　その声は、あえて言うなら井上喜久子いのうえ・きくこさん。

一同：はいっ!?

ピアニィ：え、ちょっと待ってそれ……っ！　どういうことっ!?




　井上喜久子さんとは、『アリアンロッド・サガ・ファンブック』第一弾『Fellowship of Stone』に付属したボイスドラマにおいて、ピアニィの母ティナ・アヴェルシアの声を当ててくださった女性声優さんである。




ピアニィ：あたし、涙を拭ふいて見上げます。その声は、もしかして……。

ＧＭ：ピアニィの言葉に応じるように、ドレスの女性が一歩踏ふみ出し、光の下へ。その顔があらわになる。その顔を見た時、ピアニィは息を呑むしかなかった。

ピアニィ：……お母様っ!?　そんな、まさか……！　だって、亡なくなったはずじゃ…っ!?

ＧＭ：女性は、高い場所から驚愕の表情を見せるピアニィに視線を落とし、微笑んで……首を横に振る。「……そう、私はあなたの母にそんなに似ているのね」

ピアニィ：お母様じゃ、ない？

アル：俺もてっきりピアニィの母ちゃんだと思ったんだが。

ナヴァール：わ、わかった……正体がわかった……なるほど、そういうことか……（笑）。

ＧＭ：いや、むしろ彼女はナヴァールに視線を向け―――「……久ひさしぶりね、ナヴァール」

一同：はいっ!?

ナヴァール：ええ、永らくご無ぶ沙さ汰たしておりました。

ベネット：ナヴァールの知り合い!?　この人は、いったいどなたで……？

ナヴァール：ちらりとベネットを見たあと、すぐ女性に視線を戻して言おう。―――母上だ。

ベネット：ナヴァールのかーちゃん!?

ピアニィ：な、なんでナヴァールのお母様とあたしのお母様が瓜うり二ふたつ!?

ナヴァール：は、『無印』九巻で設定は申し上げたはずですが……（笑）。
















一同：へ？

アル：……あ、ああああああああ―――っ！（笑）

ピアニィ：…………あ！　もしかしてフェリタニアさんっ!?

ＧＭ：彼女は、微笑ほほえみを浮かべたまま頷うなずく。「……そう、我はフェリタニア統とう一いつ帝てい国こく皇こう妃ひフェリタニア―――」

アル：そんな神話上の存在が、まだ生きてやがったのかよ……。でも、なんでそんな奴が今になっていきなり出てくる。

ＧＭ：「いきなり？　いいえ、私はずっと地上の動向を見ていました。例えばそう……レイウォールとグラスウェルズによるフェリタニア侵攻戦はとても興味深く―――」

アル：……三巻の話？　あの戦争に関与してたのか？

ＧＭ：というか三巻に登場してるよ。〝あの御方〟という名前で。

一同：〝あの御方〟――――――っ!?

ベネット：じ、実在してたのぉっ!?

ＧＭ：もちろんだ。太古より歴史の陰に潜んで世界中に戦争を起こし、悲劇を振りまいてきた〝始祖の四人Four Deadly Swords〟……これをその背後から操ってきた者。〝邪神の御子〟を蘇らさんと画かく策さくしたバルムンクという組織を統べる者―――それがこのフェリタニアだ。

ピアニィ：バルムンクの……ボス……？

ベネット：〝始祖の四人〟を操る……？

アル：大物じゃねえか。でも質問の答えになってない。その女がこの場に現われた理由は？　ヒューバードに手を貸していたようだが、まさかお前も〝理想の新世界を創る〟のが目標じゃないだろうな。

ＧＭ：その言葉を聞いて、フェリタニアは冷笑を浮かべる。「……人間の理想郷？　私にとって、それはなんら意味を持たない」

ピアニィ：では、なぜヒュー兄様に協力を？

ナヴァール：ヒューバードが稼か働どうさせようとしていたこの魔導装置は、あなたが知識を与えて造ったものと推測するが？

ＧＭ：「ええ。でも、お前たちは根本のところで考えちがいをしている」

ナヴァール：根本的……？

ＧＭ：「ヒューバード、ひいてはオーギュストはなぜこのような計画を考えついた？　それは人の身で行なうにはあまりに大それたこと。その知識はどうやって得た？　技術は？」

ピアニィ：え？

アル：まさか……。

ＧＭ：「そうよ。レイウォール王家に世界の真実を教え、この計画を思い至るよう仕向けたのはこの私―――」

ピアニィ：あなたが……っ!?　じゃあ、ヒュー兄様がこうなった原因は……っ!?

ＧＭ：そのとおりだ。そもそも、レイウォールには代々、バルムンクが入り込んでいたって話は前にも出ていただろう。そしてバルムンク幹部も恐れる〝あの御方〟の存在、オーギュストからヒューバードへ受け継がれた計画、レイウォール四兄妹に課せられた宿命……その中心人物であり、英雄ウルフリックの転生と言われるピアニィという人物―――すべてはこの『無印』というシリーズに用意された根幹の物語。キャンペーンセッティングだ。

ピアニィ：ちょ……っと……！

ＧＭ：それに、『アクロス』や『ブレイク』がそれぞれ〝始祖の四人〟のひとりをボスとしたように……『無印』にだって黒幕が必要だ。が、ただひとつ予定になかったのは……。

アル：なかったのは？

ＧＭ：なんでキャンペーンの黒幕がナヴァールのかーちゃんになるんだよっ!?（一同大爆笑）前回、ナヴァールの設定聞かされた時はどうしようかと思ったわっ!?　よぶんなストーリーが発生してややこしくなる！（笑）

ナヴァール：知るかあっ!?（笑）　それにあれは読者投稿の設定だし？（一同爆笑）

アル：しゃ、社長……それで逃げるのはどうかと思います（笑）。

ピアニィ：待って待って！　でもフェリタニアさんってウルフリックと結婚して、大陸を平和に導いた人でしょ!?　それにあんなに幸せでラブラブだったのに……っ!?

ＧＭ：矢継ぎ早に言葉を重ねるピアニィを一いち瞥べつし、フェリタニアはただ笑みを見せるだけだ。「……それをお前に話す必要性は、私には感じられない」　言いながら、手にした杖を高く掲かかげた。同時に、壁の魔導装置が先ほどとは比べものにならない強い光を放ち始める……！

ベネット：うおっ!?

ＧＭ：そして、装置が光を吹き上げると同時に、この遺い跡せき全体が軋きしみをあげた。瞬時に幾状もの亀き裂れつが至るところ走り、崩ほう落らくを始める。

一同：やばいっ!?

ナヴァール：あ、待て！　まだステラを取り戻していない！

ＧＭ：「返すと思って？　装置を稼働するのに、この娘は必要なの」　こうしている間にも遺跡の崩落速度は速まり―――。

ベネット：あっ、天てん井じようが崩くず……うべらばっ、ぐゃっ。あぺ。

アル：勝手に死ぬな！（笑）　ともかく、ここから逃にげた方がよさそうだ！

ピアニィ：でも、ステラ姉様がまだ！　それにヒュー兄様の亡骸だって……！

ナヴァール：ＧＭ、ステラの元まで走っていくことはできないか？

ＧＭ：残念ながら、無理そうだ。ナヴァールとステラを裂くかのように、眼前の床にさらなる大きな亀裂が走った。そして天井の闇からは、次々とがれきが落ちてきて―――。

ベネット：あっしは、ナヴァールの肩を[image: ]つかむでやんす。ここは一いつ旦たん逃げでやんす！

ナヴァール：しかし、私は必ず助け出すとステラと約束をしている！

ベネット：死んだら、助けられるものも助けられなくなる！　このままじゃ、あんたは崩落に巻まき込こまれて死ぬだけ！　無駄死にでやんす！

アル：そういうことだ。ピアニィ、逃げるぞ！

ピアニィ：うー…………。

アル：ピアニィを無理矢理、肩に抱えて走り始めます。

ピアニィ：あ、ちょっと……アル！

ナヴァール：……やむを得ん。私も逃げるのに同意しよう。

ＧＭ：では、崩落する遺跡から、キミたちは逃げ始める。というか、床の崩壊に巻き込まれて落ちていき……。

アル：判定……判定か？（笑）

ＧＭ：いや、エンディングだしそれはやめよう。崩れた遺跡の地下に、坑道のようなものを見つけ、かろうじてその中に滑り込んだ。そこを、地上に向かって走っていく。その間にも、背はい後ごの通路がキミたちを追い立てるように崩壊を続け……。

ベネット：うぉぉおおおぉぉお――――――っ、逃げる逃げる逃げる―――っ！

アル：なんだよこの大規模な崩壊は！　なにが起こってんだ！（笑）

ＧＭ：走るのに夢中で、もうどこをどう逃げたかもわからない。が、やがてキミたちは地上へと這い出るに至る。

ベネット：ガラガラガラ……プハ―――っ！　い、生き延びたでやーんす！

アル：ひでえ目にあったぜ……と、服をはたきながら遺跡の方を見―――。

ＧＭ：……遺跡の方を見て、キミたちはその想像を絶する光景に身体が固まった。

一同：え？

ＧＭ：王城があったその広大な敷地には、もはやその王城の残骸すら見つけることはできない。代わりにあるのは、そこに穿たれた、地の底まで続くかのような深く巨大な穴だ。

ピアニィ：あれ？　遺跡は……？

ＧＭ：怪訝な表情で声をあげるピアニィだが、それはすぐに見つけることができる。ふいに月と星の光を〝なにか〟が遮えぎり、キミたちが立つ辺りに巨大な影を落とした。

一同：…………。

アル：つまりそれは……（笑）。

ＧＭ：そうだ。四人の頭上……その空に、巨大な建造物が浮かび上がり、ゆっくりと上昇を続けている。それはまるで、この地上のすべてをあざ笑うかのように悠然と―――。

アル：俺は呆然と立ち尽くして、力なく言おう……な、なんだありゃ……と。

ＧＭ：では、アルのそんな言葉でＰＣたちのシーンは終わりとしようか。そして最後に……フェリタニアの狂気に満ちた声が、本セッション最後のセリフとなる。

　旧エストネル王国領、上空―――。

　その上空に突如として出現した巨大な城じよう塞さいを、ピアニィたちが呆然と見送っていたその頃。

　城塞外壁の上にひとり立って風を受け、フェリタニアは、眼下に広がるアルディオンの大地を見下ろし、満足げに笑んだ。

　そして両の腕を大きく広げ、哄こう笑しようと共に宣言をする。




「エリンの神々よ、今こそ我は汝なんじらに復ふく讐しゆうせん……！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に帝てい紀き八一五年一〇月―――。

　世界の救済を願い、歴史の裏うらにて暗あん躍やくを続けた男、ヒューバード・アーネル・レイウォールは実妹ピアニィの手によって討うたれた。

　それは歴史にとってひとつの分ぶん岐き点てんと言えるもの。

　だが、それと同じ日……

　世界を懸けた戦いがまだ終わりでないことを、ピアニィは知った。
















　今、『アリアンロッド・サガ』……その最終章の幕があがる。

















『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第一四話「愚者のサクリファイス」

―ＦＩＮ―













超ちようあとがき＋解説









　というわけで、この〝サガ無印〟も一〇冊さつ目……っ！

　思えば遠くへ来たもんだ。

　超まえがきでも書いたとおり、物語はいよいよ終しゆう盤ばん戦せんへと突とつ入にゆうしていくこととなるわけだが、まずはあとがき本文に入る前にこの言葉を贈おくろう―――。




「以下のあとがき本文は、本ほん巻かん『愚ぐ者しやのサクリファイス』の核かく心しんに触ふれています。

　まだリプレイ本文をお読みでない方は全力でお引き返しください」




　…………。

　……。

　そろそろいいだろうか。

　では、本書の内ない容ようについて触れていこう（笑）。




▼ヒューバードについて

　さて、今回のセッションにおいて、ピアニィの実兄にしてアルディオンの裏で暗躍を続けていたヒューバードが、決戦の末にその生命を落とした。

　彼の望むべくは、父オーギュスト王より受け継いだ〝人類救済〟の計画。誤解なきよう記せば、彼は自らが創る世界の王になりたかったわけではなかった。

　神にも魔にも干渉されず、人が生きていける世界の創造―――その方法論の是非はともかく、人類を真の意味で救済したいという一点において彼は純粋であり、すべてだったのだ。　だが、幼い時よりこの理想を父より聞かされて育った彼は、オーギュストがその野望を捨てた時、心を保たもつことができなかった。そしてなによりも愛する父親に捨てられた―――無意識に、そう考えてしまったのだ。

　そして、妄もう執しゆうに囚われた。

　尊敬の対象であった父は唾だ棄きすべき存在となり、ヒューバードは暴走を始める。

　人類救済こそがおのれの使命と信じ、その成じよう就じゆに邁まい進しんした。それをすることでしか自分を保てない。だが、その根本にあるのは父親への愛情だ。もう取り戻すことはできないそれを、彼は計画を推し進めることで取り戻すことができると……心のどこかで信じたのである。

　もし少し立ち止まって周囲を見渡す余裕が彼にあったならば、その進む道はちがったものになったかもしれない。父オーギュスト以外にも、彼に愛情を注いでくれた人たちはたしかにいたのだ。ピアニィを始めとする弟妹しかり、キンバリーしかり、そしてレイウォール王国を支えてくれたすべての人々しかり―――。

　本人すら知らずして愛情に飢え、それを追い求め続けた男。




　それが、私の考えるヒューバード・アーネル・レイウォールという人物である。




▼フェリタニア（人物）について

　アルディオン大陸における最初の英雄ウルフリックの妻にして、この世界に〝邪神の御子〟を始めとする魔族を招き入れた者―――それがこのフェリタニアだ。

　リプレイ本文でも少し語っているが、本キャンペーン開始当初より、バルムンクという組織を統すべる者の存在の必要性は考えていた。そして、本『無印』シリーズの黒幕となる者の存在もだ。その当時、ボスとして用意されていた〝始祖の四人〟は、誰がどの物語で使われるかは著者陣の間では取り決めがなされていた。〝サガシリーズの〟中核といえる『無印』には、〝始祖の四人〟より上位の存在を登場させることに決めていたのである。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　……さて、それではここより、今後の話と宣せん伝でんをば（笑）。




　まず、『アリアンロッド・サガ』シリーズ全体のお話。

　前にドラ生で聞いた人もいるだろうが、『サガ』シリーズは『無印』に平行する『デスマーチ』『ゲッタウェイ』を含めてクライマックスに突入、二〇一三年内に終結する予定だ。

　こののち、終しゆう幕まくに向けて三つのリプレイシリーズは各おの々おのがひとつの目標に向かって動き出すこととなる。

　もちろん、終しゆう焉えんに向けて動き始める本シリーズだが、リリースは止まらない。

　先日発売された『アリアンロッド・サガ　コミックアンソロジー２』（エルザのシェルドニアン学園での様子がコミックになってるぞ！）もそうだが、リプレイ『サガ・レジェンド』、そして現げん段だん階かいでは公表できないサプリメント……もちろん他にもいろいろ計画中だ。




　次に、この『サガ』シリーズが続行中の今、これと平行して始まった新シリーズの話だ。

　その名も『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』、そして『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズ！　『ヴァイス』を久保田悠羅くぼた・ゆうら、『シュヴァルツ』をわたくし、菊池たけしが担たん当とうしている。

　ちなみに、〝ヴァイス〟〝シュヴァルツ〟とは、それぞれドイツ語で〝白〟と〝黒〟という意味。すなわち、この両シリーズはその二色にちなんだ〝あるもの〟が鍵となるシリーズだ。

　その〝あるもの〟とは、両リプレイのＰＣ①（まあ、主人公と思えばいい）がその身に刻きざんだ〝薔ば薇らの刻こく印いん〟なる文様である。

　わかる人はわかると思うが、この両シリーズは私が『サガ』シリーズの前に書いていた『ルージュ』シリーズの設定をベースに展てん開かいするリプレイだ。ルールブックの基き本ほん背はい景けい世界となるエリンディル大陸を舞ぶ台たいとしたこのシリーズは二〇一二年一一月現げん在ざい、共に第一巻が発売中である。『サガ』シリーズ共々、手にとっていただければ感かん激げきだ。




　……さて、そろそろ終わりの時間がやってきた。

　先ほども触れたとおり、あと一年を残すところとなった『サガ』シリーズ。

　アキナやマルセル、ヒルダやリージュ、そして我らがピアニィやアル……彼らの行く先に待っているものはなにか。二〇〇八年の夏に開始以来、四年半にもおよぶこの物語……




　最後までお付き合いいただければ幸いだ。








二〇一二年一一月某ぼう日じつ　菊池たけし












アリアンロッド・サガ・リプレイ⑩




愚者のサクリファイス








菊池たけし／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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